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プロローグ　一見幕間に見える本文らしい







「ルート１から順番に再度検けん索さく開始。現在全ルートの５％を完全封ふう鎖さ。あちらの世界へのダメージ率２％のラインを行ったり来たりしてますが、許容範はん囲い内ないと認にん識しき。召しよう喚かん率41％を超こえて尚なお上じよう昇しよう中。インターセプトの成功率が４割を切ってるのが辛つらいですね。どうしても距きよ離りが近い分、あちらに主導権を握にぎられてしまいます……召喚経路発見、これをインターセプト。……あぁだめです、別ルートで抜ぬかれました。侵しん食しよく率また上がります」

「召喚元の術者への精神阻そ害がいを開始……こっちも無理です、人族の管理者の強力なジャミングがかかっていますので、対象の絞込みが甘あまくなります。放出したウィルスの98％の無効化を確認。２％は保留か待機状態ですが再起動の可能性なし。防ぼう壁へきが厚すぎます……再度放出しますか？」

「承認。と言うか、あっちが音を上げるまで連続してぶっこんでやりなさい。少しは他の処理の邪じや魔まになるかもしれないし」

「了りよう解かい。修正をかけた亜あ種しゆを混ぜて再度放出します」

「あのー……主様？」

　なんだか妙みような盛り上がり方をしている雰ふん囲い気きを察してか、ギリエルは遠えん慮りよがちに声をかけた。

　今、彼かの女じよがいるのは壁中に何か良く分からない機械が埋うめ込まれた広大な部屋だ。

　その中央には幼女が仁に王おう立だちをしており、それを取り囲むように多数の端たん末まつが配置され、端末の前には目を隠かくすような半はん透とう明めいのバイザーを装備した天使達たちが、何な故ぜかキーボードのような入力端末をぱちぱち叩たたきながら意味の分からない台詞せりふを吐はいている。

「お取り込み中申し訳ないのですが、一体何の騒さわぎですこれ？」

「作業内容？　部屋の調度？　どっちが聞きたい？」

「どっちも聞きたいですが……」

「部屋の事なら、趣しゆ向こうを変えてサイバーパンクっぽくしてみた。かっこいいだろ？」

　言われてギリエルはぐるりと周囲を見回す。

　部屋の天てん井じようは高く、壁は大きかったが、その壁を埋め尽つくすように用よう途との分からない機械がぎっしりとはめ込まれており、何を示しているのかわからない計器が、見てもやっぱり分からない値を吐き出している。

　薄うす暗ぐらい部屋の中で、計器の明かりが明めい滅めつする様子はその手の話が好きな人が見れば、かっこいいのかもしれなかったが、ギリエルにそっちの趣味は無い。

「意味あるんですか、それ？」

「意味なら無い！」

　きっぱりと言い切られて、げんなりとするギリエル。

　それでもなんとか気を取り直して別の質問をぶつけてみる。

「では、作業内容の方は？」

「こっちはね……」

　ぎりっと歯は軋ぎしりの音をさせつつ、作業中の天使達を見回す幼女は、こぶしを握り締めながら忌いま々いましそうに言い捨てた。

「勇者召喚の儀ぎ式しきの邪魔をしてるとこ」

「邪魔ですか……」

「そう、見てくれはこんなだけど、実際やってるのは、召喚先の世界から召喚元への世界の経路を一つずつ検けん索さくして、召喚の魔ま力りよくを見つけたらこれを潰つぶすって作業。召喚術式に使用される魔力は膨ぼう大だいだし、術者も一人では無理だから、魔力はいくつかの経路に分かれて召喚元の世界へ送られている。一度に多くの魔力を送ることができる太めの経路は最初から閉へい鎖さ。でも経路の数は無数にあるし、一体いつどの経路が使われるか分からないので、もう儀式の半分近くまで終しゆう了りようしてしまった」

「主様でも、ですか」

　少し驚おどろいたように言うギリエルに、幼女が向けた顔は、とても幼女が浮うかべるような笑えみではなく、とても疲つかれた老人のような笑みであった。

「私が全能なら、こんな苦労はしないって」

「そう……ですか。召喚自体は止められないんですね」

「無理だね。どうしてもこっちが後手に回ってしまう。遅おくらせることはできても、阻そ止しは無理だ」

　かなり悔くやしそうな顔をする幼女に、ギリエルはふと思った質問をぶつけてみる。

「それにしても、どうして召喚を止めようと？　魔ま族ぞくに魔王が出現した以上、人族には勇者がいないとお話にならないのでは？」

「お話にならないからこそ、だよ」

　意味が分からずに、眉まゆ根ねを寄せるギリエルに対して、幼女はまるで出来の悪い生徒を見る教師の目でギリエルを見る。

「ギリエル、将しよう棋ぎって知ってる？」

「え、えぇ。あの蓮れん弥やさんがいた世界のゲームの一つですね」

「そうそう。あれはお互たがいに最終的には相手の王を取ろうとするゲームなんだけど、実力差に応じて駒こまの数を変えたりするんだ。けどね、絶対に数が減ることが無い駒があるんだよ」

「それは……王または玉ですね？」

「そうそれ。それが無くてはゲームにならない。それはこちらの陣じん取とりゲームも同じなのさ」

　しゃべっている内に、あの世界の管理者達への怒いかりがこみ上げてきたのか、幼女の瞳ひとみが危険な光を帯びる。

　さすがに前に一度止めているので、考え無しに怒りに任せて力を振ふるうことはないだろうとギリエルは思っていたが、それでもやはり怒おこっているこの幼女は、ギリエルからしても非常に怖こわい存在だった。

「魔王がいて、勇者がいる。これで初めて駒が揃そろってゲームとかお話になるのよ。どちらかが欠けていたらそれはお話にならない」

「つまり、主様がここで勇者の召喚の邪魔をしている限りは、あの世界での陣取りゲームは始まらない、と？」

「そういうこと。できるならば、完全に止めてやりたかったんだけど、やはりダメだった」

「あれ？　そういえば、そうなると言うことは今回は人族と魔族だけのゲームになるんですか？」

　悲ひ壮そう感かん漂ただよう幼女を完全に無視して、ギリエルが頭に思い浮かんだ疑問を口にする。

　古今東西、あの世界においては何故か勇者を異世界から召喚するのは人族ばかりで、他の種族が勇者召喚の儀式を行ったと言う記録は、ギリエルの知る限りなかった。

「そんなわけないでしょ。人族だけが異世界から勇者を呼ぼうとするだけで、他の種族は自分達の中から勇者を選出するって言うだけ」

「そうすると、既すでに他の種族は勇者を選出してしまっている？」

「いや、まだだね」

　幼女は頭をがしがしとかきむしりながら答えた。

「他種族に勇者が出現するのは、人族の勇者召喚が引き金になる設定だから。だからこそこの召喚の儀式を潰せれば、いくら魔族が遊びたがっても、ゲームは始まらないんだけどね」

「そうなんですか……でも阻止に失敗しちゃったんですよね」

「お前……なんかイラっとするな」

　じろりと幼女に睨にらまれたギリエルは慌あわてて明後日あさつての方を向く。

　実の所、上司である幼女が力及およばず失敗する様子は、見ていてなんだかちょっとだけ気持ちが良くなるギリエルだったが、そんなことを正直に答えてしまったらどんな目にあわされるか分かったものではない。

　しかも、目が合っただけでもその辺を悟さとられそうな気がするので、ギリエルは必死に視線をそらす。

「まぁいいけど。召喚元と召喚先に対する影えい響きようを考えなければ、完全阻止は難しくなかったんだよ。とても簡単に、繋つながっている経路を全部封鎖すればいいだけなんだから」

「それをしなかった理由をお聞きしても？」

「簡単。どっちの世界もたぶん滅め茶ちや苦く茶ちやになる」

　幼女が天使の一人が覗のぞき込んでいたモニターを指差す。

　そこには無数の数字が並び、刻一刻とその数値を変動させていたが、そのうちの幾いくつかは赤い文字でゼロを示したまま、変動が無い。

　そのモニターの横に付いている計器は、０・０２と言う数値を中心にして、上に行ったり下に行ったりしていた。

「これが経路の監かん視しモニター……と言うことにしてある」

「はぁ」

「この赤いゼロが封鎖されている経路。現状、既き知ちの経路全体の５％を完全に封鎖してみた。結果は蓮弥さんのいた世界の側へ天変地異が起こり始めてる。長いことこのままにはできないから、もう封鎖を解除するべきかもしれない。封鎖し続けていても召喚が止められないのだし」

「そうですねぇ。迷めい惑わくになるだけならさっさと封鎖解除するべきでしょうねぇ」

「……なんだか、お前一人軽い調子だね」

　あっさり言い放ったギリエル。

　それが酷ひどく不満に感じる幼女。

　もしかしてこいつ、自分の話を半分も理解していないんじゃないかと疑う幼女だったが、これは単に立ち位置の差がもたらしている反応の差でしかなかった。

「まぁ、私のお仕事の範はん囲いではありませんし。なんとかしろと言われても主様にどうすることもできないことが私風ふ情ぜいにどうにかできるわけもありませんし？」

「正論だけど……なんだかイラッとするな……」

「それは八つ当たりです、主様。それで、この大おお掛がかりな妨ぼう害がい作業は止やめにされるので？」

「そうだな。続けていても時間稼かせぎだけで成果がないわけだし。ここを維い持じするコストもかさむだけだしな」

　そう決めてしまえば行動に移すのは早い。

　幼女の撤てつ収しゆう！　の一言でそれまでモニターの前でキーボードをカチャカチャとやっていた天使達は、何かの冗じよう談だんにも見える手て際ぎわのよさで、どういう原理なのかさっぱりギリエルには分からなかったが、彼かの女じよ達がいたその部屋自体を分解してどこかへと撤去していく。

　近未来的サイバーパンクの舞ぶ台たいになりそうな薄暗い電算室は、あっと言う間に無くなり、見み渡わたす限り真っ白ないつものなにもない空間へと変へん貌ぼうする。

　撤去作業を行っていた天使達は、もう片付けるものがないことを確認すると一いつ斉せいにお疲れ様でした、と頭を下げ、いずこへとも知れず飛び去っていった。

　きっと、他の仕事に戻もどったのだろうと、ギリエルは思う。

　こちらの寸劇の方が彼女達にとってはイレギュラーな仕事だったはずだ。

「時間稼ぎを止めたから、すぐにでも勇者が召喚されるだろうね」

　飛び去っていった天使達を見送った状態で、幼女が呟つぶやく。

「まぁ召喚される人間の選定から始まって、人族の管理者による現状説明と界渡りのお願いから、その人族がそれを了解して……勇者っぽい技能の添てん付ぷとかギフトの選せん択たくなんかをするお決まりの流れがあるから、儀式自体が成功しても、勇者が降臨するまではいくらかの時間があるとは思うけど」

「面めん倒どうな手続きが多いんですねぇ。もう必要そうな技能とギフトを適当にくっつけて、送っちゃえばいいじゃないですか」

　何をそんな効率の悪い方法を取っているのかと呆あきれるギリエルに、幼女はそのさらに上を行く呆れ具合でギリエルを見て言った。

「お前ねぇ。召喚された者の前におぉ勇者よ……ってな感じで姿を現すのは、管理者だったら誰だれでも一度は夢見る素す敵てきイベントの一つなんだぞ？」

「マジですか？　どれだけ脳みそが毒されてるんですかそれは？」

「知らないけど、事実なんだからしょうがないじゃないか」

「もしかして主様も、実はそういう感じで話を進めたかったりしてたんですか!?」

「一いつ緒しよにするな！」

　酷く嫌いやそうな顔で、幼女は詰つめ寄るギリエルに対して叫さけび返すのだった。










　ここではないどこか。

　今ではないいつか。

　時間も場所も存在しない空間。

　そうとしか形容できないその場所で、彼かれは目を覚ました。

　動かない身体を覗き込んでいるのは、緑色の長い髪かみを自然に流し、純白の貫頭衣を身に纏まとった一人の女性。

「貴女あなたは……？　ここは一体……？」

　緑の髪の女性は、質問される声を遮さえぎり、そのたおやかな白い手で彼の瞼まぶたを塞ふさいだ。

　瞼の上に置かれた手の平から感じる、温ぬくもりと芳ほう香こうが、彼の気持ちを落ち着けていく。

「おぉ……勇者よ。弱き者達の呼び声に応えてくださったことに感謝をします」

　厳おごそかに告げる緑の髪の女性。

　瞼を塞いでいることで、彼からは女性がどんな顔をしてその言葉を口にしたのかは見えなかったが、慈じ愛あいに満ちたその声に、きっと優やさしげな顔をしているのだろうと彼は思った。

　そして彼女は、彼がきっとそう思っているのだろうと考えて、ほんのわずかに口の端はしを吊つり上げるのだった。







第一章　深夜の襲撃らしい







　昼間はとても騒がしかったな、と蓮れん弥やはベッドの上で半身を起こしながら思い起こした。

　リアリスを連れてドラゴン討とう伐ばつに行ってから今に至るまで、リアリス本人は当然のことながら、周囲までがっつり巻き込んで大おお騒さわぎだったのだ。

　当たり前のことだが、ドラゴンのドラ君はあちこちにお披ひ露ろ目めをした後はさっさと山へ帰した。

　彼がそこに存在するだけで、周囲に要いらぬ緊きん張ちようと警けい戒かいを生むのだから当たり前の処置だ。

　さらにエサ代が異常にかさむことも理由の一つとなった。

　一応、とは言え貴族の仲間入りをしたリアリスには国から俸ほう給きゆうが出る。

　あまりに唐とう突とつに子し爵しやくになってしまったものだから、何も用意していないリアリスには、俸給の他に国から支し度たく金きんとして、かなりまとまった額のお金が下か賜しされていた。

　そのお金で、身分に見合った服や装そう飾しよく品ひんを購こう入にゆうするように、というわけだ。

　リアリスはそれまでは冒ぼう険けん者しや育成学校の教員用の寮りよう住まいだったのだが、流石さすがに貴族の位に在る者がそれでは不ま味ずいだろうと屋や敷しきも用意された。

　本来ならば居住区、それも貴族等などが住んでいる高級居住区に住まいを提供されるはずだったのだが、ここで問題が発生する。

　有事にはドラゴンが発着するかもしれないリアリスの屋敷には、ドラゴンがとりあえずは収まるくらいの庭が必要だったのだが、これを理由にリアリスの屋敷は居住区ではなく、商業区の、しかも蓮弥の家のすぐ近くに建てられたのだった。

　そこには小さな店てん舗ぽが何なん軒けんか既に建っていたのだが、話が決まるとすぐにその全てが解体されて、あれよあれよと言う間に、立派な屋敷が出来上がっていた。

　これには裏でなんらかの意図があったのだろうと蓮弥は思っている。

　推測でしかないが、おそらくは居住区にリアリスを住まわせてしまえば、人口が密集している地域にドラゴンが来ることになってしまう。

　これに住民やら貴族達やらが難色を示したのだろう。

　害は無い、味方でちゃんとリアリスの支配下にある、と分かってはいても、やはりドラゴンの姿は本能的な恐きよう怖ふに訴うつたえかけるものがあるらしい。

　軍事区がダメだったのも、たぶん同じ理由だと蓮弥は思っていた。

　商業区に居を構えることになったのは、商業区は店舗は多いが住んでいる人口自体は他の区に比べて少ない。

　何か有っても被ひ害がいは少ないだろうと思われたらしい。

　ついでに、蓮弥の家の近くに作られたのは、何かあったら貴方あなたよろしく、と言う意図が透すけて見える。

　なんだかもやもやとするものを感じないでもない蓮弥であったが、友人が近くに住むと言うことは悪いことではないので、どこぞの誰かの意図には目を瞑つぶることとした。

　余談ではあるが、アズはリアリスの屋敷に住むことになったようだった。

　リアリスが大きな屋敷に一人で住むのは寂さびしいと訴えたから、と言う理由を微び妙みように視線をそらしつつ、頬ほおの辺りを赤らめながら蓮弥に説明しにきたアズだったが、蓮弥以下全員のにやにやとした視線に耐たえ切れずに、そう言うことでそれ以上の追求は勘かん弁べんして欲ほしいと頭を下げる羽目になった。

　リアリスから蓮弥に支し払はらわれる報ほう酬しゆうについては、新居祝いだからと金目のもののほとんどを、蓮弥は受け取らないことにした。

　だが蓮弥がリアリスの依い頼らいを受けるのを決めた、あの物品に関しては、他のダミーの物品と一緒に蓮弥が引き取った。

　最初は、大たい概がいのものは斬きれるらしい自分の刀で、破は壊かいすることを考えていた蓮弥だったが、真しん偽ぎの程ほどは置いておくとしても、物が物だけにまず破壊できるのかどうか分からず、さらに破壊してしまった後に何が起こるか分かったものではないと言うことから、破壊を諦あきらめる。

　代わりにフラウとエミルを呼びつけて、物品の由来は話さずに非常に危険なものっぽいので、人の手に渡わたらないようにしたいと相談した所、エルフからもらったミスリルの残りで蓮弥が作った箱の中にそれを安置し、蓋ふたが開かないように溶よう接せつした上からエミルがこれでもかと言うくらいのがちがちに固めた封ふう印いんをかけ、フラウが庭に深い縦たて穴あなを掘ほって、その底にミスリルの箱を置き、徹てつ底てい的てきに土を固めて埋めることとなった。

　固めた土の部分には、フラウが「非常に危険」と称しようする蓮弥には良く分からない植物を植えて、人が近寄れないようにしてしまう。

「魔力で変異した毒草の一種みたいだねぇ。触さわるだけなら大だい丈じよう夫ぶだけど、切ったり焼いたりしたら……面おも白しろいことになるだろうねぇ」

　植えた草の細い葉っぱの上に、うっとりとした視線を向けながらエミルが指を添わせる。

　蓮弥がエミルを家に連れて帰って来た時、クロワール以外の全員が、また女の子を連れて帰って来たんですか、と言う意味合いの言葉と表情を蓮弥に向けた。

　エミルの正体を知るクロワールだけが、今回の討伐の途と中ちゆうに出会い、ドラゴン捕ほ獲かくを助けてもらった人で、しかも行く当てが無く困っている方なので、と蓮弥のフォローに回ったがあまり効果は無かったようである。

　そのエミルが、家のあちこちをフラウに案内してもらっている間に、庭に通された途と端たんに歓かん声せいを上げて庭に植えられている草木の中へと飛び込み、終日そこから動かなくなると言う事態が発生した。

　一体何がエミルの琴きん線せんに触ふれたのかは他のメンバー達にはさっぱり分からなかったが、エミルは庭の草木を思う存分調べた挙句にそれらを世話しているのがフラウだと知ると、暴れるフラウを抱だきかかえて、地下室を占せん拠きよし、出てきた時には何故かフラウと非常に仲良くなっていた。

　その流れでエミルの部屋は地下室と決まる。

　蓮弥からしてみれば、部屋の空きが無いのでエミルのために倉庫に使っている部分を潰して部屋を作ることを考えていたのだが、嬉き々きとしてどこからか調達してきた家具を運び込むフラウとエミルの姿を見て、本人がいいなら別にいいか、とその件については考えるのを止めた。

　そんなこんなで延び延びになっていたのだが、折せつ角かく近くに引っ越こしてきたのだからとアズとリアリスの歓かん迎げいパーティのようなものを開いたのが今日だった。

　フラウと蓮弥が腕うでによりをかけてエルフの国からもらった食材と、大量にあるワイバーンの肉とを煮にたり焼いたり炊たいたりして用意した料理の数々は、アズが見て貴族でもこんな料理は口にしていない、と言わしめるほどの豪ごう華かなものとなった。

　そこへさらに大量のアルコールを投入し、パーティは盛せい況きようのうちに幕となり、アズとリアリスを家へ送り届けて、パーティの後始末をすれば、時刻はすっかり夜となり、さっと風ふ呂ろに入ってから自室で就しゆう寝しんした蓮弥だったのだが、ふと目を覚ましてベッドの上に起き上がったのがつい先さき程ほどのこと。

　光源がなく、窓にカーテンを下ろしてある部屋の中は真っ暗くら闇やみであり、蓮弥の目をもってしてもその状態では何も見ることができない。

　辺りはすっかり静せい寂じやくに包まれており、耳が痛くなるほどであったが、ただ一つだけ部屋の入口がある方向から、小さく擦すれるようなキィキィと言う音が聞こえている。

　その音の正体は、蓮弥には心当たりがあった。

　身体に掛かけていた毛布を外しベッドの縁ふちに腰こし掛かけた蓮弥は、光明の魔ま術じゆつを弱めに起動する。

　部屋のほぼ中央の空間に出現した白い光が、弱くではあるが白々と部屋の中を照らすと、蓮弥の目にその小さく擦れる音を立てているものが見えるようになる。

　それは天井から吊るされた網あみだった。

　以前、自分から部屋の中へ招き入れたとは言え、ローナに襲おそわれたことのある蓮弥は、護身と言うよりは妙な過あやまちを犯おかすことがないように、と言う意味合いで眠ねむるときに部屋の入口に罠わなを仕し掛かけることにしていた。

　誰かがそこを踏ふむと、床ゆかに仕掛けられていた仕掛けから網が飛び出し、侵しん入にゆう者しやを捕獲した上で壁に沿わせているロープが巻き上げられて天井からぶら下げるというものだったが、誰かがそれに引っかかったらしい。

　小さく擦れるような音は、天井から網を吊り下げているロープがそれを引っ掛けている天井の梁はりに擦れる音だ。

　蓮弥は溜ため息いきを一つつき、それほど高くは無いものの、ベッドに腰掛けた状態では目線よりも上にある網の中へ目をやる。

　網の中で身体からだを縮め、しゅんとした表情を浮かべながらぶらぶらと揺ゆれているのは、シオンだった。

　就寝するときの格好そのままで忍しのび込んできたらしく、蓮弥の知識から言えばホットパンツにタンクトップと言う、足も肩かたも胸むな元もとも大だい胆たんに露ろ出しゆつした格好で、普ふ通つうならば異性の劣れつ情じようを大いにそそる格好だったのだろうが、それが網に捕とらえられてぷらぷら揺れている光景は、そそると言うよりは笑いを誘さそう。

　頭痛を抑おさえるように額に手を当て、俯うつむいたまま言葉を発しようとはしないシオンに蓮弥は話しかける。

「疑問が二つある。まず一つなんだが、一応扉とびらに鍵かぎがかかっていたと思うんだが？」

「フラウにお願いして開けてもらったんだ」

　シオンの答えは蓮弥の予想通りだった。

　蓮弥は自分達が眠っている間に、何か良く分からないが、何かが屋や敷しきの敷地内を徘はい徊かいしていることをなんとなく感じている。

　フラウが何も言わないし、夜中にトイレ等に起きた時はその何か分からないものはさっと気配を消して見えなくなるので、蓮弥も何も言わないことにしているが、そんなものがいる時間帯に他のメンバーの部屋に忍び込むような真ま似ねをフラウにバレないようにできるわけがない。

　そうは思っても、フラウの公こう認にんかと思うと色々と追及しづらいことが出てくる。

「疑問その二、と言ってもフラウ公認ならなんとなく予想は付くが……何しに来た？」

　問われたシオンは、しばらく網の中でもじもじとしていたが、やがて覚かく悟ごが決まったのか蓮弥をしっかりと見つめるときっぱり言い放った。
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「夜よ這ばいに来た」

「あのね……」

　やっぱりか、と思いつつ蓮弥は疲れた声を出す。

　この世界の住人は、生き急いでいるのかそれともそう言った行こう為いに関する垣かき根ねが低いのか、思い立ったが吉きち日じつとばかりに、行こうと思うとノータイムで食いに来る傾けい向こうがある。

　それがシオンやローナ限定の話なのか、それともこの世界の一いつ般ぱん常識なのかは蓮弥には分からないし、調べるつもりも毛頭無かったが、どちらかと言えば草食動物系の気質である日本人の特とく徴ちようが出るのかどうにも蓮弥はそれをばっちこーいとばかりに迎むかえ入れる気になれずにいる。

「年とし頃ごろの女性がそんなんじゃ駄だ目めだろうに？」

「何故だ？　駄目な理由が分からない」

　きょとんとした顔で逆に問い返されて、思わず蓮弥は年頃の女性はもっと慎つつしみをもってだな、と説教しそうになるが、すんでの所で思いとどまる。

　なにせ相手は食うつもりで、さらに食わせるつもりで来ているのだ。

　自分の側はＯＫなのだから、あとはお前の問題じゃないかと切り返された場合に、効果的な反論を思いつけそうに無い。

　さてなんと言って説得したものかと考え込んだ蓮弥の沈ちん黙もくを、何か別な意味に取ったのかシオンの表情が曇くもる。

「やはり、私では駄目なのだな」

「あ、いやちょい待て。今考えを纏めている所だ。……そうだな、そんな風に懐なついて……もとい、慕したってくれると言うのは男おとこ冥みよう利りに尽きるんだろうが、そっちは良くてもこっちはそこまで突つき抜けて考えられていない。据すえ膳ぜんとりあえず食っとけと言うほど飢うえてもいないしな。だからこういうのはもうちょっとちゃんと時間を掛けてお互いにだな……」

「あぁ、本当はそうしたかった。でももう、私には時間が無いんだ」

　しんみりとした口調でそう言われて、蓮弥はしげしげとシオンを見る。

　その手の台詞を口にする設定で、一番スタンダードなのは何か不治の病に冒おかされていて余命いくばくもない、と言うものだろう。

　しかし、蓮弥が見る限り、シオンにそういった兆候はない。

　蓮弥は医者ではないので、専門的に見てどうこうと言うことはできないが、それでもシオンを見る限り明日をもしれぬ命と言う表現からは程ほど遠とおい。

　そうなると別な理由ということになるのだが、とまで考えた蓮弥は以前にローナと交かわした会話の内容を思い出す。

　ローナはシオンがそれなりの家いえ柄がらの出である、と言っていたはずだった。

　そうなると、理由として想像できるのは家とシオンとの間に設けられたなんらかのタイムリミットが来たのだ、と言うことくらいだ。

「実家関連の問題か？」

　どうにも貴族とかそう言った家柄にまつわる話というのは面倒なものだ、と思いながら蓮弥が問いかけると、シオンは一度驚おどろき、すぐに合が点てんがいったような表情に戻る。

「そういえば、それとなくローナが話したんだったな」

　否定してこない、と言うことはどうやら当たりであったらしい。

　シオンはほんの少しだけ迷うような表情を見せた後、真しん剣けんな面おも持もちで蓮弥を見つめた。

「レンヤ、君には関係の無い話かもしれないが、聞いてもらえるだろうか？」

「まぁ、明日は何も予定を入れてないしな。聞くくらいならしてやろう」

　そう言って蓮弥は頷うなずくと、シオンに話の続きを目線で促うながすのであった。




　吊り下げられた網の中で、もぞもぞとシオンが居住まいを正している間に、蓮弥はちらりと自分のベッドの傍かたわらに目を向ける。

　そこにはフラウがどうしても、と強く希望した為ためにこしらえたフラウのベッドがあるのだが、そこにフラウの姿は無い。

　おそらくは、シオンの為に部屋の鍵を開けた後、その後のことの邪魔にならないようにと部屋の外へ出て行ったのであろう。

　見ようによっては、ごゆっくりどうぞと言うフラウの気き遣づかいに見えなくも無いが、多分それは違ちがうんだろうなと蓮弥は思う。

　もし、ごゆっくり云うん々ぬんなのであれば、フラウはシオンに入口の扉に仕掛けられたトラップの存在を伝えているはずだった。

　それを伝えなかったと言うことは、シオンの行為は容よう認にんできても、それ以上の行為については運任せと言うことにしたのか、あるいは教えない方がなんだか面白そうだと言うことのどちらかだろう。

　そんなことを考えていた蓮弥に準備が出来たのか、シオンが話しかける。

「レンヤ、君は興味の無いことに関しては異常に鈍にぶいと思うんだ」

「藪やぶから棒に、えらい言われようだが……確かに興味の無いことはどうでもいいな」

　蓮弥があっさりと肯こう定ていすると、シオンが苦く笑しようする。

「その様子だと、この国の名前すら忘れているんじゃないか？」

「それは覚えているぞ。トライデン公国だな」

「では、そこの大公の名前は？」

「知らない」

　それこそどうでもいい情報だったので、蓮弥は即そく答とうした。

　国の最高責任者の名前等、知らなければ知らないで別に生活に困ることはない。

　蓮弥が元いた世界でも、自分の国の総理大臣の名前をフルネームで答えろと言われて答えられない人の数は結構な数に上るはずだった。

　別段、知っていても得をするわけでもなく、知らないからと言って何か損をするわけでもない。

　その程度の重要度の情報でしかなかった。

「このトライデン公国は、瘴しよう気きの森に一番近い国家であり、人族の大陸における城じよう壁へきのような役割を果たしていると言っていい。その為に、国力は人族の大陸で第二位を誇ほこる。ちなみに一位は大陸中央部を支配している聖せい王国なんだが」

　ここに来て世界史か地理の勉強会にでもなるのだろうかと蓮弥は思ったが、とりあえずはシオンのしゃべりたいようにしゃべらせることにして、黙だまって先を促す。

「そのトライデン公国の大公陛下の名前はリディアと言う女性だ。フルネームをリディア＝ファム＝ファタールと言う」

「ん？　それって……」

　聞きとがめて口を挟はさんだ蓮弥に、シオンは頷き、自分の胸に手を当てる。

「そう、私はシオン＝ファム＝ファタール。トライデン公国大公陛下の娘むすめで、第一公女になる。大公陛下は私の母にあたるんだ」

　驚かなかった、と言えば嘘うそになるが非常に驚いたかと言われればそうでもない蓮弥だった。

　それなりに高い地位にあるのだろうと予想はしていた。

　まさか国のトップの娘だとまでは思っていなかったが、三十五番目とは言っても皇こう帝てい陛下の娘であるクロワールが居る現状では、目の玉が飛び出るほど驚くような事こと柄がらでもない。

　そんな考えは表情に出ていたらしく、シオンが笑う。

「まぁ確かに今いま更さら感が強いな」

「顔に出てたか、失礼。それでもかなり偉えらい地位になるんだろ、それ？」

「そうだな。人族の大陸限定で言えば、私が頭を下げなくてはならない人の数はそんなにいないくらいには偉い。一応、第一位の継けい承しよう者しやで次期大公だからな、本当ならば」

〈実はトライデン公国って長くないんじゃないか、って思うの〉

　突とつ然ぜん脳のう裏りに響ひびいたフラウの声に、蓮弥は吹ふき出しかけてなんとか我が慢まんする。

　どうやら蓮弥とフラウの間にあるパスを通じて、どこかで会話を盗ぬすみ聞きしているらしい。

　シオンが次期大公と言うのを聞いての感想なのだろうが、納なつ得とくできる部分があるとは言ってもタイミングが悪すぎると、蓮弥は抗こう議ぎの念を送っておいた。

「本当ならば、ってことは実際はそうならないってことか？」

　言こと葉ば尻じりを聞きとめて、尋たずねた蓮弥にシオンはこっくりと頷いた。

「レンヤもそう思っているだろうが、私は……有あり態ていに言ってあまり賢かしこくない」

　はいともいいえとも言い難がたいシオンの言葉に蓮弥は沈黙を保つ。

　少し気を抜ぬくと、先程のフラウの言葉もあって笑い出しそうではあったが。

「正直に言えば大公の重責に耐えられるとは思わないし、国自体を危あやうくしてしまうだろう自信がある」

　駄目な子じゃないか！　分かってはいたけど！　と言う絶ぜつ叫きようを噛かみ殺ころして、蓮弥は思わず突っ込みかけた自分をなんとか制した。

　それでも駄目な子は駄目な子なりにちゃんと自己分ぶん析せきできている所は偉いかな、とも思う。

　蓮弥から見たシオンと言う人物は、直情的に過ぎて周囲を察することがあまりできず、理想を重視するせいか現実が見えていないと言う感じであった。

　それが悪いことだとは蓮弥は思わない。

　フォローできる範囲なのであれば周りがフォローすればいいのだし、しきれない範囲なのであれば、切々と理を説いて諦めさせることもできる。

　そう考えると、これまでのシオンの行動もなんとなく説明がつくような気もした。

　つまり、トライデン公国の国民は彼かの女じよからすれば庇ひ護ごする対象であり、可能な限り、もしくはある程度不可能であっても見捨てることのできない存在だと言うこと。

　これについては、ある程度は切り捨てる選択をするのも為い政せい者しやの務めだろうと言う考えもあることにはあるのだが、おそらくシオンはそこまでの教育を受けて来なかったのだろう。

　そしてエルフの国であっさりと退たい却きやくを選択したのは、他国での出来事であり、護まもるべき対象が他国の民であることから、自分が口や手を出すことではなく、さらにその危険性が自国にも及びかねないと聞いた為。

　シオンはシオンなりに、彼女の中にある判断基準で動いていたのだな、と思うと単純にお馬ば鹿かな子なんだと思っていたことがちょっとだけ申し訳なく思えてくる蓮弥である。

「幸いなことに、私には良くできた妹がいて、あの子は私とは比べ物にならない位賢かしこかった。だから私は大公の継けい承しよう権けんを放ほう棄きして、妹に譲ゆずることにしたんだ」

「質問その一、学校でアホの矯きよう正せいを行った時に、ファタールって姓せいの貴族がいたんだが？」

「あれはうちの傍ぼう流りゆうになる。レンヤが会ったと聞いた時にはちょっとだけドキッとした。余計なことを言わなければいいんだがと心配していたが、何も言わなかったようで助かった」

「質問その二、妹さんはそんな面倒なものを押おし付けられて、嫌がらなかったのか？」

「姉様に国をお任せするくらいならば、その方が確実でしょう、と言われてしまったな。もっとも妹は私を大公にして、自分は摂せつ政しようとして私のサポートに回りたかったようだが、その点に関しては悪いことをしてしまったと思っている」

「なるほど、理解した。それで、それと時間が無いのとの関係は？」

「……聖王国が勇者召しよう喚かんの儀ぎ式しきを行ったんだ」

　シオンが僅わずかに俯いて続ける。

「私とローナが最近、色々と動いているのはレンヤも知っていると思うが、エルフの国から持ち帰った情報に加えて、樹林迷めい宮きゆうを警備している兵士からの報告や、瘴気の森からの調査報告、その他、最近活発になってきた魔ま物ものの活動や魔族の出しゆつ没ぼつ情報。そして魔族の大陸への直接調査……こう言った諸もろ々もろの情報から、聖王国は結論を出した。これは魔王の出現が近い、あるいは既に出現してしまっている、と」

　勇者召喚の次は魔王降臨と来たか、と蓮弥は表情には出さずに呆れ気味に思う。

　どう考えてもゲームの話にしか聞こえないが、こちらの世界からすればそれらは全て現実の話だ。

　そう言えば、と蓮弥は思い出す。

　エミルが魔族の国が色々と騒さわがしいと言っていたことを。

　それが魔王出現のせいなのかどうかは、エミルに聞いた所で本当のことをしゃべる気が全くしないのだが、当たらずとも遠からずと言った辺りではないかと蓮弥は思う。

「勇者召喚、ってことは迷い人のように異世界から呼ぶってことか」

「あぁ、迷い人と違うのは召喚された人物は勇者たる力を持っている、と言うことだな」

「まだ話が繋がらないんだが？」

　魔王とか勇者とか、確かに大変なことなのだろうが、それがどこからシオンの時間制限に繋がってくるのかと言う所が蓮弥にはまだ見えてこない。

　見えてこないと言うよりも、なんだか段々とシオンから遠ざかっていってる気すらしてしまう。

「ここから先は、レンヤに聞かれると、酷く馬鹿にされる気がするんだが」

「うん？」

「まず召喚された勇者は必ず男性が来る。理由は分からないが、おそらくは魔王と戦うと言うことを求められているせいだと思う。今回も例に漏もれず男性だそうだ」

　それは一応、蓮弥にも納得できる話であった。

　差別ではなく区別として、戦せん闘とうと言う行為に関してのみ話をするのであれば、それは男性の方が向いている、と言うのは至し極ごく当たり前であると言える。

「召喚された勇者に、この世界を救う為に、魔王と戦って欲しいと願うわけなんだが……その、なんだ。召喚された勇者も若い男性なわけで……お願いをするにしても、だな……」

「なんだか歯切れが悪いな」

「わ、私だってこんなこと、真ま面じ目めな顔で説明なんかしたくないんだ」

　吊り下げられている網をぎしぎしと揺らして、シオンが抗議する。

　その様子から蓮弥が察してみるに、どうもシオンは恥はずかしがっているらしい。

　勇者召喚に関する情報の、どこに恥ずかしがる理由があるのだろうと蓮弥は首を捻ひねるが、そんな蓮弥の考えなどシオンには分かるわけもなく、説明を続ける。

「世界を救って欲しい、と頼たのみ事をするのに、むさくるしい中年や、枯かれた老人が行った場合と、妙みよう齢れいの女性が行った場合に勇者に与あたえる印象は、どちらが良いかと言うことだ」

「それはなんとなく理解できる。大体どんな物語でも勇者に願いを言うのは姫ひめ様さまだしな。しかしそれは召喚した国の姫様の役割であって、政治の表おもて舞ぶ台たいから落っこちたシオンには関係の無い話じゃないか？」

「落っこちたって……レンヤ、君は結構酷い奴やつだな」

「事実はどう言い繕つくろっても事実だからなぁ」

「まぁ……いい、確かに事実だし。例えば……そうだな、レンヤは黒くろ髪かみと金きん髪ぱつどちらが好きだ？」

　随ずい分ぶんとまた関係のなさそうな質問だなと思いつつも、蓮弥は正直に答える。

「髪の色やら肌はだの色で好みが左右することはないが？」

「ぬぅ……例えを変えよう。例えば、む、胸の大きな女性が好きな勇者が召喚されたとしよう」

「うん」

「そこで、私達たちを助けて欲しいとお願いする姫君が……極きよく端たんな貧乳だった場合、勇者が姫に好意を抱く可能性は低くなるとは思わないか？」

　いきなり話が下世話になったなと思いながらも蓮弥は考えてみる。

　そもそも、世界を救って欲しいなどと頼まれて、はい分かりましたと答える時点で馬鹿なのは確定してしまっていると思う蓮弥だが、それでもその頼み事をしてきたのが自分の好みに非常にマッチした姫だったとしたならばどうだろうか。

　少なくとも、おっさんやら老人やらマッチョやらイケメンよりは成功率が上がるのではないだろうか。

　そう思ってしまえば、シオンの言おうとしている所もなんとなくではあるが予想がつく。

「まさかと思うんだが……その聖王国で行う勇者召喚に関して、勇者の御ご機き嫌げん取りの為に……？」

「……各国から代表の姫を一人ずつ選出して、勇者と面会させることになっている。これは古来よりの取り決めで、各国は従うことを求められる」

　蓮弥の言葉に続けるようにシオンが言った言葉を、蓮弥は聞き間ま違ちがいではないだろうかと考え、それが聞き間違いでは無いことを確かく認にんした後に、たっぷりと間を空けてから、しみじみと言った。

「お前ら、馬鹿だろ？」

「私が決めたわけじゃないっ！」

　薄うす暗くらがりの中でも分かるくらいに真っ赤な顔で、シオンが大声を出す。

　夜中に大声は近所迷めい惑わくだろうと思いつつも、案外良い手なのかもしれないと蓮弥は思う。

　なんだかんだと理由をつけてみても、惚ほれた弱みと言うのは誰しもが弱点と成り得る部分だ。

　どんなお話にもヒーローにはヒロインがつきものであり、尚なお且かつヒロインは足あし枷かせであったり繋つなぎであったりすることが多いのがファンタジーと言うものである。

　しかも勇者様と祭り上げられて、美び姫きをあてがわれたのならば、何か勘かん違ちがいしてこの世界の為に戦おうと思ってしまう男性が存在する確率はそう低くない気もする。

　だからと言って正直に、それは良い手だな、等とは口が裂さけても言えない蓮弥である。

「それはつまりあれか？　本来ならシオンの妹がその代表の姫に選ばれる所なんだが、継承権を譲って、重責をになってもらう役目を押し付けてしまった身としては、そんな人ひと身み御ご供くうみたいな役目を妹にさせたくない、と？」

「私が本来の身分でいたのなら、私が選ばれるはずの話だったしな」

「おまけにトライデン公国は、優ゆう秀しゆうな次期大公を失う結果になりかねないと」

「そうなるくらいなら、私が行った方がマシだろう？　第一公女と言う身分はまだ失っていないしな」

「まぁ……だがしかしだ。別に面会に行ったからといって、勇者に食われると決まったわけでは……」

　好みに合わなければ、手をつけられることも無く帰されるんじゃないかと言う蓮弥に、シオンは答えた。

「ローナが事前に調べてくれた。……既すでに何人かの姫が面会しているそうなんだが、例外なく……」

　言葉尻は小さく聞こえなかった。

　あまり口にしたい言葉でもないのだろうと蓮弥は追求は避さける。

「お盛んなことで……羨うらやましい限りだ。ちなみにだが、全員に手をつけて、一人だけ選んだ場合のペナルティとかは？」

「あるわけがないだろう。相手は勇者なのだし」

　それじゃ三つの理由から食われる公算が高いだろうな、と蓮弥は思う。

　一つは据え膳食わぬはなんとやら、と言う理由。

　勇者召喚と言う儀式がどのようなものか蓮弥は知らなかったが、まさか自分のような元老人を呼び出す儀式ではないだろうと思う。

　戦うことを求められているのだからおそらくは、召喚対象は若い男だ。

　それが各国から集められた美しい姫ひめを目の前にして、お好きにどうぞと言われた場合、そこで我慢しきれるようならば相当な偉い人じんだなと蓮弥は思った。

　二つ目は保身目的だ。

　相手が身分の高い姫であることが分かっていれば、それと情を交わすことはそのまま自分の身を守ることにつながるとも言える。

　送り出されてきた姫達も人の子である。

　送り出した各国の王達等らも人の親である。

　自分の子と情を通じた相手が、なんらかの理由で援えん助じよを求めてきたら、中々断りづらいものがあるはずだ。

　これが本人の意向を無視した力ずくだったりすると、逆に親の方から追われるようなことになるのだろうが、勇者の場合はどうぞと差し出されたものに手をつけるだけなのだから、責められる謂いわれも無い。

　三つ目は単なる女好きと言う可能性。

　これはもう説明するまでもない。

　用意されたものは食うだろう。

「頭では分かっているつもりだったんだが、気持ちの整理がつかなくて……別に私はこんなだから乙おと女めではないとバレて不義だと言われた所で失うものがない。だったら先に、レンヤと……と思ってしまったんだが、レンヤの気持ちを考えていなかったな。すまない。やはり私は愚おろかだな」

「いやまぁ、そういう相手に選んでくれたってのは嬉うれしい話ではあるんだが……やはり、状じよう況きように押されてと言うのはちょっとなぁと思うんだ。それでその勇者との面会にはいつ行くんだ？」

「色々と準備があるそうなので、明日には聖王国の聖都へと出発しなくてはならないんだ」

「ふむ……」

〈フラウ、聞いての通りなんだが、シオンの出発を遅おくらせたい。何かいい薬とかないか？〉

〈遅ち効こう性せいで非致死の毒薬の錠じよう剤ざいが、フラウのベッドの枕まくらの下にあるの〉

〈……参考までに、なんでそんなもの用意してあるんだ？〉

〈内ない緒しよなのー〉

　すぐ傍らに有るフラウのベッドの枕の下に蓮弥は手を差し込む。

　確かにそこには小さな陶とう器きのビンが一つ、納められていた。

　親切なことに、ビンには使用方法を書いた紙が貼ってある。

「レンヤ？　それは？」

「ん？　まぁ……ちょっとね」

　魔術の灯あかりに照らしてみれば、丁てい寧ねいな筆ひつ跡せきで書かれた説明書にはこう書かれている。

〈一粒つぶで吐はき気、微び熱ねつ状態、二粒で腹痛、吐き気、中程度の発熱、三粒で腹痛、吐き気、幻げん覚かく症しよう状じよう、高熱を発する。四粒で腹痛、吐き気、幻覚症状、全身への痙けい攣れん、やや危険な高熱。効果はおよそ三日〉

「ふむ……」

　ビンの口をあけて、中身を手の平の上へと転がす。

　小さくて真っ黒な丸薬を、蓮弥は迷わず四粒、手の平の上に残すと、ビンをフラウの枕の下へと戻もどした。

「レンヤ、網を外してくれ。私は自室に戻る。……今夜のことは申し訳なかった。本当に……」

　蓮弥が何をしているのか分からないままに、シオンがそんなことを口にする。

　蓮弥は左手に丸薬を握にぎりこみ、ベッドから立ち上がると入り口まで歩き、壁かべに隠かくすように拵こしらえてあるボタンを押した。

　それに応じて天てん井じようから網を吊つり下げていたロープがゆっくりと伸のびて、網をそっと床へと下ろす。

　網が床に下りてしまえば、中から出ることはそう難しくない。

　網の口を広げて、中から出てきたシオンは、そのまま蓮弥の部屋から出て行こうとして行く手を蓮弥に阻はばまれる。

「レンヤ？」

　その行動の意味が分からずに、名前を呼ぶシオン。

　蓮弥は答えずに左手に握りこんだ丸薬を全て自分の口に含ふくむと、右手でシオンの左手を引き、よろめくようにもたれかかってきたシオンの腰こしを左ひだり腕うでで抱きしめる。

　背せ丈たけは蓮弥の方が高い。

　上うわ目め遣づかいに見上げるようになったシオンは、蓮弥に抱かれた状態で、一体何が起こっているのか分からず、ただ、蓮弥の顔が自分に近づいてくるのをじっと見つめてしまう。

　蓮弥は右手をシオンの左手から離はなすと、右腕もシオンの背中へと回した。

　逃にげられないように、だ。

　捕獲状態にした、とも言う。

「んむ……」

　驚おどろくシオンに考える時間を与えないように、蓮弥はその唇くちびるに自分の唇を合わせた。

　さらに素す早ばやく口移しに、丸薬を二粒、シオンの口内へと送り込むと、あとはシオンがそれを飲み下すまでその状態を保持する。

　何が起こっているのか、理解もできないままに、シオンは小さく喉のどを鳴らして、蓮弥の送り込んだ丸薬を飲み込んでしまった。

　それを確認してから、蓮弥は自分の口の中に残る丸薬を飲み下す。

　さらに折角なので、思う存分にシオンの唇を時間をかけて味わってから、ゆっくりと唇を離した。

「レンヤ……一体何を……？」

　どこかトロンとした表情で、蓮弥に抱かれた体勢のまま問いかけるシオン。

　まだ毒薬の効果は出てないよなと思いつつ、蓮弥は力の抜けてしまったシオンの身体をお姫ひめ様さま抱だっこの状態に抱き上げる。

　初めての少女に、いきなりディープなのは不ま味ずかったかもしれないと反省しつつ、蓮弥はシオンの耳元へそっと囁ささやくように言った。

「俺おれも付き合うから、しばらく寝ねとけ」

　言われた意味が分からずに、顔を上気させたまま蓮弥を見つめるシオンに、蓮弥はニヤリと笑いかけて見せるのだった。







「はいそれでは、第一回勇者とかボコって泣かせて指差して腹を抱かかえて笑おう計画立案会議を始めたいと思うの」

「おい待て……頼むから……ちょっと待て……」

　息も絶え絶えと言った感じで、テーブルに突っ伏ぷしていた蓮弥が声を上げてフラウの言葉をなんとか制しようとする。

　その顔はどこか熱っぽく、視線は微び妙みように空うつろだ。

　額にはうっすらと汗あせをかき、どうみても健康体には見えない。

　本来ならば、蓮弥がこんな状態になることはほぼ絶対と言っていいほど無いはずだった。

　蓮弥には「健康体」の技能がある。

　これは身体を最善の状態に保とうとする技能であり、病気や毒に侵おかされたとしても、仮にそれらが即そく死しクラスのものであったとしても、これに耐たえ、短時間でそれらを駆く逐ちくすることが出来る技能だ。

　常時起動状態、つまりはパッシブスキルであるこれのおかげで蓮弥は病気になったりすることが無い、もしくはかかってもすぐに全快すると言う状態にあるのだが、このスキル、何な故ぜかは分からないがＯＦＦの状態にすることができるのに蓮弥が気がついたのは昨晩のことである。

　シオンの足止めをする為に、口移しと言う方法で彼女に毒薬を飲ませた蓮弥だったが、流石さすがにシオンだけに苦しい思いをさせて、自分は知らん振ぷりと言うのはどうにも気持ちの収まりが悪く、シオンに飲ませたのと同じ量の毒薬を自分でも飲むことにしたのだが、すぐに「健康体」の技能で解げ毒どくされてしまうのではないかと気がついた。

　それは不味いなと思っていた所に「健康体技能を一時的にＯＦＦにしますか？」と言うメッセージが視界に流れた。

　すぐにヘルプ機能を使って、この技能がＯＮ・ＯＦＦ可能であることを確認した蓮弥は、健康体の技能をＯＦＦにする。

　遅効性の毒が効き始める前に、抱だきかかえたシオンをシオンの部屋のベッドへと寝かせてやり、部屋を出てから、とりあえず今後のことを夜が明けたらローナ達と相談してみようかと思った時に、急にめまいが来た。

　思わず壁に手をつきながら、床に膝ひざから崩くずれ落ちた蓮弥は、襲ってくる猛もう烈れつな悪お寒かんと吐き気と腹痛に、脂あぶら汗あせを垂らしながら、これのどこが中程度の発熱だ、と思った。

　それと同時に、こんなものがシオンの身体を襲った場合、一応フラウは非致ち死し性せいだとは言っていたが、実際体験してみた感じでは本当に非致死なのか信用ができない。

　壁に手をついて身体を支えることすらできない程ほどの脱だつ力りよく感に、蓮弥は壁にもたれかかりながら、フラウにローナを呼んでシオンの看病につくように念話で指示をした辺りで、意識がぷっつりと途と絶だえた。

　その後、何がどうなったのかは蓮弥は知らない。

　朝になって気がつけば、蓮弥は自室のベッドに寝かされており、衣服は全て就しゆう寝しんした時のものとは違うものに着き替がえさせられていた。

　傍らのベッドには、フラウが腰こし掛かけてじっと蓮弥を見つめており、布ふ団とんの中には何故か、エミルが全ぜん裸らで潜もぐり込んで蓮弥の身体にしがみついていた。

「マスター、お目覚めなの？」

　フラウの声に答えようとした蓮弥だったが、喉が渇かわききっていて声が出ない。

　かすれた呻うめき声のような音だけが唇から漏れたが、その音で蓮弥にしがみついていたエミルが目を覚ます。

「レンヤ！　全くどうしたっていうんだよ？　自分の家の中で高熱と脱だつ水すい症しよう状じようのコンボ技で死に掛かけるとか器用すぎないかねぇ？」

「マスター、どういう飲ませ方をシオン姉様にしたかは聞かないけど。四粒口に含んだ時点でもう毒の浸しん透とうが始まってるの。本当に危ない所だったの」

　口移しで毒薬を飲ませたと言うことは、フラウにはすっかりバレているらしい。

　確かに口の中は粘ねん膜まくであり、毒を含んだ時点でそこから毒に侵されていくと言うのは考えなくても分かりそうな事実であった。

　もしかするとその毒を含んだ後に、シオンに口づけをすると言う思いが自分を浮うわつかせたのかもしれない。

　そう考えてしまうと、かなり恥ずかしいことをしてしまったと蓮弥は反省する。

「とりあえずレンヤ。水を飲んだ方がいいねぇ。……口移しがいいかねぇ？」

　いたずらっぽく笑いながら、エミルが蓮弥の上半身を抱き起こして尋ねるが、蓮弥には答えるだけの余力が無い。

　反応がない所から、あまりふざけていられるような状態でもないと言うことを察したエミルは、どこからか取り出した水差しを蓮弥の口にあてがって水を口に含ませる。

　からからに渇ききった喉へ、冷たい水が流れていく感かん触しよくに、蓮弥は少しだけ人ひと心ごこ地ちがついた気がしていた。

「すまん……あまりにマヌケだった」

「本当にねぇ。まぁ私としては、全裸で君のベッドに潜り込む口実ができたから別にいいんだけどねぇ」

　ふざけた口調で言うエミルであったが、実際は発熱からくる悪寒に震ふるえる蓮弥をなんとか暖めようとしたのだろうことは、言われなくとも蓮弥には分かった。

　フラウやクロワールでは、蓮弥に比べてやや身体が小さすぎるし、ローナはシオンの看病で手が離せなかったのだろう。

「すまん、エミル。恩に……着る」

　相手が魔族であろうが、看病してくれたことに関するお礼の言葉はすぐに言わなくてはならないと思う蓮弥は、エミルに抱きかかえられた状態のまま、なんとか言葉を搾しぼり出す。

　言われたエミルは少し驚いた表情を浮うかべた後、そっと視線を明後日あさつての方に向けた。

「別にいいけどねぇ。私としても死なれたら困るわけだしねぇ」

「一応、非致死性の……毒だったから、死ぬこと……はなかったんじゃ……ないかな？」

「毒で死ぬことは無いの」

　しれっとフラウは言った。

「でも、その効果に耐え切れずに死んじゃう可能性はあるの」

「おい……？」

「致死性の毒と言うのは飲んだら処置をしない限り確実に死ぬ毒を言うの。これは処置しなくても発熱や嘔おう吐とに苦しむだけなの。……でも脱水症状と発熱で耐え切れずに死んじゃう可能性は否定できないの」

「シ、シオンは無事なのか……？」

　相当不味いものを飲ませてしまったのだと焦あせる蓮弥だったが、フラウは肩かたをすくめてなんでもない事のように言った。

「シオン姉様は、立って歩けない程度の発熱だけなの。多分マスターが悪い所全部引き受けちゃったの」

「無事……なんだな？」

「無事もなにも、布ふ団とん被かぶってローナに看病されつつ、なんだか締しまりのない笑え顔がおでへらへらしていたよ。それとローナがレンヤに伝えてくれって。本日の出発は本人体調不良のため延期になりました、ってねぇ」

　エミルの言葉に、蓮弥はほっと胸を撫なで下ろす。

　どうやら丸薬を口に含んだ時点で、効果のきつい部分だけが蓮弥の体内に取り込まれ、比ひ較かく的てき緩ゆるい毒だけがシオンの方へ行ったらしい。

　それでも立って歩けないほどの発熱により、蓮弥の目的は果たされていた。

「さて、レンヤ」

　布団から這はい出て、下着を身につけながらエミルが言った。

　なんとなくイメージから、蓮弥はエミルは黒の下着だとばかり思っていたのだが、予想に反して純白の、しかも細かなレースの装そう飾しよくが施ほどこされた下着だった。

　それらを身につけるエミルの表情は、何故か非常に楽しそうだ。

「昨晩、何があったのか、話してくれるよねぇ？」

　笑顔でそう言われてしまうと、通常ならば知らないフリもできたのかもしれないが、発熱で弱っている上に、一晩看病されてしまったと言う部分で弱みを見せてしまっているので、蓮弥に抵てい抗こうする術すべはない。

　かくして昨晩のシオンとの会話を洗いざらい吐かされた後で、フラウが口にした奇き妙みような台詞せりふが冒ぼう頭とうの一言である。

　場所は、流石に何い時つまでも蓮弥の寝しん室しつでしゃべっているわけにもいかなかったので、場所を応接室に移動していた。

　蓮弥もきちんと着替えて応接室にいるのだが、やはり熱が高くて身体からだがだるいのか、たまにテーブルの上から身体を起こすくらいで、ほとんど突つっ伏した状態から動こうとしない。

「マスター、気持ちは分かるの。でもそんなに辛つらいなら、解げ毒どくするべきだと思うの」

　フラウの作った毒なのだから、もちろんフラウは解毒剤を持っている。

　解毒剤を持たないで、毒を使う馬鹿はいない。

「いや、しかし……シオンには……あの状態を三日強しいるのだから、俺だけ楽になると言うのは……」
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「あんまり気にしなくてもいい気がするけどねぇ」

　ぐったりとしている蓮弥を、とても面おも白しろいものを見るように、にこにこしているエミルが言う。

「確かに熱は辛そうだったけどねぇ。あれはなんだか違う理由でふわふわへらへらしてるようなもんだよ」

「レンヤさん、うふふ～とか言ってたの」

　飲ませ方を間違えただろうか、とテーブルに突っ伏したまま蓮弥は思う。

　ただ、普ふ通つうに飲ませていたら、シオンはもっと酷ひどい状態になっていたかもしれない。

　蓮弥の身体をフィルターのようにして、発熱効果だけが発生したのであれば、それは蓮弥にとっては辛いが、非常に良いことであるので、口移しで飲ませたのは良い方法だったのではないか、とも思う。

「それは、とりあえず置いておくとしてだな……」

「レンヤ君、顔が赤いねぇ」

　にやにや顔のエミルから視線をそらして、蓮弥は少しだけ「健康体」の技能をＯＮにする。

　きつい腹痛と吐き気だけを抑おさえて、発熱が残るくらいの所で再度ＯＦＦに戻す。

　シオンには腹痛や吐き気の症しよう状じようは無かったらしい。

　で、あれば蓮弥自身がその症状で苦しまなくてはならない義理もない。

「それはほっとけ。……勇者とやらに対する何らかの手を打たなくてはならないのは事実だ。俺は俺の仲間を、どうでもいい事情でどうでもいい奴に献けん上じようできるほど人間ができちゃいない」

「そうは言っても打てる手なんてあるのかねぇ？　まさかばっさりヤっちゃうワケにもいかないのだろう？」

「腐くさっても人族の希望。対魔ま王おう戦せんの鍵かぎになる勇者なの。下へ手たな事をしたら、人族全体を敵に回しかねないの」

「その時は俺が魔王を斬きって英えい雄ゆうのフリをするとして」

「………そっかー」

　エミルは表情を変えないままで、背中に冷や汗が流れるのを感じていた。

　魔族としては、変わった性格に分類されるエミルではあるが、一応魔族として魔王と言うものに畏い怖ふと敬意を少しばかりは感じている。

　もちろん、その存在の有う無むに関しては、たとえ蓮弥に尋ねられたとしても言う気の全くないエミルではあるが、事も無げに魔王を斬ると口にする蓮弥に対して、恐おそろしいモノを感じてしまう。

「とりあえず穏おん便びん……じゃなくてもいいから、シオンを行かせずに済む方法を取りたい」

「それは私達に意見を求めてるようには聞こえないよねぇ」

「クロワール姉様がここに呼ばれていない、と言うのが全てだと思うの」

　フラウの言う通り、蓮弥はクロワールを相談の場には呼ばなかった。

　事が人族の貴族のお話だから、とクロワールには伝えてあるが、それならば本来はエミルも蚊か帳やの外にいなくてはいけないはずだ。

　それをわざわざ呼んだのには、蓮弥なりの理由がある。

「エミルにはこれからだな……」

　テーブルの上へ蓮弥が取り出したものを見てエミルが合が点てんがいったとばかりに頷うなずく。

「確かにそれからそうするのは、私の専門分野だねぇ」

「で、フラウにはそれに仕込む為ためのだな……」

「マスター、それならフラウに任せるの。それはもうすっごいのを仕込むの」

　胸をぽんと一つ叩たたいて請うけ負うフラウ。

　その自信たっぷりな仕草から、蓮弥はきっと依い頼らいしたよりもすさまじいものを持ってくるのだろうと思ってしまうが、別に問題はないので好きにやらせてしまえと思う。

「ついでにシオンの状態をあのまま維い持じできるか？」

「そっちも任せるの。ローナ姉様には分からない様にするの。期間は？」

「ここから聖都までの往復分の日数にプラス二日分くらいあればいいんだが……」

「多分大だい丈じよう夫ぶなの」

　後で何日くらいかかるのか調べなくてはと思う蓮弥だったが、日数も聞かずにフラウはそれを請け負った。

「エミルの方は、仕込んだものを隠いん蔽ぺいして欲ほしいんだが？　バレたら面めん倒どうなことになる」

「それはもう完かん璧ぺきに隠してあげようねぇ。絶対分からないように、私の技術の粋すいを見せてあげよう」

　蓮弥がテーブルの上へ置いたものをつまみ上げ、それをコートのポケットに放り込みながらエミルは蓮弥の依頼に首を縦に振ふって見せた。

「さて、楽しくなりそうだねぇ。聖都へはレンヤも行くのかねぇ？」

「そりゃまぁね。こっそりとどこかに紛まぎれ込むさ」

「是ぜ非ひ連れて行って欲しいねぇ。それを私への今回の依頼の報ほう酬しゆうにしよう」

「……騒ぎを起こすなよ？」

「了りよう解かいしたよ、マスター。後適当に行きそうなメンバーを誘さそってみようかねぇ」

「フラウはローナへの根回しを宜よろしく。今回は協力してもらわなくちゃならんしな」

「了解なの、マスター」

　フラウが答えると、エミルとフラウの二人はほとんど同時に蓮弥に向けて敬礼を行った。

　あまりに揃そろったタイミングに、何をしてるんだろうと蓮弥が首を傾かしげる。

「マスターからのご下命いかにしても果たすべし、なの」

「とりあえず、作業にかかるからレンヤ……じゃなかったマスターは身体を休めるべきだねぇ」

　蓮弥が何か言う前に、エミルは軽々と蓮弥の身体を抱き上げる。

　それは昨晩、蓮弥がシオンに対して行ったお姫様抱っこであった。

「さ、ベッドに戻ろうねぇレンヤ君」

「ちょ、待ておい。自分で歩けるから！」

「いやいや、マスターを歩かせるなんてそんなことはねぇ。……イイコにしてたら今夜もちゃんと添そい寝してあげるからねぇ」

　楽しそうなエミルから、なんとか抜ぬけ出そうとする蓮弥だったが、しばらくもがいた後で、ぐったりと動かなくなる。

　熱のある状態で激しく動いたせいで、目を回してしまったらしい。

　超ちよう回かい復ふく技能のおかげで、そうそう力ちから尽つきることのない蓮弥ではある。

　それがここまで動けなくなると言うのは、ほとんど無いことであった。

「ちょっと……あの毒薬、薬効が強すぎたかもしれないの……」

　嬉き々きとして蓮弥を運んでいくエミルの背中を見送りつつ、フラウはぼそっと呟つぶやいた。

　フラウ特製の毒薬「狂気の魔ウイツチハント女狩りオブマツドネス」

　蓮弥の知識から引っ張り出した、異世界における魔女狩りにおいて、自白を引き出す為に行われた五段階の拷ごう問もんがその名前の由来である。

　取り扱あつかい説明書には四粒までの薬効しか書かれていないが、書かれていない五粒目を口にした場合、それまでは非致死性の薬だったそれは、確実に服用者を殺す毒薬へと変へん貌ぼうする、と言う薬だ。

「もっと弱い薬を用意しておくべきだったの」

　まぁ過ぎたことだし、と軽い反省の後で、軽く流してみるフラウだった。







第二章　準備と作業らしい







　改めて自分のいる世界について調べると言うのは、蓮れん弥やにとってなんだか妙みような気持ちになる作業だった。

　何な故ぜに今までそのことに関して放置してきたのだろうと思ってみたり、使わない知識なのだから必要になるまで放置していただけじゃないかと自己弁護してみたりした蓮弥であるが、いざ調べようと思うとこの世界、実は住人もあまりきちんと地理等などについて調べていないと言うことが分かってしまう。

　これは一いつ般ぱん的てきな市民が手に入れられる情報から調べた結果なので、実際政治を動かしているような地位にある者達の手の中にある情報はもっと正確で詳しよう細さいなのかもしれなかったが。

　第一に、蓮弥が元の世界で見ていたような地図がない。

　街から街へと移動する道筋を調べようにも、冗じよう談だん抜ぬきで「この街かい道どうを真っ直すぐ何日か進めば着く」程度の情報しか流通していないのである。

　これには流石に蓮弥も閉口した。

　紙の上だけでは、ククリカから聖都までの道筋を調べる術が無いのだ。

　仕方なく蓮弥は、熱っぽい身体に鞭むち打って、ククリカの街の酒場にくり出すと、適当な商人っぽい風ふう体ていの中年男性を捕つかまえて、酒やら料理やらをおごりつつ情報収集に勤いそしんでみた。

　結果、分かったことはククリカの街からトライデン公国の首都であるゴーシュと言う街までが馬車でおよそ一週間程度の道のり。

　ゴーシュから国境を越こえて、聖せい王国の首都である聖都までが、馬車でぎりぎり三週間くらいと言う距きよ離りであるらしい。

　ざっと頭の中で計算してみると、ククリカからゴーシュまでが６００～７００㎞くらい。

　ゴーシュから聖都までが２０００㎞以上離れていると言うことのようだった。

　この話を聞いた後、蓮弥は自分がいる世界の大陸の無む駄だな広さにげんなりとし、フラウにシオンの現状維持は適当な所で切り上げるように指示を出しなおした。

　行って帰ってくるだけで二ヶ月かかる計算である。

　二ヶ月も寝たきり状態にシオンを置いておけば、確実に全身の筋肉が落ちる。

　人と言うものは数日完全に寝たきりにするだけで、筋力の衰おとろえが実感できてしまう程、衰えるのは早い。

　それを取り戻すためには、何倍もの日数の鍛たん錬れんを必要としてしまう。

　シオンは一応剣けん士しである。

　ただでさえ未熟だと言うのに、その上さらに筋力まで落ちてしまったら、シオンがまともな剣士になれる日は遥はるか彼方かなたへと遠ざかっていってしまう。

　それは、一応この世界においては剣士に分類されるであろう蓮弥にとって忍しのびないことであった。

　いかにシオンの貞てい操そうと引き換かえだ、と言ってもだ。

　それに動けない状態であれば話は簡単だったのだが、別段動ける状態にあっても、事態が進んでしまえばシオンの状態には左右されないだろうとも蓮弥は思っていた。

　その点からいくと、この世界の大陸の広さは良い方向に働いているとも言える。

　仮に不味い方向へ行った場合でも、お前のためなんだからの一点張りで押し通すつもりの蓮弥である。

「今回私はお留守番しますね」

　早い段階で留守番を申し出たのはクロワールである。

　エルフである彼かの女じよは、ククリカの街くらいならば普通に出歩きもするが、トライデン公国の首都のようなかなり人口の多い都市へ顔を出すのには少しばかり抵抗があるらしい。

　さらに、エルフと言うものは聖王国と言う存在には含む所がいくつもあるらしい。

「あそこは人族の神を祭っている神しん殿でんが最大の権力を持っているんですけど、それ故ゆえにか人族至上主義で他の種族を下に見る人達たちが多いと聞いています。……エルフの私が入都したら、トラブルの種がそれはもう掃はいて捨てて売っても腐るくらいに舞まい込んでくるでしょうね」

　顔に嫌けん悪お感をあらわにして言うクロワール。

「正直に言いまして、今回の勇者騒さわぎにかこつけて、滅ほろびればいいのにとか思ってます」

「クロワール……エルフ語でしゃべってるだろ？」

「シオンさんは病びよう床しようですし、ローナさんは看病でいないのですから、いいじゃないですか」

　言われて見れば、現在蓮弥の家の中で動けるメンバーは全員、エルフ語がしゃべれる者ばかりだ。

　と言うよりも、しゃべれないのはシオンただ一人だったりするのだが。

　ローナの存在を気にしているのは、おそらくローナが僧そう侶りよであり、聖王国への誹ひ謗ぼうについては敏びん感かんなのではないかと思っているかららしい。

「人族って一神教なんだなぁ」

「神様の名前は不明ですけどね。これはまぁ人族に限ったことではなく、エルフとかも同じなんですが」

「そうなのか？」

「ええ、その御み名なを口にすることは不ふ遜そんであるとして、伝来されていないんです。これはそれに連なる天使に関しても同じなんですよ」

　思わぬところで教わったマメ知識であった。

「エミルの方はどうなんだ？」

「順調……とは言い難がたいかねぇ。何せ数日でアレから一式組み立てるんだろう？　もう寝る間も惜おしんで突とつ貫かん工事中だよ。面白そうだからいいけどねぇ」

　エミルは蓮弥から依頼されたものの製作中だった。

　それが何であるかと言うことを知るのは、蓮弥とエミルとフラウだけであり、シオンとローナはもちろんとしてもクロワールにも知らされてはいない。

　作業場所は主に、工こう房ぼうから降りられる地下室で行われており、その作業内容は蓮弥にも秘密とされていた。

「ただ、作るだけなら簡単なんだけど、色々とレンヤ君が制約をつけるものだから……」

「いやだってなぁ、それ廃はい棄き前提のものだし」

「まぁねぇ、それにレンヤ君達の気持ち的にも、いつでも廃棄できるような代しろ物ものでないと、作らせるのも使うのも罪悪感を伴ともなう、って言う所なんだろうねぇ」

「そりゃまぁ……」

「大丈夫だよ、レンヤ君。まぁ私に任せておきなさいってねぇ」

　エミルの作業が極ごく秘ひ裏りに行われているのに対して、フラウの作業はおおっぴらに工房で行われていた。

　しかしながら、その作業内容を見に来るものは蓮弥以外いない。

　何故かと言えば、その作業が非常に気味の悪い上に、相当な悪あく臭しゆうを放つものだったからだ。

「マスター、そこにあるビン取って欲しいの」

　工房に備え付けられている炉ろの上で、天井から吊るされた大きな釜かまの中に様々な素材を放り込み、ぐつぐつと煮込んでいる様子は、そのまま物語の中の魔ま法ほう使つかいのようだった。

　そんな様子で釜の中身をかき混ぜているフラウに頼たのまれた蓮弥は、テーブルの上においてある幾いくつかのビンを手に取る。

「どれだろうか？」

「その真っ赤なビンなの」

　ビンは中身によってなのか、様々な色に色分けされていた。

　その中から、毒々しいまでの赤さで彩さい色しきされているビンを蓮弥は掴つかみ取ると、フラウへと手て渡わたす。

　釜から立ち上る真っ黒な煙けむりは、まともに吸い込むとセキと涙なみだが止まらないほどの刺し激げきを与あたえる代物で、そのまま外へ放出すれば、ご近所さまから大量の苦情が舞い込むほどのものであったが、フラウは蓮弥にお願いをして、この刺し激げき臭しゆうたっぷりの黒こく煙えんを、風の魔術で吸出し、そのまま空高くまで一気に上じよう昇しようさせてから拡散させることでその問題をクリアしていた。

　フラウ自身、簡単な風の魔術であれば扱えないこともなかったのだが、この煙を人に害を与えないくらいの高度まで舞い上げるには、やや力不足であったのだ。

　それ故に、フラウの作業中は蓮弥が常に傍かたわらにいなくてはいけないと言う状況になっている。

「それ、中身は一体何なんだ？」

「オオサソリの毒どく腺せんなの」

　ビンの口を開け、中身を釜の中へと一気に投入するフラウ。

　中から出てきたのは、真っ黒に染まった内臓のような塊かたまりだった。
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「毒だよなそれ？」

「毒なの」

「依頼しておいてなんだが、大丈夫なのか？」

　黒い液体のような、塊のような物体が入った釜は、さらにもうもうと煙を上げ始める。

　蓮弥はそれをまとめて凝ぎよう縮しゆくし、かなりの高度まで打ち上げてからそこでバラバラにする。

　その作業中に、蓮弥の視界にメッセージが走った。

〈報告：鑑かん定てい技能　毒煙　Ｌｖ３〉

「なぁフラウ。レベル３の毒ってどんな毒なんだ？」

「優やさしい毒なの。中級の法術で解毒可能なの」

　それは翻ひるがえすと初級の法術では既すでに手に負えないレベルと言うのではないか、と思う蓮弥だ。

　同時にこんなものを適当に捨ててしまっていいのだろうかと言う疑問も沸わき起こる。

　しかし、疑問に感じた所で蓮弥としてはその煙はどこかに捨ててこなくてはいけない。

　無害化する技術も知識も、蓮弥には持ち合わせがないからだ。

　風で集めて閉じ込めた煙の塊を前にして、難しい顔をしている蓮弥に気がついたのか、フラウが釜をかき混ぜる手は休めずに言った。

「心配しなくても、大気に触ふれると一日くらいで劣れつ化かして無害化するの」

「そうか」

　それでも間ま違ちがって誰だれかに被ひ害がいを与えないように、蓮弥はしっかりとそれを見えなくなるくらいの高さまで打ち上げてやることにした。

「マスター、その程度の毒で驚いていたら、今作っている毒なんて使えなくなるの」

「そんなきっつい性能になるのか、それ」

「んーと……」

　右手をアゴに当て、左手は釜の中身をかき混ぜる棒を握ったまま、焦こげ付いたりしないようにぐるぐるとかき回す作業を続けつつ、少し考えたフラウは、やがて恐ろしい内容を口にする。

「レベルで言うなら９になるの。専用の解げ毒どく剤ざいを用いても高確率で解毒に失敗するレベル。法術なら高位の解毒法術でも解毒不能。お店で売ってるような解毒薬なら、解毒は絶対無理なの。それと万ばん能のう薬やくとか霊れい薬やくのような高位回復剤でも完治は無理」

「え……？」

　何かとんでもないことを聞いたような気がした蓮弥だが、しゃべっているフラウはなんでもないことであるかのように淡たん々たんと説明を続ける。

「効果はほぼ永続なの。一度侵おかされた上では高位法術による機能回復も無理。……ちなみに、このレベルの毒薬を作れる薬剤師は大陸広しと言えども、数えるくらいしかいないの」

「何故、フラウは作れるんだ？」

　当然出てくるであろう疑問をぶつけてみる蓮弥。

　その質問に、一いつ瞬しゆんフラウの動きが止まった。

　しかしそれは本当に一瞬のことで、すぐにかき回す作業は再開される。

「そう言われると、確かになんで作れるのかわからないの」

「おいおい……」

「フラウ、元々は服ふく飾しよく専門の妖よう精せいのはずなの。でも、何故か作れるの」

　なんでだろうねーと首を傾げるフラウ。

　その動作に、それ以上追求してみたところで答えは出ないのだろうと思う蓮弥であったが、実の所はフラウ自身、心当たりはあった。

　それは蓮弥の屋や敷しきに、そこそこの頻ひん度どで送り込まれてくる者達に関することだった。

　蓮弥の屋敷に入り込んだ時点で、現在のところほぼ10割が帰らぬ人となっている。

　その亡なき骸がらは庭に住む者達の重要な栄養源として利用されているのだが、その精神と言うか、魂たましいと言うか、そう言った物は一部は地下室に住んでいる者達のエサとなり、大半はフラウが取り込んでしまっているのが、蓮弥も知らない事情なのだ。

　当然のように、それらのもつ経験や知識は全てフラウのものになっている。

　おそらくはそう言った者の中の誰かが、毒薬の専門家だったのだろうとフラウは思っている。

　ただこれは、蓮弥には伝える必要の無いことだともフラウは思っていた。

「そんなことよりマスター、ローナ姉様への根回しは終わったの？」

「まぁ一応……シオンの貞操に関わることだから、と説明して協力してくれるよう頼んだ」

「ストレートなの」

　どうしても今回のことに関して言えば、ローナの協力が不可欠であった。

　そもそも蓮弥達だけでは、トライデン公国の上の方へ話をつけることができないし、聖都に出立する日時や、詳細な行程の情報も入手することができない。

　トライデン公国側からしてみれば、継承権は無いといっても第一公女である。

　まかり間違って盗とう賊ぞくの類に情報が漏もれて、その身み柄がら目的に襲しゆう撃げきされたりしてはたまらない。

　だからこそ、それらの情報はかなり秘ひ匿とくされていた。

「いきなりシオンが倒たおれたせいで、周りは大おお騒さわぎなんですからね」

　協力を申し込まれたローナは、蓮弥がシオンに薬を盛った事を聞かされるとそんな恨うらみ言を言った。

　それでも蓮弥の行動が、シオンが望まない事態にならない為なのだと聞かされれば、一も二もなく協力することに頷いたのである。

「全てシオンの為、と言うことで目を瞑つぶります。それと、レンヤならなんとかしてくれるものと信じて、情報も流しましょう」

　そう言ってローナは蓮弥に自分が知っている情報を逐ちく一いち、横流ししてくれている。

　無論、バレれば大罪に問われるおそれがある行こう為いだ。

　もしバレてしまったら、シオンとローナの身柄を拉ら致ちして、エルフの国辺りに逃とう亡ぼうするつもりでいる蓮弥だったりする。

「体調不良で延期になっていた出発ですが。本日より三日後の早朝出発することに決まりました」

「シオンの体調がまだ戻もどっていないのに？」

「勇者様を待たせるわけにも行きません、と言うのが建て前で。本音は別に体調不良だろうが意識不明だろうが、ベッドに横になっていればいいんだから、と言う外げ道どうの後あと押おしがあったようです……」

　新しい情報を報告に来たローナは、ぎりぎりと歯は軋ぎしりしつつそう言ったのが、シオンが倒れてから二日目のことであった。

　そのあんまりな本音に、蓮弥は顔を顰しかめる。

　確かに、そっちが狙ねらいなのだから、本人は意識があろうがなかろうが、体調が良かろうが悪かろうが関係ないと言ってしまえばそれまでなのだが、あまりに下げ種すの所業すぎないかと蓮弥は思ってしまう。

「貴族の中に阿あ呆ほうがおりまして……勇者にシオンを食わせるのが遅おくれれば遅れるだけ、心証が悪くなるだろうとか言い出しやがりまして……大公陛下もその意見を抑えきれなかったようで」

　怒いかりが一周通り越して、目が据すわってしまっているローナに、蓮弥はその肩をぽんぽんと叩いて、その阿呆の名前を後でリストアップしておけ、とだけ伝える。

　その言葉に幾いく分ぶん怒いかりが収まったらしいローナに、蓮弥は続けて尋たずねた。

「そうは言っても、聖都まで片道一ヶ月くらいかかるんだろう？」

「ええ、ですがそんな悠ゆう長ちようなことを言ってられませんので、行きの行程には魔導船が使われます」

「なにそれ？」

　初めて聞く単語に蓮弥は詳くわしい所をローナから聞き出そうとするが、ローナは慌あわてて首を振った。

「詳しくは私にも分かりませんよ。魔術で動き、陸の上を走る船、と言うくらいのことしか」

　その説明ではさっぱり分からない蓮弥だったが、詳細に関しては考えないこととして、聖都へ行く高速の移動手段なのだろう、とだけ思っておく。

「その船の聖都までの所要時間は？」

「二日、だそうです。私も乗ったことがないので、事実かどうかは分かりかねるのですが」

　事実だとすれば、相当な速度の乗り物である。

　さらに、おそらくかなりの大きさのものなのだろうと蓮弥は推測した。

　いかにシオンを勇者に献上するのが目的とは言っても、公女を一人だけ聖都に送るような真ま似ねはしないはずであり、当然ながらそれなりの規模の供が付くはずで、それらを一度に送り届けられるだけの規模の移動手段でなければ、意味が無いからだ。

「密航できるだけの隙すきがあればいいんだが……最悪は別ルートで行くしかないよな」

　次から次へと面倒なことを、と蓮弥は深々と息を吐はくのだった。







　ククリカの街の郊こう外がいにそれが停とまったのは、ローナが蓮弥に出発の日時を伝えてからきっちり三日後のことであった。

　滅めつ多たに目にすることができないそれに、街の住民達は自分達の仕事そっちのけでそれの見物に集まり、集まった野次馬目当ての露ろ店てんが開かれ、周囲はいきなり騒がし過ぎる状態となる。

　騒がしいのがあまり好きでない蓮弥は、その喧けん騒そうの渦うずから少し離はなれた所に建っている建物の屋根の上からその様子を眺ながめていた。

　それは一言で言うと無骨な金属の塊であった。

　形としては、元の世界にいたカタツムリに似ているように蓮弥には見える。

　大きさは蓮弥の目測で全長がおよそ１００ｍ程。

　車輪の類はついていない。

　これに関する情報については、エミルがやたらと詳しく蓮弥に教えてくれた。

　燃料は魔石。

　これを山のように消費して、どんな悪路でも走れるように地面からわずかに本体を浮うき上がらせた状態で進むらしい。

　同時に本体後部に取り付けられている推進器から猛もう烈れつな勢いで風を噴ふき出だすことで前へと進む。

　方向転てん換かんは本体のあちこちに取り付けられている小さな推進器を吹ふかすことで行う。

　異世界版の巨きよ大だいなホバークラフトと考えると、ほぼ間違いないらしいと言うのが蓮弥の理解だ。

　維持、運航のどちらに関しても莫ばく大だいな費用がかかる代物で、通常これが運用されることは非常に稀まれであるとはローナからの情報である。

　そんな代物を持ち出すことになった背景としては、一つはトライデン公国の貴族達が勇者と言う存在を非常に重要視しているということ。

　もう一つは最近、市場における魔石の流通が非常に潤じゆん沢たくであり、運航に必要な量の魔石の確保が比ひ較かく的てき容易であったということが挙げられるそうだ。

　それを聞いた蓮弥は、自分のせいじゃないか、とひそかに頭を抱かかえることになった。

　まさかフラウ経由で市場に流している魔石が、こんな所で問題の後押しをしてくるなどということは流石に蓮弥も考えつかない。

　しまったなぁと思う蓮弥の視線の先で、野次馬の中からどよめきがおきた。

　兵士達が野次馬の間を割って作った通路の中を、民族風のドレスに身を包んだ女性が、お供の女官や兵士達を連れて姿を現したからだ。

　黒くろ髪かみを櫛くしで一度結った後で、自然な感じに背中へと流し、ドレスを身にまとったその姿は、どこへ出しても恥はずかしくない姫君の姿だ。

　思わず、馬ま子ごにも衣い装しようと言う言葉が蓮弥の頭に浮かぶ。

　そのすぐ脇わきには僧そう服ふくに身を包んだ金きん髪ぱつの女性が付き従っている。

　遠目から見ても分かるプロポーション具合は、野次馬の中からも冷やかしの声があがるくらいだ。

　無論、そんな声は本人の一睨にらみと周囲で警護にあたっている兵士の警告ですぐに止やんだ。

　それらの姿が野次馬の中を抜け、魔導船の中へと消えるまで見送っていた蓮弥は、やがて船が少しだけ浮き上がり、轟ごう音おんを立てつつその背後へ風を噴ふん出しゆつし始めたのを見て、小さく息をつく。

　自重が何トンになるのかは分からないそれが、推進力を得るために吐き出す風の勢いはすさまじい。

　巻き込まれるのを恐れて、船の後方には野次馬もいなかったが、巻き上がった土つち煙けむりの余波はしっかりと野次馬達を襲おそい、悲鳴や怒ど声せいが上がるのが蓮弥の耳にも届く。

「ここまでは問題なし、と」

　ゆっくりとではあるが、確実に加速していく船を見ながら、蓮弥は独り言を呟く。

　船はその巨きよ体たいさ故に街道を進ませることができず、少し外れた所を進んでいく。

　ホバークラフトと異なるのは、魔術で浮いているせいなのか一度加速してしまえばそのままの速度で進み続けると言う点だ。

　止まる時には船体各所の推進器を逆噴射させ、ある程度速度が落ちたら浮ふ遊ゆうを中止して地面と船体を擦すらせて強ごう引いんに止めるらしい。

　実に大おお雑ざつ把ぱな乗り物と言えるが、蓮弥はなんとなくその大雑把さが気に入ってしまっていた。

　小型化して自分でも作れないものだろうか、とすら思っている。

　あの船に密航できたら楽だったのだがなぁと蓮弥は思う。

　ローナ経由でなんとか乗れないものかと色々画策してみた蓮弥だったのだが、護衛の兵士も付き添いの女官達も、身元や個人を厳しくチェックされており、こっそりと乗り込む隙が全くなかった。

　誰かと入れ替かわろうにも、そんなことを了りよう承しようしてくれるような人物は最初からお供のメンバーに選ばれることがないくらいの徹てつ底てい振ぶりで、密航案を蓮弥は早々に諦あきらめている。

　転送門経由で追いかけると言う方法は、転送門の転送先として聖都が設定されていなかった。

　これは聖都を預かる者達が、転送による移動を嫌きらった為らしく、神を祭る聖なる都なのだから転送等と言う方法で入ってくるのは神への不敬であり、ちゃんと歩いて入って来いと言う意思の表れであるらしい。

　実に面倒な人種だと、行く前から蓮弥の聖都に対する評価はだだ下がり状態だ。

　リアリスにお願いしてドラゴンで飛んでいく、と言うのも難しい話だった。

　遠くでその姿が見られただけでも街が厳げん戒かい態勢に移行するような存在がドラゴンである。

　聖都のような大きな都市の近くをドラゴンで飛んだりしようものなら、撃うち落としてくれと言っているようなものだ。

　魔術で飛んでいくと言うのもちょっと無理があった。

　蓮弥一人ひとりだけならばなんとかなりそうな気もしたのだが、エミルが強硬に連れて行けと主張したのだ。

「私、今回かなりの功労者だよねぇ？」

「うん、まぁ……」

「置いて行くとか言わないよねぇ？」

　胸むな倉ぐらをつかまれて、笑え顔がおで迫せまられてしまっては蓮弥も首を縦に振らざるをえなかった。

　仕方なく蓮弥は代案を考え、それをエミルに伝える。

　無理だと言われれば、じゃあついてくるのを諦めろと言おうと思っていた蓮弥だったのだが、なんとなくと言った感じで伝えた蓮弥の知識に、エミルはものすごい勢いで食いついた。

　蓮弥がエミルに伝えたのは、２サイクルと４サイクルのピストンの構造と、それを使用したエンジンと言うものの存在。

　それに振しん動どう軽減のサスペンションと歯車を使用した変速機と言うものである。

　知識と言うにはやや断だん片ぺん的てきすぎるそれらをエミルに提示し、これらを組み合わせた車と言うものが作れればなんとか、くらいの感じで伝えた蓮弥だったが、エミルはそれらを統合し、一晩かけて様々な試し行こう錯さく誤ごを繰くり返した後で、蓮弥の工房から大量の材料を持ち出すと、一日かけて一つの作品を組み上げてしまったのだ。

　それは蓮弥が元々依頼していた、構築が面倒な代物の作成と並行して行われ、出来上がったものを見た時に蓮弥は開いた口が塞ふさがらないと言う言葉を実体験してしまう。

　詳しい機構は元ネタを提供した蓮弥ですらちんぷんかんぷんだったが、得意げに説明するエミルの言葉からなんとか理解できた部分は、骨組みはミスリルと鋼の合金製でそれらをワイバーンの革が覆おおっており、燃料はやはり魔石。

　原理としては風の魔術を利用した圧縮空気によるエンジンの稼か動どうをクランク軸じくを通じて歯車を介かいし、ワイバーンの翼つばさの皮ひ膜まくを巻きつけることでゴムの代だい替たい品ひんとしたタイヤへと伝えることで走る。

　生意気に四輪駆く動どうで、さらにサスペンションの装備により、どんな悪路でも踏とう破は可能な性能を持つらしい。

　歯車の切り替えによる速度調整は運転席からレバー操作ひとつで行え、後進までこなす。

　その運転席にはアクセルとブレーキに加えてフットレバーによるサイドブレーキまで完備。

　搭とう乗じよう人数四人で理論上３００馬力を誇ほこると言う、ほぼ完璧といっていい異世界の自動車の誕生だった。

　錬れん金きん術じゆつとゴーレムの制せい御ぎよ、作成技術の複合だよ、とエミルは言うが、何がどうなればこんなものができるのか蓮弥には全く理解ができなかった。

　この時、蓮弥は初めて魔族の恐おそろしさを思い知らされた気がしている。

　その車は今、蓮弥が登っている建物の脇に停車していた。

　運転席にはエミルがいつものチューブトップブラにホットパンツにコートと言った服装で座すわっており、車体に取り付けられている吸気孔は、轟々と空気を吸い込んでいつでも発車できる状態だ。

「レンヤー。いつまで見送ってるのかねぇ？　そろそろ出発しないかい？」

　声の調子からして、どうにもエミルは出発が待ちきれないらしい。

　おそらくは、新作のこの車を早い所全力で運転してみたくて仕方が無いのだろう。

「今行く」

　短く答えて蓮弥は屋根から飛び降り、膝ひざのクッションを利かせて音も無く着地すると、車体の扉とびらを開けて助手席へと乗り込む。

　椅い子すはフラウが丹たん精せい込めて織り上げた布を使っており、肌はだ触ざわりが良い。

　そこへ深く身体を沈しずめてから、安全の為ためにと備え付けられたベルトを腰こしに巻く。

　蓮弥はエミルにシートベルトについてまでは伝えていなかったのだが、この魔族の凝こり性しようは安全面にまで及および、しっかりとシートベルトと、もし何かに激げき突とつした場合に搭乗者を護まもる為のエアークッションまで備え付けられている。

　本職の技術者って恐ろしい、と心の底から思う蓮弥であった。

　これで専門分野ではないと言うのだから、専門分野におけるエミルの凝り性がどこまでいくのかは、あまり知りたくないなと思う蓮弥だ。

　蓮弥が乗り込んだのを見届けると、エミルは運転席の小さなレバーを一つ倒す。

　これはフロントガラス等に相当する部分に使えるほど透とう明めい度どが高く、強度の強いガラスがこの世界にはまだ存在していない為、エミルが苦肉の策として導入したガラス代わりの結界発生のスイッチだ。

　これにより、車体全体が一つの結界に覆われ、高速走行時の風圧や砂すな埃ぼこりや小石の衝しよう突とつと言ったものから搭乗者と車体を守る。

「ちょっと窮きゆう屈くつかもしれないが、我が慢まんしてくれ」

　蓮弥は肩かた越ごしに後部座席を振ふり返りながらそう言った。

　四人乗りの車内の後部座席には、顔を白い仮面で覆い隠かくし、頭からすっぽりと黒いぶかぶかのローブを着込んだ人物が、こちらもきちんとベルトを締しめた状態で座っている。

　蓮弥に声をかけられて、その人物は深く一度頷うなずいた。

　それを確かく認にんしてから、蓮弥は視線を前方へと戻す。

「よし、出してくれ」

「おっけー、行くからねぇ」

　その声の調子に、蓮弥がちょっと待てと制止するよりも早く、エミルはいきなりアクセルを踏ふみ込んだ。

　身体からだが椅子に押し付けられるような加速度で、車が急発進する。

　見たことも無い物体が、低い唸うなりを上げながら猛もうスピードで走り抜ぬけていく様子に、街の住民から悲鳴が上がったりするが、エミルはそんなものはおかまいなしにどんどん速度を上げていく。

「後発してる分、取り戻さないとねぇ！」

　非常に楽しそうな声で言うエミルは、アクセルをベタ踏み状態だ。

　当たり前だがエミルの作ったこの車に、元の世界の車についているようなリミッター等と言う装置はついていない。

　つまりは、性能の限界までアクセルを踏み続ける限りは加速していくのだ。

「まだ街中だぞ！　ちょっとは抑おさえろ！」

　飛ぶように過ぎ去っていく街の風景に、さすがに蓮弥も焦あせりだすが、エミルは聞く耳など持っていない。

「あはは！　無理ー！　こんな楽しいの、止められるわけがないねぇ！」

　本来ならば凹おう凸とつが激しい石いし畳だたみの上を、そんな速度で飛ばしていけば振動がすさまじいことになり、中に乗っている人間へのダメージも相当なものになるのだが、そこは車体に取り付けられたサスペンションがなんとか振動を吸収して、そこそこのレベルに抑えている。

　それでも、抑え切れない振動が蓮弥達を上下に揺ゆさぶった。

「あーもう！　勝手にしろ！　人だけ轢ひくなよ！」

「任せてー！」

　早々にエミルを制止することを諦める蓮弥に、安やす請うけ合いするエミル。

　後部座席の仮面の人物は、そのやり取りに無事に聖都まで到とう着ちやくできるんだろうかという一いち抹まつの不安を感じつつ、椅子の背もたれに深く背中を預けて天を仰あおぐのだった。







幕間　勇者と女神らしい







　時はやや戻って、世界のどこかにて。

「残念ながら、死んでしまった貴方あなたに今一度の転生を授さずけましょう。幸い貴方は強い魂の力を持っています。まさに勇者と呼ぶにふさわしい力が。その力を持って、世界を救って欲ほしいのです」

「僕ぼくに……僕にそんな力が……」

　ねーよ、と私は内心で呟つぶやく。

　僕のこの手に隠された力がー的な感じでわなわなと震ふるえながら自分の両手を見つめている阿呆……もとい今回の勇者君ですが、魂の力なんていう不思議パワーの持ち合わせは欠片かけらもありません。

　選ばれた理由も特にはありません。

　とりあえず、死んでて若くてちょっと頭が足りなくて、そこそこ顔の造形が良いと言う選定基準でもって、百個程ピックアップしてみた魂のうちの一つです。

　選定基準のうち、死んでてと言うのはその方が送り出すのが楽だからです。

　良く、貴方があちらの世界に行けば、元の世界ではいなかったことになりますよと言う神様がいたりしますが、あれすっごく疲つかれるんです。

　良くそんな手間のかかることができるなぁって感心してしまいます。

　何せ、元の世界における因果の全てを消してこなくちゃいけません。

　少しでも残っていれば、その世界の誰かの記き憶おくの片かた隅すみに、そういえばあの時のあいつどうしてたっけな、くらいの記憶が残ってしまったりします。

　こうなると大変です。

　千せん丈じようの堤つつみも蟻ありの一いつ穴けつからと言うことわざもありまして、一人が思い出せば全員がなし崩くずし的に思い出すと言う連れん鎖さ反応から大事件へと発展すると言う事態になりかねません。

　これが死んでる人の魂ならば、その人はもうその世界にいないわけですから、後はどうしようが問題ないと言うわけです。

　若くて、と言うのは転生させた先でそれなりに活発に動いてもらわなくてはならないからです。

　なおかつ、その世界で知り合いを作ったり恋こい人びとを作ったり、子供を作ったりと色々してもらわなくてはならないのです。

　そう言った点からしても、老人を異世界に転生させるメリットが私にはさっぱりわかりません。

　わざわざ異世界にそんな魂を転生させて、ひなたぼっこでもさせたいのでしょうか？

　そんなことをする存在がいたら、相当な馬ば鹿かなんじゃないかと思います。

　なんだかいまぞくっと背中に何か走った気がするのですが……気のせいでしょうか？

　それはともかく今は目の前で、なんだか感動に打ち震えている勇者君の方が重要です。

　ちょっと頭が足りない、言い換かえれば程よく馬鹿がいいと言うのはあまり賢かしこいとこちらの意図を見み抜ぬいてきたり、こちらが予想しない条件を出してきたりするからです。

　人と言うのは時として、神と呼ばれる存在である私達すら出し抜くような真似をすることがあります。

　古いにしえに蛇へびに唆そそのかされて知ち恵えの実を食べた、なんて描びよう写しやをする宗教もありますが、私単体としては同意したい気持ちで一杯だったりします。

　最後の顔の造形と言う部分については、説明の必要すら無い気がします。

　いやだって、勇者さんがヒキガエルをさらに轢き潰つぶしたような顔をしていたら、誰がそんな人を英えい雄ゆうとして祭り上げてくれるのでしょう？

　ヒロイン役の人だってよりつかないでしょうし、そもそも頼たよりがいのある仲間もできないと思うのです。

　人間、外見より中身だよ等などと言う歯が浮き上がってどこかに飛んで行っちゃいそうな戯たわ言ごとをほざくのは勝手なのですが、結局第一印象は顔なんですよ。

　それにこれから私自らその人に、ギフトやらスキルやら、所いわ謂ゆるチート性能を付加しなきゃいけないと言うのに、相手がオークとゴブリンとスライムを足して三で割ったような顔だったら、私が嫌いやじゃないですか。

　ただ、あんまり美形に限定すると今度は数を集めることができません。

　美形と言うのはそれだけで結構レアな技能なんですよ。

　だからそこそこ美形くらいが丁度良いんです。

「今、貴方が赴おもむこうとしている世界は、邪じや悪あくな魔ま王おうの影かげに怯おびえ、苦しんでいます。人々の苦く悩のうを晴らし、世界に再び光を取り戻す為に、今貴方の力が必要なのです」

「そうか、これが異世界転生……と言うことはこれから僕にもチートな性能がもらえて、強大な魔力なんかがあって、聖せい剣けんとかでがんがん戦って、異世界の知識でお金なんかがっぽがっぽ儲もうかって、綺き麗れいな女性が僕に群がってくるばら色の人生が待っているんだ」

　なんかすっげー夢見てますけど大だい丈じよう夫ぶでしょうかこの人？

　いやまぁ差し上げますけどね、チートな性能とやらを。

　体力も魔力も人の限界値まで上げておきますし、なんでしたら精力の方も同じくらいにしておきますけどね。

　聖剣も確かあっちに相当昔に前の勇者が使ってたのが何本かあるはずですけどね。

　ただ、戦うのは貴方本人なわけで、技能は使いこなせないと意味がないんですけども。

　三歳児をＦ１に乗せた所で、自転車に乗っている小学生には敵かなわないんですが、この人分かっているんでしょうか？

　さらに異世界知識で大儲けって、軽く貴方の頭の中身を覗のぞいてみた限りでは儲けられるほどの知識の蓄たくわえも無い気がするんですが、この人何を売ってお金にするつもりなんでしょう？

　なんだか駄だ目めな気がしてきましたが、再度選せん択たくからやり直すのは非常にめんどくさいので、このまま進めてしまいましょう。

「女め神がみ様！」

「え？　あぁはい？　なんでしょう？」

　考え事をしていたら、勇者君に呼ばれてしまいました。

　なんだか目をきらきらさせてこっちを見ているのですが、一体何があったのでしょう。

「勇者って女の人にモテますよね!?」

「そ……それはその、とても多くの人に感謝されると思いますが」

　いきなり何を言い出すのでしょうこの勇者君は。

　もしかするとそっち系統の願望が強いのかもしれません。

　別に、やることだけちゃんとやってくれれば、私達たちの世界でハーレムを築こうがバラの園そのを築こうが私の知ったことじゃないんですが。

「じゃあ、じゃあ！」

「はぁ？」

「まずは謝礼の先さき払ばらいってことで女神様とここでいっぱ……」

　みなまで言わせることなく、私は勇者君の顔面目め掛がけて渾こん身しんの右ストレートを放っていました。

　しっかりと腰の入ったなかなかのキレ味であると自負する一いち撃げきは、勇者君の顔面を綺麗に捕とらえると、その頭部を粉ふん砕さいしてしまいました。

　まだ受肉していない魂だけの状態なので、頭が四散しようが四し肢しがもがれようが、時間経過で元に戻るんですけどね。

　それでも行動や思考は停止しますので、今のうちに余計なことを考えないように思考を誘ゆう導どうできるように改造しておきましょう。

　全く、手間のかかる話です。

「はっ!?　僕は一体何を……」

「課せられた重責に、我を失っていたようですね。仕方のないことです」

　しばらくして再起動した勇者君に、私は重々しく告げる。

「それよりも、勇者として世界に赴く貴方に、私から恩おん恵けいを授けたいと思います」

「ついに僕にチートな才能が授けられるんですね！」

　私の言葉に目を輝かがやかせて喜ぶ勇者君。

　しかし彼かれは分かっているのでしょうか？

　最初に私は貴方には強い魂の力があります、と言いました。

　それは勇者と呼ばれるのにふさわしい力であると。

　では、そんな力を持っているはずの勇者君に、何な故ぜわざわざ私がさらに女神の恩恵とやらを授けなくてはならないのでしょう？

　ちょっと考えれば、おかしいのではないかと気づく程度の事なのですが、大体の人は気づきません。

　もしくはその力を発揮するために必要なものなのだろうと都合よく理解してくれます。

　本当は、少しでも恩恵を与あたえておかないと、あっさり死んでしまう程度の存在だからなのですが。

「まず戦う為の力として〈剣けん術じゆつ〉。それと全属性の〈魔ま術じゆつ〉と〈法術〉の技能を最大レベルで。それと異世界における生活を送るために必要な〈異世界言語〉。それから体力と魔力も限界まで上じよう昇しようさせておきましょう」

「女神様！　奴ど隷れいとか作れると嬉うれしいんですが」

　思わずこの下げ衆すめと言いたくなるのをぐっとこらえて私はなんとか作った笑顔を向けることに成功しました。

　世界を救って欲しいと言っているのに、奴隷が作りたいとかどういう頭の構造をしているのでしょう？

　言っても無む駄だな気もしますし、そもそもその世界を救うと言うお題目自体嘘うそなわけですけれども。

「分かりました。〈隷属作成〉の技能も授けましょう」

　上げませんといってヘソを曲げられても困ります。

　流石さすがに無条件で無制限に使われては困るので、相手が同意した場合のみ効力を発揮すると言う条件を内ない緒しよでつけさせてもらいますが。

「武器に関しては、この世界には聖剣と言うものがありますから、それを使うと良いでしょう。これは貴方の固有技能である〈勇者〉を持つ者にしか扱あつかえません」

　これは本当。

　今まで何回か行ってきたこのイベントのたびに、聖剣と名前をつけた壊こわれた性能の武器を持たせていたのですが、勇者自体が死んでしまっても武器だけは残ってしまうので、実の所あちらには聖剣と称しようされる武器が結構ごろごろしているのです。

　ただ、勇者の技能の無い者にはひたすら重くて頑がん丈じようなだけの武器なので、普ふ通つうの人にとっての実用性は皆かい無むだったりしますが。

　私に言わせれば粗そ大だいゴミの域を出ない代しろ物ものなのですが、あちらの王族の方達や神官さん達はそれらを非常に有あり難がたがって収集しているようです。

「防具の方は？」

　そう言えば、聖剣はあるのに聖せい盾じゆんとか聖せい鎧がいが無いのは何故だったんでしょうか？

　思い出してみますが、理由が思い当たりません。

　たぶん、攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよとか、作るのが面めん倒どうだったとかそれくらいの理由だとは思うのですが。

「そうですね……既き存そんの物を使うのも良いのですが……〈防具錬成〉の技能も差し上げましょう。材料は自力で集めてもらうことになりますが」

　私が作るのは手間が掛かって嫌なので、ここは一つ自分で作ってもらいましょう。

　鍛か冶じ作業等と言う面倒なことをしなくても、錬成一つで防具が作れる素す敵てきな技能です。

　さぞや喜ばれることでしょうと思いきや、この勇者はとんでもない言葉を吐いて来ました。

「えー、サービス悪いですね」

　いかにも面倒だと言いたげな勇者君に、私はぶっ殺すぞと言う単語を飲み込みました。

　頬ほおの辺りが一いつ瞬しゆん引き攣つったくらいでなんとかこらえた私を、誰だれか褒ほめて欲しいです。

　どうやら面倒だと思うのはお互たがい様だったようですが。

「ま、レベル上げに魔ま物ものとか倒さなきゃいけないんでしょうから、その途と中ちゆうで集まりそうな気がするのでいいですけど。後は何をもらえるのです？」

　一瞬本気で、こいつを没ぼつにして別なのを送り込もうかと思った私に罪は無いと思いたいです。

　いっそ最初の街辺りでゴブリンとかスライムにクリティカルもらって死んでしまえと思いましたが、それではあのいけ好かない魔族担当者とのゲームに私が負けたことになってしまいますので、魔王辺りと刺さし違ちがえろ、とだけ呪のろっておくにとどめておきます。

　あ、これはいけませんね。〈管理者の呪い〉がついてしまいました。

　これはランダムで誰でも成功するようなことが失敗すると言う、いわば強制ファンブルを起こすものなのですが、今いま更さら取り消すのも無理なので、このまま行ってもらいましょう。

　良いネタになるかもしれませんし。

「勇者よ、強ごう欲よくは美徳となりません。それよりも早く、困っている人たちを助ける為に……」

「えー！　世界を救いに行ってあげるんだから、それくらいのサービスはあってしかるべきでしょう？」

　行かなきゃお前なんぞ転生の輪の中で自じ我がを失って、なんか別の生き物になるだけなんだけどね！

　と言いたい所なのですが、ここは女神らしく笑顔で我慢です。

「では勇者よ、どのような技能がお望みですか？　二つだけかなえて差し上げましょう。ですがあまり世界の均きん衡こうを乱すような願いは、それを維い持じする者として聞き届けるわけにはいかないことを御ご了りよう承しようください」

「たった二つですか？」

「この身は世界を維持する身故ゆえに、心苦しいのですがあまり力を割さくわけにもいかないのです」

「しょうがないなぁ、二つで我慢してあげますけどね」

　女神相手に上から目線とはいい根こん性じようしています。

　願わくば、魔王が程よくこいつを苦しめてくれますようにと祈いのっておきましょう。

「一つはやっぱり夜のあっち方面を強化してほしいんですよ」

「……わかりました」

　願いの下衆さは別として、これはたいしたことではないです。

　嫌がらせに馬のアレをくっつけてやろうかとも思いましたが、あちらの住民が迷めい惑わくするだけなので止めておきましょう。

　お姫ひめ様さま育ちのお嬢じよう様さま達が、それをなんとかしろと言われて困る様子は、何か凄すごく笑えそうな気もしたりするのですが、流石に哀あわれです。

　まぁ適当に子供ばんばん作って、せいぜい苦しむといいのです。

　そんな責任感の持ち合わせなど無い気もしますが。

「もう一つは、何か僕固有のすごい能力を下さい」

　こう言うのをなんちゃら病と言うはずなのですが、なんと言うのか忘れてしまいました。

　どうでもいいことなので、邪じや気きなんちゃらとかくっつけてやろうかと思いましたが、あまり強力なものを持たせると、魔王側やら他の種族の勇者やらが我も我もと強力な技能を持ち出して戦せん闘とう能力インフレ状態で激突するようなことになり、次のイベントまでのインターバルが長くなるだけなので、少し考えて渡わたさなくてはいけません。

　というか、あのなんちゃら気眼って一体どういう能力なのでしょう？

「では、勇者よ。御希望により、貴方に〈聖戦〉の技能を差し上げます。これは貴方の指揮下にあると認にん識しきされた存在の能力を何倍かに跳はね上げる技能で、戦いくさの時に非常に役立つものですし、もちろん貴方がパーティを組んだ場合は、そのメンバーにも使用できます。かなり強力な技能ですので、一日に三回までの使用制限をつけさせて頂きますが」

「女神様、ケチだなー」

　お前いつまでも女神が笑顔でいると思うなよ、と言うほの暗い感情が頭をもたげてきましたが、こいつを送り出すまでの我慢だからと自分で自分を慰なぐさめました。

　そうでもしないと、顔に感情が出てしまいそうです。

「勇者よ、そろそろ旅立ちの時間が来ております。あちらの世界の人達が貴方の降臨を願って儀ぎ式しきを続けているのです」

　本当ならば、もっと早く完成するはずの儀式が、今回に限って嫌に時間がかかっていました。

　どこからか邪じや魔まが……おそらくは主様の仕し業わざです。

　あの方も、こちらの世界の管理権は私達にあると言うのですから、そろそろ妙みようなちょっかいをかけてくるのを止めて頂きたいものなのですが。

「そうか。じゃあ僕が行ってあげないといけないんだね」

「そうです勇者よ。どうか世界を……」

「大だい丈じよう夫ぶ、まかせてー。これだけチートを貰もらえたら無敵で無む双そうじゃん」

　そうはならないと思いますけどね、と思いましたがこれは口に出来ません。

　人族の勇者があの世界に降臨するのを鍵かぎとして、他の種族にも勇者が出現することでしょう。

　この勇者がこのままの性格で好き勝手動けば、その他種族の勇者と激突することになるでしょうし、討とう伐ばつ対象の魔王は勇者単体では太た刀ち打うちできない程ほどの能力を所持しているはずです。

　ですがこの辺りの情報は勇者に渡す必要の無いものです。

「それでは勇者よ……そういえばお名前をまだ聞いていなかったと思いますが」

「僕？　僕は八やつ房ふさ。八房勇ゆう輝きっていうんだ」

「そうですか、ではユウキ様。どうぞご武運を」

　私の言葉が終わるか終わらないかのタイミングで、勇者である勇輝の姿がかき消すように消えていきました。

　それを見届けてから私は深々と溜ため息いきをつきます。

　なんだかあんまり長いこともたないような気がする勇者です。

　もたないならもたないで、別にいいんですけれども。

　人族の国々が勇者を召しよう喚かんできる余力を残している限りは、ゲームオーバーにはなりません。

　なんなら神しん託たくを下して、今の勇者がリタイヤする前に次の勇者を呼ばせてもいいかもしれません。

「今回は負けませんからねぇ！」

　おそらく別の種族の管理者達は、今から急いで自分の担当する種族の中から勇者候補を探していることでしょう。

　このイベント、大体は全体的に疲ひ弊へいしすぎて勝者なしで終わることが多く、後で評価点をつけて順位をつけるのですが、今回はなんとしても勝ちにいきます。

　私は誰もいなくなった空間で、ぐっとこぶしを固めてそう決意を新たにするのでした。







第三章　聖都侵入らしい







　結論から言うと、蓮れん弥や達一行は出発からわずか12時間で聖都へと到着した。

　途中に休きゆう憩けいをほとんど挟はさまず、日が落ちてからは魔術の明かりをがんがんつけての強行軍である。

　その途中であっさりと先行した魔導船を抜き去る。

　地面から僅かに浮うき上がった状態で進んでいる魔導船は、一度加速してしまうと方向を修正する為に推進器をわずかに噴ふかすくらいで移動できるので、進行中は実に静かなものなのだが、蓮弥達の車はそうは行かない。

　車輪が巻き上げる土埃と、魔導船を圧あつ倒とう的てきに上回る速度で爆ばく走そうする謎なぞの物体に、魔導船側が警けい戒かいを強めたのか、兵士の姿やら外装につけられている武装が蓮弥達を狙ねらうような事態になったのだが、エミルはこれらを完全に無視し、アクセル全開のまま抜き去った挙句に魔導船の進行方向で車をドリフト走行させるわスピンさせるわやりたい放題である。

　そうやってたっぷりと巻き上げた土煙を魔導船へ浴びせかける等の挑ちよう発はつ行こう為いを思う存分行った上で、高笑いを残しつつ魔導船を置き去りにして走り去る謎の物体を、魔導船側はただ呆ぼう然ぜんと見送るしかできなかったと言う。

　もちろんエミルは後で、蓮弥に万力のようなアイアンクローで頭を締め付けられながら、たっぷりと叱しかられると言う羽目になったのだが。

　ついでに轟音を立てつつ、ぴかぴかと光りながら爆走すると言う未知の魔物の発見報告が複数、ギルドへ届けられるという事態も発生したのだが、当の本人達には知る由よしもない。

　国境の関所に関してはこれを大きく迂う回かいして避さけた。

　言うまでもなく犯罪行こう為いであるが、蓮弥は自分達が国境を越えたことがなんらかの記録に残ることは不ま味ずいと考えていたので、他に選せん択たく肢しが無い。

　ククリカの街を不在にしている間のアリバイ工作は、フラウに一任してある。

　その巨体さ故に平地しか走れない魔導船と異なり、蓮弥達の乗る車は車輪が接地できる地面さえあれば、凹凸に富んだかなりの悪路でも走破することが可能だ。

　ただ、道が悪くなれば、それだけ車体は揺れることとなり、蓮弥はぎりぎり耐たえ切ったが、後部座席に乗る仮面の人物は、酷ひどい車くるま酔よいに悩なやまされることとなり、聖都に到着する頃ころには息も絶え絶えと言った状態になっていた。

　流石にその車に乗った状態のまま聖都に入るのは無理だと蓮弥は考え、聖都からかなり離はなれた所で車を降り、そこからは徒歩で近づく。

　車は蓮弥のインベントリに収納した。

　結構な大きさだったので、しまえるかどうか不安な蓮弥だったが、インベントリの二マスを消費することであっさりと収納できてしまったのには、流石に驚おどろかされる。

　入り口の門から少し離れた所にあった岩の陰から門を窺うかがえば、聖都は都市全体を高い壁かべが覆っているタイプの都市で、中に入るためには門の所で兵士達のチェックを受ける必要があるらしい。

　普通ならばギルドのカードを提示し、いくばくかのお金を支し払はらうだけで終わるような検査らしかったが、蓮弥はそこを通るつもりは全く無い。

　仮面の人物を背中に背負い、自分の頭には目だけが出るように布を巻きつけて顔を隠す。

　エミルが同じように顔を隠すのを確認してから、蓮弥は門の様子を窺うために隠れていた場所から一気に駆かけ出した。

　いきなり走りよってきた不ふ審しんな人ひと影かげに、兵士たちの間から声が上がるが、蓮弥はそれを完全に無視。

　壁の近くまで走りよってから、一度膝ひざを曲げて力を溜めると、そのまま飛び上がった。

「は？」

　誰かの酷く間の抜けた声を聞きつつ、蓮弥の身体はふわりと壁の上まで飛び上がると一度そこで着地し、すぐにそこから飛び降りた。

　壁の高さは蓮弥の目測で７、８ｍはある。

　人間が飛び上がれる高さでは絶対に無いし、まして人一人を背負った状態で飛べる高さではない。

　それでも異世界に来て、色々と常識を外れてしまったことを自覚している蓮弥は、自分ならばなんとかなりそうな気もしていたし、補助として風の魔術で勢いをつけていたので、飛び上がれるだろうことにはなんの疑問も抱だいていなかった。

　しかし、そこを守っている兵士達はそうはいかない。

　目の前で起きている出来事が理解できず、また、現実のものであることを受け入れることができずにあっさりと思考停止の状態に陥おちいってしまう。

　彼らの思考が再起動したのは、蓮弥が壁の上から飛び降り、その姿が街の中に消えうせてしまってからさらにしばらく経過した後であった。

　見てしまった全員がなんとなく顔を見合わせて、今目の前で起きた出来事は現実だったのか、それとも白昼夢だったのかと目線だけで問いあう中、誰かがぽつりとこぼした。

「きっと悪い夢でも見たんだろうさ」

　なんとなくその一言がきっかけになり、兵士達は何事もなかったかのようにまた自分の仕事に戻もどる。

　同時にそこに居合わせた旅人達の間からは、様々な声があがったりもしたが、兵士達はそれら全てを黙もく殺さつし、取り合おうとはしなかった。

　その行動の根底には、これだけの高さの壁に飛び上がってしまうような化け物と関わり合いになりたくないと言う恐きよう怖ふがあっただろうことはほぼ間ま違ちがいない。

　余談ではあったが、エミルは魔術の補助もなく、ただ自分の身体の能力のみで蓮弥のように一度着地することもなくあっさりと壁を飛び越こえていた。

　人一人分の重さの差とも言えるが、魔族の身体能力の高さを物語る事実でもある。

　壁を飛び越えた蓮弥は、顔に巻いていた布をすぐに外すとそれをインベントリにしまいこみ、足を止めることなく物もの陰かげを伝うように走り抜けていく。

「レンヤ君、流れで門破りまでしてしまったけれども、この後の御ご予よ定ていはどうするのかねぇ？」

　かなりの速度でとりあえずは壁や門から離れようとする蓮弥に、全く遅おくれることなく並走しているエミルが問いかける。

「とりあえず宿だな」

　何をするにしてもまずは背中の人物をどこか落ち着ける場所に置かなくてはと思う蓮弥である。

　酷い車酔いの後、そこそこ長い距きよ離りを歩かされた上で、一連の門破りの無茶な機動に付き合わされたその人物は、蓮弥の背中にぐったりともたれかかっている。

「取れるかねぇ、宿」

　関所も聖都の門も抜けてきてしまった蓮弥達は現状、自分達の身元等を証明する手段がない。

「金さえ出せば泊とまれる宿はどこにでもあると思うが、問題は……」

　人気の無い路地で立ち止まり、蓮弥はぽつりと言った。

「この街の土と地ち勘かんが全く無いってことかな」

「私も聖都には初めてきたからねぇ」

「宿ならたぶん……あっちの方向に……」

　蓮弥の背中にもたれかかっていた仮面の人物が、ぷるぷると震える指先で一つの方向を指し示すが、蓮弥はすぐに首を振った。

「普通の宿なら必ず身分証を求められるだろう？」

「では……？」

「人通りの少ない……そうだな、貧民街みたいな場所はどこだ？　聖都と言ってもあるだろ？」

　神の威い光こうがあまねく下々までを照らし、影一つない世界等と言うものの存在を、蓮弥は頭から信じていない。

　光があれば、必ずどこかに影ができるものなのだ。

　そしてそれは光が強ければ強い程、濃こくて深い影ができる。

「聖都には東門、南門、西門の三つの門があるが……北には門が無い」

　聖都の中央には街のどこから見ても見える立派な城がある。

　そこを中心として、栄えている場所ほど中心に近い所にあるのだろうと蓮弥は考える。

　そうなると、貧民街のような場所はどうしても都市の外周部に位置するのだが、今度は外周部はどうしても人の出入りの激しい門の近くになってしまう。

　聖都に入る者達が最初に目にするのが貧民街ではいかにも聞こえが悪い。

　だからこそ、そう言ったものを北側の壁かべ際ぎわに集めて、北には門を作らなかったというわけだ。

「なるほど、北側の壁の近くね」

　場所さえ分かってしまえば、そこへ行くことは蓮弥とエミルにとっては造作も無いことだった。

　道が分からなくても、屋根伝いに移動してしまえば関係が無い。

　都市を取り囲む防ぼう壁へきすら簡単に飛び越えた二人である。

　建物の屋根に上がるくらいは、造作も無いことだった。

　もちろん、仮面の人物はしっかり蓮弥が背負ったままである。

　人気の無い路地から屋根の上に上がってしまえば、幾いく分ぶんか誰かの注意を引く。

　しかし、屋根の上の蓮弥達に気がついた極少数の街の住民は、蓮弥達に声をかけることも、不審な人物として衛兵等に通報することもなかった。

　なぜならば、あまりに蓮弥達の移動速度が速すぎたのだ。

　何かいた、と思った時にはもう姿が無い。

　そしてほとんど物音が立たない。

　屋根から屋根へと飛び移る時すら、足音を立てない二人に、おそらくは人なんだろうと察することができた者達も見ないフリをして口を閉じる。

　それほどまでに二人の身のこなしは常じよう軌きを逸いつしていた。

　そんな思いは蓮弥の後をついて走っているエミルも抱いていた。

　人一人を背負ったまま、屋根の上を身体の軸じくをブレさせることもなく走りぬけるだけではなく、飛ぶ時も着地の時すらも足音がしない蓮弥の動きは魔族であるエミルから見ても異常だ。

　よほど特別な靴くつを履はいているのかとも思ったエミルだが、見る限りは普通のブーツでしかない。

「膝ひざと足首の使い方……かねぇ？」

　実に参考になると、凝ぎよう視ししつつ真ま似ねてみるエミルである。

　そうこうしている間に二人はあっさりと聖都の北側へと到着する。

　建物の屋根から飛び降り、地面に着地すると蓮弥はぐるりと周囲を見回す。

　高い建物等に囲まれ、まるで周囲の視線から隠かくされているかのようなその区画には、廃はい墟きよ同然の建物や、建物とは呼べないような何かが建ち並び、空気にはゴミと腐ふ肉にくの臭においが混じるような場所だった。

　道みち端ばたにはボロを纏まとった小こ柄がらな人影や、やせ衰おとろえた腕うでや足を露あらわにし、地面に直じかに寝ね転ころぶ老人。

　不健康そうな肌はだをなるべく露ろ出しゆつして、客を誘さそう女達の姿もある。

　さらには使い込まれた革かわ鎧よろいや、板金で補修した鎧を身に纏った人相の悪い男達の姿。

　その手にはどう見ても相当な量の血に汚よごれてきたであろう武器の数々が、抜ぬき身のままで握られていたりしており、蓮弥の背中に背負われている仮面の人物は思わずと言った感じで蓮弥の肩かたを掴つかむ手に力が入る。

　蓮弥はと言えば、あまりにあからさまないかにも感になんとなく呆あきれた雰ふん囲い気きで溜息をつき、隣となりにいるエミルは何が面おも白しろいのか笑え顔がおのまま、蓮弥の動作を見つめ続けている。

「おいお前ら……今、上から降ってきやしなかったか？」

　人相の悪い男の一団の中から、一人の男が蓮弥に話しかけてくる。

　片目に眼帯をかけ、革鎧の両側に小剣を吊つるした中年の男だ。

　ぼさぼさの髪かみは脂あぶらぎって汚れており、近づくだけですえた臭においが鼻をつく。

「道が分からなくてね。上を通ってきたんだ」

　蓮弥の言った上を通ってきたと言う言葉は、男には理解されなかったようだが、道が分からないと言う部分だけは男にも理解できたらしい。

「他よ所そ者ものかよ……ここがどこだか分かってんのか？」

　蓮弥達が聖都の住民ではないと分かったせいなのか、男達の雰囲気が変わる。

　その視線はねっとりと、エミルの身体を嘗なめ回し、エミルの笑顔が非常に不快そうなものへと変化した。

「なんとなくな。……宿を探しているんだが、どこかいい所は知らないか？」

「馬鹿だろうお前？　宿なら表通りだ。こんなトコに宿なんざねぇよ」

「そうかい？　なら他を当たるよ」

「待ちなよ、兄ちゃん。人に話を聞いたら払はらうモンってのがあるだろう？　別に身ぐるみ置いていけとは言わねぇ、そっちのねぇちゃんを置いていきな。なに、用が済んだら返してやるからよ」

　必要な情報が得られそうに無いと判断して、男に背を向けようとした蓮弥だったが、男の声がその足を引きとめる。

　振ふり返りつつ周囲を見ればそれまで道端やその辺にいた老人や女達が不ふ穏おんな空気を感じてどこかへと足早に去っていくのが見える。

　蓮弥に声をかけた男の、その背後に居た人相の悪い男達が、手に持った武器をわざとらしく目立つように持ち上げながら、ゆっくりと近づいてくるのを蓮弥はつまらないものを見る目で見つつ、エミルの肩をぽんと叩たたいた。

「エミル、ご指名だそうだ」

　その蓮弥の言葉は、エミルへの許可だった。

　許しが出たことで、エミルの不快感を露にしてゆがめていた顔が、その瞳ひとみに喜き悦えつをたたえ、唇くちびるが三日月の形に吊り上がる。

「何人くらい、いいのかねぇ？」

「全ぜん滅めつさせろ、面倒だ。……死体から情報が漁あされるなら、そこそこキレイで金を出せば泊まれる宿の情報を抜いてくれ。できるか？」

「お任せだねぇ」

　コートの裾すそをはためかせ、エミルが蓮弥の前に出る。

　その小柄な姿が近づいてくるのを見て、男達がそろって笑い声をあげた。

「そうそう、素す直なおにしてりゃ悪い目は見ねぇさな」

「うるさいねぇ」

　エミルが近づいてくるのを、観念したのだと勘かん違ちがいした男の一人がエミルを捕つかまえようと前へ出たが、エミルが無造作に振ふりぬいた腕が、その男の頭のあった位置を薙なぐと、男の頭が消えて汚れた壁に場ば違ちがいなほど鮮あざやかな赤い花が咲さいた。

　何が起きたのかも分からず、首の切断面から勢い良く血しぶきをあげつつ倒たおれる男の姿を呆然と見る男達。

「あぁ、しまったねぇ。情報抜くのに頭潰したらダメじゃないかねぇ」

　とてもではないが今しがた、男の首から頭をもぎとったとは思えない細くしなやかな腕を振りながら、エミルがぼやく。

「君達脆もろすぎるよねぇ。ちょっと押しただけで千切れるんだからさぁ。そう思わないかねぇ？」

　尋たずねながらエミルは別な男の肩をポンと叩く。

　それだけのことだったはずなのに、肩を叩かれた男の身体は叩かれた肩から地面へ叩きつけられ、湿しめった音を立てて盛大に血肉を地面へとぶちまける。

　瞬またたく間に二人を殺された男達は、あまりの出来事に一言も発することができず、一歩も動くことができない。

　沈ちん黙もくに支配された空間に、エミルの溜息だけが響ひびく。

「はぁ……加減が難しいねぇ。ぎりぎり頭部だけは壊さなかったみたいだけどさぁ」

　地面に叩き付けた男の身体から千切れて転がった頭を、足でボールのように転がしながらエミルは、顔を青ざめさせ、脂あぶら汗あせを流し始めた男達をにっこりと笑って眺ながめる。

「さて、さくさく行こうかねぇ。私のマスターが情報を御ご所しよ望もうだし、連れがお疲つかれなんでねぇ」

　命いのち乞ごいの言葉を発することも無く、逃とう亡ぼうすら許されなかった男達。

　彼らがそのあまり誇ほこれない人生に終しゆう止し符ふを打たれるまで、そう時間はかからなかったのである。

「うーむ……気持ちが悪いねぇ」

　エミルがなにやらうんうんと唸うなっているのを聞いて、蓮弥が少しだけ心配そうな顔になる。

　エミルが絡からんできた男達の一団を、ペースト状に磨すり潰つぶすまでにかかった時間はほんの数分程で、みんな仲良く首だけになった男達を、エミルが一列に並べてぶつぶつと何か呟つぶやきながら魔術のようなものをかけて、情報を抜き出したのがほんの１時間程前の出来事だ。

　情報を男達の頭から抜き出している最中も、眉まゆ根ねを寄せて不快さを隠そうともしなかったエミルである。

　中身は、蓮弥から言わせればスリッパで叩くか熱湯か洗せん剤ざいをかけないと死なないくらいにしぶとい魔族ではあるが、今のエミルの外見は小柄で可か憐れんと言う言葉がふさわしい少女だ。

　中身は外見に引きずられると言う話もあり、大量の血やら生首やらのせいで気分を害したのではないかと蓮弥は心配したのである。

「大だい丈じよう夫ぶか？　気分が悪いなら少し休んでも……」

「お、レンヤ君が優やさしい。珍めずらしいねぇ」

「たまにはそういうこともある」

　憮ぶ然ぜんとした表情で言う蓮弥。

　エミルは笑いながら手をひらひらと振って見せた。

「大丈夫大丈夫。ちょっとさ、抜いた記き憶おくがいかにもアレだったもんでねぇ」

「アレ？」

「囲んでボコってひん剥むいて、マワしてバラして売り払う感じ？」

　どうやら日にち常じよう茶さ飯はん事じだったらしい。

　人数が多く、同じような出来事の記憶を角度を変えてあちこちから眺めさせられるような体験をしたせいで、気分が悪いとエミルは言っているようだった。

　ただ、蓮弥は思う。

　お前もっと酷いことしてきたじゃないか、と。

　そんな蓮弥の思いを表情から察したのか、エミルは非常に嫌いやそうに。

「研究目的と快楽の為ためにやるのと、一いつ緒しよにしないでもらえるかねぇ？」

「いや……結局は同じことだと思うんだが？」

「否いな！　断じて否！　そう言うふざけたことをぬかす口はそれかね？　よろしい、ならば全く違うと言うことを理解するまで私が塞ふさいでてあげよう！ んー……」

「やめろ馬ば鹿か！　胸むな倉ぐらを掴んで引き寄せるな！　唇を尖とがらせつつ近づくな！　目を閉じるなっ！」

「だってここは、そういう場所じゃないかねぇ？」

　そう言って周囲を見回すエミル。

　今彼らがいるのは、非常にけばけばしい装そう飾しよくが施ほどこされた大きなベッドのある一室であった。

　結局、襲おそってきた男達たちの記憶を総ざらいしてみた所、彼らの記憶の中に蓮弥が求めるような宿の記憶は全く無かったのだ。

　その代わりのように、娼館や所いわ謂ゆる連れ込み宿等などの場所だけはやたら詳しよう細さいに入っていたらしい。

　蓮弥は少し考えた後、エミルにそれらの知識の中で一番高額な連れ込み宿へ案内するように指示。

　連れ込み宿と言うのは、早い話が男性が女性を連れ込んで事に及およぶ為に使う宿のことだ。

　色々なことに目を瞑つぶれば、泊まって泊まれないことはない。

　しかも、使用目的が目的だけに、身元の確かく認にん等行われるはずもない。

　何故聖都にそんな設備が、と呟く仮面の人物であったが、蓮弥から言わせれば無い方が本来おかしい。
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　人が人として住んでいる以上は、切っても切り離せない話だからである。

　もし完全に切り離しが可能なのであれば、そこに住んでいるのはきっと人間ではない。

　もっと別の何かだ。

「確かにここはそう言う場所だが、そう言うことをしに来たわけじゃない」

　きっぱりと蓮弥が言い切ると、エミルは酷く残念そうな表情を浮かべた。

　蓮弥達がその宿に来た時、宿の主人らしい男は蓮弥達をじろりと見つめた後、無愛想な口調で。

「一泊ぱく銀貨五枚。食事は出ない。風ふ呂ろはついているが、お湯が必要なら言ってくれ。別料金になる」

　人によってはカチンと来るような無愛想さであったが、蓮弥はその対応を好ましく感じていた。

　まさに必要なことだけを相手に伝えて、余計な詮せん索さくはしない。

　理想的な連れ込み宿の主人なのではないかと蓮弥は思う。

　そんなことを考えつつ、蓮弥は主人の目の前に五枚の金貨を転がした。

　いきなり宿しゆく泊はく費ひの１００倍もの金額を無造作に出してきた蓮弥の行動に、宿の主人の無愛想な顔に、ほんのわずかにだが変化が見られた。

「一番広くて良い部屋がいい。お湯も欲ほしいし、食事も手配してもらえないかな？」

　宿の主人の表情の変化に、これは脈があると判断した蓮弥は必要としているものを短く伝える。

　宿の主人はしばらく考えこんだ後で、確かく認にんするように蓮弥に尋ねた。

「……この金貨は、全部前まえ払ばらい分か？」

　やっぱり食いつくかと思いつつ、表情は変えずに蓮弥は頷うなずいてみせた。

「当然。何なん泊ぱくかするから足りなくなったら言ってくれれば追加で払おう。余った分があれば取っておいてくれ」

　どうだろうかと蓮弥が問えば、宿の主人は目の前に転がされた金貨を回収し、懐ふところから呼び鈴りんを取り出すと軽く一度鳴らす。

　その音に反応するように、店の奥おくから一人の女性店員が姿を現した。

　地味な服装に、あまり印象に残らないような顔立ち。

「こいつを付ける。用事はこいつに言えばいい。金が足りなくなった場合はこいつから言わせる。部屋はうちの部屋で一番良い所を準備する。それでいいか？」

　やはり金貨の威い力りよくは偉い大だいだな、と蓮弥は思う。

　宿の主人は蓮弥が金払いの良すぎる良質な客であり、要望に答えればかなりの儲もうけがでるだろうと瞬しゆん時じに判断して蓮弥の頼たのみごとを全て飲むことにしたようだった。

「助かる。ありがとう」

　お礼を言いつつ、さらにもう一枚金貨を追加してやる蓮弥。

「ごゆっくり」

　最初に比べていささか愛想の良くなった気がする主人の言葉を背中で受けて、蓮弥達は案内されるがままに一つの部屋へと通された。

　部屋の調度の構成は実にシンプルだった。

　真ん中に四人くらいが並んで寝ねてもまだ余るくらいの派手な飾かざりの付いた天てん蓋がい付きのベッドがどんと一つ置かれている他は、姿見やら椅い子す、それと貴重品を入れておく為らしい金庫があるだけだ。

　窓もいくつかあるが採光が目的らしく、小さくしかもはめ殺しで開けられない。

　女性店員は用事があったら鳴らすようにと小さな呼び鈴を置いて退室していった。

　もちろん、その店員にも去り際ぎわにそっと銀貨を何枚か握らせることを蓮弥は忘れない。

　手の内にある硬こう貨かが銀貨であることに驚おどろきつつ、相好を崩くずして礼をし、立ち去る店員を見送ってから、蓮弥はその大きなベッドの上に大の字に寝転がる。

　その縁ふちには、仮面の人物がどこか緊きん張ちようしているようで、身を硬くしながら座すわり、エミルは初めて見るらしい、人族のこう言った場所に興味津々なのか、部屋の中をぐるぐる歩き回りながらあちこちを調べて回っている。

「これからどうするのだ？」

　ベッドの縁に腰こし掛かけた仮面の人物に問われた蓮弥は、身体を起こすこともなく即そく答とうした。

「寝る。疲れた」

　ククリカの街を出てきたのは午後やや遅おそく。

　聖都に着いたのは朝早くだ。

　半日夜通し車に揺ゆられ、関所と門を破ってきた蓮弥はとても疲れていた。

　とは言っても、実際は超ちよう回かい復ふくの技能で体力的にはすぐに回復してしまうのだが、気分的と言うのか精神的にと言うのか、とにかく疲れて眠ねむりたい気持ちだったのだ。

「日が落ちたら起こしてくれ。それまでは好きにしてていいが……外に出るのはお勧すすめしないな」

「じゃあ私も寝るよ。君はどうするね？」

　エミルが仮面の人物へ尋ねる。

「私も少し寝たい」

「じゃあみんな仲良く同どう衾きんだねぇ」

「なんでそうなる。三人寝てしまったら誰だれが起こす役を……ってかお前らがベッドで寝るなら、俺おれは床ゆかに……」

「言わせないからねぇ！」

　エミルがベッドにダイブしながら、大の字状態の蓮弥の鳩みぞ尾おちに肘ひじを落とした。

　ただでさえまともに攻こう撃げきされれば息の詰つまる場所を、いくら小柄であるとは言ってもエミルの体重を乗せた一撃である。

　それをやっと寝られると気を抜いて、油断していた蓮弥はまともに喰くらってしまった。

　流石さすがに魔族の全力でやられていれば、臓ぞう腑ふが幾いくつか破けて血ち反へ吐どを吐はき散らすような事態になっていただろう。

　エミルも冗じよう談だんで打ち込んだらしく、それほどのダメージは通らなかったようではあるが、それでも息が詰まって蓮弥は悶もん絶ぜつさせられる。

　その悶絶する蓮弥の身体の右半身へしがみつく様に添そい寝の体勢へ持って行き、蓮弥の右みぎ肩かたを枕まくらにするとエミルは仮面の人物を手招いた。

「こっちは私が借りるから、君はそっち」

「あ、はい」

「はい……じゃ、無いだ……ろ」

　仮面の人物が、黒のローブを脱ぬぐことも無く、仮面を外すこともなく、蓮弥の左側にするりと身体を滑すべり込ませる。

　こちらはそっと寄より添うような形であるが、しっかり蓮弥の左ひだり腕うでを枕にしている。

　蓮弥は苦しい息の下から抗こう議ぎの声をあげるが、エミルにも仮面の人物にも取り合ってもらえない。

　しかも、両腕を枕にされているので身動きすることもできない状態に陥る。

「はい、お休み。あ、起こす役は私に任せてくれていいよ」

「お休みなさい」

「お前ら……なぁ……」

　なんとか二人の頭の下から腕やら肩やらを引き抜こうとする蓮弥であったが、仮面の人物の方はよほど疲れていたのか、ほとんど間を置かずに小さな寝ね息いきを立て始めてしまう。

　やはり強行軍はよほど疲れさせてしまったのだろうか、と蓮弥は思う。

　その疲ひ労ろうの度合いがなんとなくでも分かってしまうので、蓮弥はもがいたりすれば折せつ角かく寝付いた所を起こしてしまうことになりかねないからと、動くことを諦あきらめた。

「優しいねぇ、レンヤ君は」

「うるさい……さっさと寝ろ。俺も寝る」

　茶ちや化かすようなエミルの口調に、ここはさっさと眠ってしまうべきだと蓮弥は目を閉じる。

「寝るけどねぇ……日が落ちた後の行動は？」

　尋ねられて目を開け顔をそちらへ向ければ、肩を枕にするほど密着した状態から、蓮弥の表情を窺うように見つめるエミルと目が合う。。

　そんなエミルと見つめ合ったまま蓮弥は言う。

「お前らは夕食を食べつつ、ここで留守番だ」

「レンヤ君は？」

「俺は……ちょっと行く所がある」

「どこなのか、聞いてもいいかねぇ？」

　分かっているくせに、と思う蓮弥であるがエミルはどうしても蓮弥の口から言わせたいらしい。

　一いつ瞬しゆん、何か別なことをいってごまかそうかとも思う蓮弥だったが、きっとエミルはごまかされてはくれないだろうと言う確信めいた思いが蓮弥にはあった。

　下へ手たなことを言って機き嫌げんを損そこねるよりは正直に話した方がデメリットが少ないだろう。

　そう判断し、蓮弥は言った。

「王城に忍しのび込む」

「成る程、勇者君の下見かな？」

「ククリカからあのでかい船でここまで二日かかると言うことは、シオン達の到とう着ちやくは明日の夕方頃ごろだろう？　これは俺の予想だが、そこから身み支じ度たくなんかして、夜会とかで勇者と引き合わされる流れなんじゃないか？」

　一晩休んで次の日ゆっくりと謁えつ見けんから始まる線もありえたが、もしも勇者が噂うわさ通りの見境無く食い散らかすタイプなのであれば、自分に会いに来た女性を一晩我が慢まんすることなど出来ないのではないかと蓮弥は考える。

　一刻も早く食い散らかしたいと勇者が思えば、この予想が最短距きよ離りであると蓮弥には思えた。

「良い線行ってるかもねぇ。それで夜会がお開きになったらお楽しみタイムに突とつ入にゆう、と」

「今の外見考えて物を言えよ……まぁその辺が本番なわけだが、どうにもぶっつけでやるのは性に合わない。それに勇者本人が噂通りの人物かどうかの確認も必要だしな」

　今の所、蓮弥が勇者に対して知っていることは、シオンが言っていたことが全てだ。

　ローナが調べたりしているようなので信しん憑ぴよう性せいは高いとは思うが、やはりそこは一度自分の目できちんと確かめてみるべきだろうと思う蓮弥である。

　もし噂が嘘うそで、勇者が実は本当に立派な勇者だったりした場合。

　噂を信じて仕し掛かけた蓮弥が完全に悪役担当になってしまうからだ。

　そればかりか、魔ま王おうとやらと戦う為の切り札的存在を失う結果にもなりかねない。

「手伝えることは？」

　聞きたいことは聞き終えたのか、そっとエミルは目を閉じる。

「ここを守りつつ、留守番してくれるのが一番だ」

　王城の中まで連れて行けと言われたらなんと言って断ろうかと思いつつ蓮弥が言う。

　いくらなんでも、人族最大勢力の心臓部とも言える聖せい王国の王城の内部に、魔族を連れて侵入するのにはいささか抵てい抗こうを覚えてしまう。

　しかしその心配は無む駄だに終わった。

「……りょーかいだねぇ。それじゃお休み、マスター」

「お休み。……良い夢を」

　一言付け加えて蓮弥も目を閉じる。

　自分で思っているよりも、ずっと疲労感が溜まっていたのか、蓮弥の意識が睡すい魔まに負けるまでにはそう時間は必要とされなかったのである。







　城と一口に言っても規模から形から様々なものがある。

　用よう途とによっても異なるし、作られた時代によってもまた構造が変わってくる。

　戦乱の時代に建てられたものは、要よう塞さいとしての機能も求められたりするので堅けん固ごで無骨な造りであることが多いし、平和な時代に建てられたものは実用性よりも見み栄ばえを重視されて、華か美びだったり優ゆう雅がだったりするものが多い。

　そう言った知識を持った上で、この聖都中央部にある王城を見ると、なんだか非常にちぐはぐな印象を受けてしまう蓮弥である。

　長く深く、水を湛たたえた外そと堀ぼりに、都市の外周部にある壁かべよりもさらに高い城じよう壁へきを構え、さらに外堀よりはやや狭せまいものの飛んでは渡わたれないくらいの内うち堀ぼりにも水が満たされている。

　正門は一つで、あとは全て壁だ。

　壁は１ｍ四方くらいの石を積み上げ、そこへ漆しつ喰くいのようなものを塗ぬって全体的に真っ白にしてある。

　厚さは数ｍ程ほどあるので、おそらくは土壁の両側を石ではさんだ形なのだろうと蓮弥は考える。

　ほぼ正方形を形作っている城門には、一定間かん隔かくごとに物見やぐらのようなものがあり、常時数名の兵士が監かん視しの任務についている。

　城門は総鉄製の分厚く重いもので、最初から人の手で動かすことは考えられておらず、開閉用の巻き上げ機が備え付けられていた。

　内堀を抜けると城まで続く庭があり、その庭を抜けてようやく城の入口に到着する。

　外側の護まもりはそこそこに堅そうに見えるのだが、城本体はと言えば、中身に関しては蓮弥にはさっぱり分からない情報であるが、外から見る限りはどうにも見栄え重視の実用性無視のような気がしてならない感じだった。

　壁は城壁と同じように、漆喰らしきものを塗り固めて純白であり、綺き麗れいなことは間違いない。

　しかし、どうにも用途不明な尖せん塔とうやら出っ張りが多く、死角が非常に多い気のする蓮弥だ。

　さらに本城には兵士が詰めるような場所や、護りながら弓を射るようなスリット等の設備が全く見られない。

　加えて、何な故ぜか城の真下に土を盛り、城の基部が城壁よりもやや高い位置にあるのも謎なぞだった。

　城壁の意味が無いんじゃないかと心配する蓮弥であるが、このせいで王城は聖都のどこから見てもどこか一部は見えるようになっている。

　基本的に、防衛等の設備や人員は本城の外に配備され、本城自体は別世界のような造りになっているのだろうと蓮弥は結論付けた。

「侵しん入にゆうするのはある程度難しくても、入ってしまえばザル、か」

　聖都の周囲を壁かべで囲んだ上に、さらに城の周囲をそれよりも高い城じよう壁へきで囲んでいる所から、随ずい分ぶんと臆おく病びような国王が住んでいるのだな、とも思ってしまう。

　蓮弥が今いるのは、王城の中でも一番の高さを誇る尖塔の屋根の上だ。

　三人仲良く並んで仮か眠みんを取った蓮弥は、しっかり日にち没ぼつ後にエミルに起こされる。

　やや残る眠ねむ気けにあくびを噛かみ殺しつつ、呼び鈴で店員を呼ぶとお湯の用意と三人分の食事の用意を頼み、それらが届けられたのを確認してから、蓮弥はそっと宿から出た。

　誰かに見み咎とがめられたら、気分転てん換かんに外の空気を吸いに行くと言うつもりであったが、幸いなことに誰とも会わず、宿から外に出た蓮弥は、王城へ行こうとしてやはりそこへ行くまでの道順が分からず、仕方なくあてずっぽうで中央部へ向かいながら、途と中ちゆうからは来た時と同じように建物の屋根伝いに走ることにした。

　屋根の上を走りながら、インベントリから取り出した布でまた顔を隠し、王城へと近づいた蓮弥はその周囲が高い城壁に護られているのを見て、小さく舌打ち。

　城の周りを一周ぐるりと走ってみても、入れる場所は正門以外になく、堀ほりの幅はばは20ｍを超こえる。

　いかに蓮弥の能力が、人のそれを上回っていると言った所で、飛べる距きよ離りではない。

　どうしようかと考えた蓮弥は、一度城から離はなれるように距離を取り、十分な助走距離を確保すると全力で駆かけ出し、屋根の端はしから城壁目め掛がけて飛ぶ瞬しゆん間かんに、屋根の端を基点に指定して、自分の背中へと風の魔ま術じゆつを発動させる。

　発動させた魔術は〈強風〉と言うもので、本来は強い風でもって相手の体勢を崩したり、足止めをしたりする為に使われるものだが、これを自分の背中へと吹ふき付けることで飛距離を伸のばそうとしたのだ。

　この試みは半分成功し、半分失敗した。

　精々城壁にへばりつけるくらいに飛べればいいかなと思っていた蓮弥だったのだが、込めた魔力が強すぎたのか発生した風は軽々と蓮弥の身体を吹き飛ばしたのだ。

　高々と舞まい上がった蓮弥の身体は、城壁をあっさりと通り越し、さらには庭まで飛び越えて城の外壁へ叩きつけられそうになる。

　慌あわてて蓮弥は逆方向から〈強風〉の魔術を展開し、なんとか勢いを殺して城の屋根へと不時着することができた。

　ただ飛ぶだけならもっと別の魔術があったのだが、それを使わなかった理由はもしかしたら城全体に魔術に反応する結界のような防ぼう御ぎよ手段があった場合のことを考えてのことだった。

　しかしその心配は無駄な物だったらしく、制動用に展開した魔術はなんの支障も無く発動したし、何かの警報に引っかかったような気配もない。

　無用心だなと思う蓮弥であるが、よく考えてみれば城全体を覆おおうような探たん知ち網もうや防御結界等、平常時から展開していたのでは、維い持じのコストがとんでもない金額になってしまう。

　非常時ならば、おそらくはそう言ったものもあるのだろうが、とまで考えてやはり蓮弥は首を捻ひねる。

　聖都の入口の門を突とつ破ぱした不ふ審しん人物がいると言う情報は普ふ通つうに考えて城へ報告されているはずだった。

　そんな報告があれば、城はなんらかの警けい戒かい態勢を取っていてもおかしくない。

　それがまるで無防備に平常の状態を保っていると言うのは一体どうしたことだというのだろうかと。

　蓮弥には知る由もなかったが、蓮弥達が門破りを行った時にその場に居合わせていた兵士達は、自分達の上へそのことを報告していなかった。

　言えば確かに蓮弥が思うとおりに、城の警戒は厳しいものへと変化していたのだろうが、彼かれらは自分達が見た物が信じられなかったのと、それをそのまま上へと報告してしまえば、自分達がなんらかの責任を取らされることを恐おそれてだんまりを決め込んだのである。

　我わが身可愛かわいさに問題を見なかったことにするというのは、兵士として褒ほめられた行こう為いではない。

　それだけこの聖都の兵士の練度が低いことの表れであったが、蓮弥にそれが分かるはずもない。

　しばらく考えてみた後、いくら考えても答えが出るわけも無いと言う答えを導いた蓮弥はそれに関する思考を放棄して、別件にとりかかる。

　それは、この城のどこに勇者がいるのか、ということだ。

　アテがあるわけではなかったが、絞しぼり込める条件についてはいくつか心当たりがある。

　まず一つ目として、低層の階ではないだろうということ。

　低い所と言うのは警護の兵士がいたり、巡じゆん回かいの兵士がいたりと、とにかく人目がどこにでもある。

　見られるのが快感、等と言う特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主もいることはいるので、絶対にとは言えないが普通の思考の持ち主なのであれば、夜のナニをイタす場合は人目が無い方がいいに決まっている。

　二つ目は、まず間ま違ちがいなく窓のある部屋だろうと言うこと。

　これは事の相手が貴族や王族の令れい嬢じようであることから推測している。

　窓が一つも無い、真っ暗な部屋の中で蝋ろう燭そくの灯あかりとかを頼たよりにえっちらおっちらするのも、もしかしたらオツなのかもしれないが、組み敷しかれる令嬢側からしてみれば、風ふ情ぜいも情じよう緒ちよもあったものではない。

　ちなみにこれは蓮弥の考えではなく、クロワールの入れ知ぢ恵えである。

　そういうわけですので、自分との時はぜひ月明かりの差し込む窓のある部屋か、それに準ずる場所でお願いしますね、と言われてなんと答えていいやら困ってしまう蓮弥であったが。

　三つ目は、おそらく結構な広さの部屋を使っているだろうと言うこと。

　これはシオンからの情報だ。

　勇者はそれはもうそっち関連についてはまさしく勇者、と言う程の強さを誇っているそうで、とてもではないが貴族の令嬢がソロで討とう伐ばつするのはとても無理と言う夜の大魔王状態なのだそうだ。

　一人で無理ならパーティを組んで来いとばかりに、勇者は数人まとめて連れ込んでは毎夜毎晩、夜の大運動会を開かい催さい中なのだと言う。

　その運動会、玉転がしと玉入れ以外にどんな競技があるのか教えてもらえはしないだろうか、等とくだらないことを考え始めた蓮弥は、慌てて頭を振って思考をリセットする。

　くだらないことを考えたついでに、異世界にも運動会ってあるんだな、と妙みような感心をしてしまう蓮弥だ。

　城の見取り図があれば、それらの条件からかなり部屋を絞り込めるはずだったのだが、王城の見取り図等そう簡単に手に入るわけもない。

　後はなんとなく勘かんで、大きな窓のある所をかたっぱしから覗のぞいていくしかないだろうかと思う蓮弥の鼻が、夜風に混じった甘あまい香かおりを嗅かぎ取った。

「香こう水すい？　いや……何かの香こうだな」

　匂いとしては身体からだにつけるような軽いものではなく、もっと重たくどろりとした感じの甘さだ。

　ほんのわずかでありながら、顔を布で隠している状態のその布を貫かん通つうして鼻に届く強きよう烈れつさ。

　そして蓮弥は自分の身体が、その匂いを異物として感知し、〈健康体〉の技能がその無毒化に働き出したのをなんとなく察知する。

「これはありがたいね。どうやらこっちにおいでと導いてくれてるようだ」

　聖王国と言うくらいなのだから、そこの王族ならば聖人君子とまではいかなくてもこんなに身体に悪そうなものを嗜たしなんだりはしないだろうと蓮弥は思う。

　兵士達が休きゆう憩けい時間に使うようなものでもない。

　だとすれば目的の人物が使っている可能性が非常に高い。

　目を閉じて、身体に悪いものだとは知りつつこの場合は仕方がないと自分に言い聞かせて、香りの漂ただよってくる風を嗅げば、なんとなくどちらから漂ってくるのかが分かる。

　こんな身体に悪そうなものの発生源に近づきたくは無い蓮弥だが、近づかなくては目的が果たせない。

　健康体の技能の能力が、全て無毒にしてくれることを期待しつつ、蓮弥は嗅ぎ取った匂においの方向へと移動を開始した。

　移動は蓮弥にとってはとても楽だった。

　別に下からサーチライトが当たっているわけでもなく、城自体あまり光源がない。

　さらに、まさか人間が夜と言う灯りのない時間帯に、落ちれば確実に命を失うような高さの屋根の上を、命いのち綱づなもなく軽かる業わざ師しのように屋根から屋根へひらりひらりと飛び移っているなど想像できないだろう。

　何度かの跳ちよう躍やくの後、蓮弥はどうやらその匂いが漏もれ出ているらしい窓を見つける。

　見つからないようにその窓の上の屋根に着地すると、屋根の縁から身を乗り出してそっと窓を覗きこむ。

　気持ち換かん気きしているつもりなのか、窓はほんの少しだけ開かれており、そこから蓮弥が嗅ぎ取った匂いが漏れているらしい。

　窓越しに見た部屋の中は薄うす暗ぐらかったが、部屋の中に幾つか置かれている魔術の光源がぼんやりとだが煙けむる部屋の中を照らしており、なんとなくではあるが中の様子は見て取れた。

　煙っているのは部屋のあちこちにおかれている香こう炉ろが吐き出している煙けむりのせいであるらしい。

　その中央には人が数人並んで寝てもまだまだ余よ裕ゆうのありそうなベッドが置かれており、他に家具はない。

　なんだか蓮弥は自分が泊とまっている宿と部屋の構成が似ているような気がして、複雑な気持ちになる。

　もっとも、あちらは連れ込み宿、こちらは王城の一室なわけで連れ込み宿の部屋が王城の一室っぽいのか、または王城の一室が連れ込み宿っぽいのかについては判断が付かなかったが。

　気を取り直して部屋の中の観察へと意識を戻もどせば、床に転がる幾つかの人ひと影かげ。

　生死に関しては窓越しの状態ではさっぱり分からなかったが、ぼんやりと見える体の線はおそらくそれらが全て女性のものであろうことを蓮弥へと伝えてくる。

　そして部屋の中央の大きなベッドの上では、一組の男女が絡み合っているのが見て取れたのであった。




　絡み合っている、と形容したのは間違いかもしれないと蓮弥は部屋の中を覗き込みながら思う。

　正確に言うのであれば、ぐったりとして動こうとしない全ぜん裸らの女性の身体に、全裸の男性の身体が絡み付いて動いていると言う感じだろう。

　目から光を失い、腕うでをだらりと垂らして、揺さぶられる度に首がかくかくと動くその女性の姿はとてもではないが人間の身体と言う印象を受けない。

　これではまるで人形のようだ、と蓮弥は思う。

　半開きになった口の端はしからは、涎よだれが垂れるがままになっており、どうやらその女性は相当前から意識を失った状態のまま、嬲なぶられ続けているらしいことが察せられた。

　視線を床へと向ければ、そこに転がされている人影も全て女性だ。

　年ねん齢れいも格好もまちまちであるが、唯ゆい一いつ共通なのは全員が全裸であると言うこと。

　そして全員が空うつろな目をして、意識を失っていると言うこと。

　部屋の隅すみへ目を向ければ、おそらくはその転がされている女性達が身につけていたのであろう衣服が山となって無造作に打ち捨てられているのが見えた。

　そこには令嬢が着るようなドレスもあれば、メイドが着る様なエプロンドレス、何故だか分からないが普ふ通つうに街の住民が着ているような普段着っぽいものまである。

　ここまで見れば間違いが無い。

「お楽しみ真っ最中か……凄すごいねこれは……」

　ベッドの上で真っ最中なのと、床に転がっているのとを合わせると六、七人はいるようだった。

　それをたった一人で全員が意識を失うまで攻せめ抜ぬいて、尚なお真っ最中であるというのは、同じ男の蓮弥からしてみても異常じゃないのかと思える。

　もしかすると自分が異常に淡たん白ぱくだ、と言う可能性も捨てきれない蓮弥ではあるが。

　その視線が部屋の隅で煙を吐き出している香炉に向く。

　忘れがちな〈鑑かん定てい〉技能を働かせると、メッセージが流れた。




〈報告：鑑定技能　和わ合ごう香こう　そう言うお香こう〉




「どう言うお香だよ!?」

　思わず突っ込んで、慌てて蓮弥は口を押おさえる。

「快楽を与あたえ、持続を長くする。そんなお香ですよ。僕ぼくには必要ないんですけど……お嬢じよう様さま方はこれがないと抵抗が激しかったり、すぐ駄だ目めになったりするものだから。ま、これがあっても大たい概がいはダメになっちゃうんですけどね」

　窓のほんのわずかな隙すき間まから聞こえてきた声に、蓮弥は顔を顰しかめる。

　再び覗き込めば、勇者らしき人物がそれまで抱かかえ込んでいた女性の身体を無造作に床に投げ捨てて、ベッドの縁に腰掛ける所だった。

　蓮弥は窓に手をかけて隙間を広げると、もうここに居ることはばれているのだからとそこからするりと部屋の中へ侵入した。

　部屋の中はむっとした熱気に満ちており、窓から漏れ出るのとは比べ物にならない程の濃のう密みつなお香の匂いが充じゆう満まんしており、そこに男女の体たい臭しゆうが加わって蓮弥に軽い吐き気を催もよおさせる。

「忍にん者じやみたいでかっこいいですね！　どこの国の手の者なのかな？」

「俺が居ることに……最初から気づいてたな？」

　蓮弥の口から出た言葉は、いつもの蓮弥の声よりずっと低く、さらに口にも巻いてある布のおかげかくぐもっている。

「当然。勇者ですよ、僕。城に入ってきたネズミの気配なんて、すぐ察知できるに決まってるじゃない」

「それでも続けてたわけか。大した奴やつだな」

　声に呆あきれの感情を滲にじませながら、蓮弥は少ない灯りの下で勇者を観察する。

　緩ゆるく波打つ、黒と言うよりは茶色系統に近い髪かみに、細く整った顔立ち。

　鼻筋も通り、彫ほりも深く、目はくっきりと二ふた重え。

　蓮弥が思うに、十人に尋たずねれば八、九人くらいはイケメンだと答えるだろうと思われる顔立ち。

　全裸のままなので、身体つきも見えるがどうにもそちらはあまり武道系とは言えない。

　上半身はどちらかと言えば線が細く、肉付きもそれほど良くは無い。

　下半身に関しては、蓮弥は見ることを拒きよ否ひした。

　女性のが見たいわけではないが、男性のなど頼まれても見たくない蓮弥である。

「警戒するほどのものじゃないことは分かってましたしね」

「それもまた凄い自信だな。名前を聞いても？　勇者様とやら」

「僕の名はユウキ＝ヤツフサ。勇者ユウキだ。覚えておくといい。この世界を救う者の名前なのだから」

　ベッドの縁に腰こしをかけた状態で、両手を広げて堂々と名乗りを上げる勇者に、蓮弥は軽く肩かたをコケさせる。

　てっきり人の名前を尋ねるなら自分が、と言うお決まりのアレをやるものだとばかり思っていたので、肩かた透すかしを食らったような気分になったせいだ。

　そんなに名乗りたくて仕方なかったのだろうか、と思ってしまうがユウキと名乗った勇者に蓮弥の内心が分かるわけもない。

「それで？　貴方あなたはどこの誰なのかな？」

「この手の人間に、尋ねて返答の有る問いではないだろうそれは」

「そう？　それは残念ですね。そんな気もしてはいたんですけど」

　全裸のまま、ユウキと名乗った勇者は蓮弥から視線を外すとベッドから立ち上がり、部屋の隅へと歩いていく。

　そこに山と積まれている衣服の中から、ユウキは一見デニムに見えるズボンを引っ張り出すと、無造作にそれを穿はいた。

　イケメンが素す肌はだの上にジーンズとは、一部の人が見たら狂きよう乱らんしそうな光景なのかもしれないが、蓮弥にそっち方面の造ぞう詣けいはない。

　ただ、頭の中ではどうやって逃にげようかな、とばかり考えている。

　蓮弥がユウキの前に姿を現したのは、ただ単に潜せん入にゆうがばれていたから、と言うだけの理由だ。

　見るべきものを見て、聞くべきことを聞いたらさっさと退散するに限る。

「異世界から召しよう喚かんされた勇者、と聞いているんだが本当か？」

「なんで名乗らない人にそんなことを教えないといけないんですかね？　まぁいいですけど。そうですよ。僕はこの世界の人達の求めに応じ、女め神がみ様に導かれて来たのです」

「迷い人とは違ちがうのか？　出会うのは稀まれだが、そちらは我々にとってはそれほど珍めずらしくない存在なんだが」

　自分が異世界人であることは、蓮弥はユウキに話すつもりがない。

　あくまでこちらの世界のどこかの国の間者のフリをして通すつもりだ。

　蓮弥の問いかけに、ユウキの顔が不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがんだ。

「間違って迷い込んだ人達と、望まれてここへ来た僕を一いつ緒しよにするだなんて。失礼な人ですね」

　俺もお前と同類扱あつかいはされたくないよ、と内心突っ込む蓮弥。
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　もしかしたら少し表情に出てしまっていたかもしれないが、幸い蓮弥の顔は布で覆われていてその表情が相手に伝わることはない。

「本気で勇者として魔王と戦う気か？　これほど色々食い散らかして今いま更さらやりませんとは言えないだろうが」

「えぇ。だって魔王を倒たおしてこその勇者じゃないですか」

「正気とは思えないな」

「正気ですよ？　それに僕が勇者である限り、人々はこの力と血と身体に群がるんですから」

　蓮弥は身体を滑り込ませた窓まど際ぎわから動かない。

　ユウキはそんな蓮弥の方を見ようともせずに、床に転がったままの女性の一人を髪を掴つかんで引きずり起こした。

　起こされた女性は、髪を掴まれているせいで痛みを感じているはずなのに、低く小さく呻うめき声を上げる以外の反応が無い。

　その頬ほおを、ユウキの舌がべろりと舐なめ上げた。

「たまらないでしょう？　食べ放題ですよ？　食べ物も女の子も。奴ど隷れいだって作り放題。あの子がいいなと言えば夜には用意されているなんて、至れり尽つくせりだと思いません？」

「男としては、常に食いたい放題やりたい放題ってか？　……思った以上にクズだなお前……」

「誰も僕を止められませんしね。僕の機嫌を損ねれば、魔王を倒すものがいなくなる」

「おしゃべりだなぁお前……」

「ええ、ちょっと溜ためがいるものでして」

　溜め？　と言う疑問を覚えるよりも先に、蓮弥の身体はそれに反応した。

　何も持っていないはずのユウキの手に握にぎられていたのは、幅が広く華美な装そう飾しよくの施ほどこされた長ちよう剣けん。

　それが蓮弥からはかなり離れた位置で、蓮弥めがけて一ひと振ふりされたのだ。

　刀身は届くはずもない距きよ離りだったが、蓮弥の身体は攻こう撃げきの気配を察知して床に転がる。

　その上を不可視の刃はが通り過ぎ、窓を一文字に切り裂さいた。

「おや、かわしましたか？　勘がいいんですね」

「いきなり攻撃か、物ぶつ騒そうな奴め」

　一撃をかわしてからすぐに蓮弥は立ち上がって身構える。

　いつまでも転がっていては、追撃の良い的になってしまうがユウキはすぐには追撃を仕掛けては来なかった。

「いえいえ。だってこの場合、貴方が不法侵しん入にゆう者しやで犯罪者ですよ？　アメリカだったら撃うたれてるところですし」

　一いつ瞬しゆん納なつ得とくしかけて、すぐに蓮弥は驚おどろいたような声を作る。

「随分と物騒な所から来たのだな」

　さもその「アメリカ」と言う場所が、ユウキの元の世界で住んでいた国であったと取れるような蓮弥の言葉に、ユウキが長ちよう剣けんを肩に担かつぎつつ呟つぶやく。

「ふむ。アメリカを御ご存ぞんじではない、と」

　なにやらカマをかけられたようだったが、蓮弥はそれに関わるつもりはない。

　今の一撃で半はん壊かいした窓をちらりと見ると、床を蹴けって背中から窓へ体当たりをし、そこを突つき破って外へと飛び出す。

　もちろんそこは地面から遥はるかな高さの空中だ。

　そのまま何もしなければ、落ちるに任せる以外になくなる。

　既すでに勇者に発見されている以上は、こっそりとか穏おん便びんにとか言っている状じよう況きようではない。

　蓮弥は無詠えい唱しようで風の魔術を起動させて全身に風を纏まとうと、そのまま王城の敷しき地ちの外目め掛がけて一直線に飛ぶ。

　眼下ではようやく頭上の異変に気がついたらしい兵士達が、慌あわただしく動いたり、何か叫んで空を指差したりしていたが、取り合っている暇ひまも無い。

　蓮弥の魔力を背景にした飛ひ翔しよう速度であれば、王城から逃げ出すのなど一瞬のはずだった。

　しかし蓮弥は、王城の外に出ることができずに、空中で止まらざるを得なくなる。

　その進行方向の先には、剣を携たずさえたユウキがニヤニヤと笑いながら立っていたからだ。

　もちろん、足下には何も無く、ユウキは先ほどの部屋から一瞬で蓮弥の進行方向へ移動し、かつその状態で浮ふ遊ゆうしていると言うことになる。

「追い越こされた覚えがないんだが？」

「浮遊と短距離転移ですよ。勇者ですからこのくらい簡単なことです」

　手にしていた長剣の切っ先を蓮弥へつきつけて、ユウキが言う。

「これは聖剣ティルヴィング。その切れ味は鋼すら切り裂く」

「それはまた大層な剣で」

「その身で味わいたくなければ投降してください。どこの国の間者か分かれば、そこの国の弱みを握れますからね」

　聖剣と言うものがどれほどのものか蓮弥には分からなかったが、わざわざ名前までつけるのだから鈍なまくらと言うことはないだろうと思う。

　だとすると、今インベントリに収納してある自分の刀で打ち合うことが可能かどうか、と言う疑問が出てくる。

「弱みを握れれば、またそこの姫ひめなり何なりを献けん上じようさせられるでしょう？」

「本当にクズだな……」

「実は僕、貴方が迷い人じゃないかと思ってたんですよ」

　いきなり変わった話題に、蓮弥は訝いぶかしげにユウキを見る。

　ユウキは突きつけた切っ先を微び動どうだにさせずに言葉を続けた。

「明日、僕に献上されるお姫様の身の回りに、そこそこ腕の立つ迷い人が居ると言う情報がありましてね」

　バレてる、とはおくびにも出さず蓮弥は黙だまってユウキを見つめる。

「身の程も弁わきまえずに忍び込んでくるんじゃないかって思ってたんですよ。アテが外れてしまったみたいですけど」

「それで？」

「アテが外れたら外れたで、何か別のいいことがないと、骨折り損のくたびれもうけってやつじゃないですか」

　蓮弥は答えない。

　こちらの世界に骨折り云うん々ぬんの言い回しがあるのかどうか、分からなかったからだ。

　ここで妙な反応をすれば、なんでそれを知っているのかと問われることになる。

「最近、姫とかは食傷気味なので……生きのいい女性騎き士しとかいてくれるといいんですけどね」

　にっこりと笑いかけられた蓮弥は、頭のどこかで何かがぷちっと音を立てたような気がした。

　このままで行くと、明日にはシオンをその毒どく牙がにかけようかという目の前の男が、ぬけぬけと姫は食傷気味と抜かした上に、次は女性騎士がいいと口にした。

　シオンがあれほどの覚かく悟ごをした上でここへ赴おもむいていると言うのにである。

　さらに蓮弥が知る女性騎士と言えば、今は僧そう侶りよであるが、元は騎士であったローナが思い浮うかぶ。

　この勇者とやらはそのことを知れば、次はローナまで食う気になるのではないか。

　蓮弥の所持する技能のうち〈無詠唱〉〈術式並列起動〉〈高速充じゆう填てん〉が一気に最大起動し、人並み外れたと言う形容すら生ぬるい、蓮弥の魔力を吸い上げる。

「女性ってのはな……」

「ん？」

　蓮弥の声に異変を感じたのか、ユウキが首を傾かしげる。

　その顔が、何かに気がついたのかはっとした表情に変わり、剣を握っていない方の手で自分の耳を押さえながら空を見上げた。

　それは眼下にいる兵士達も同じだったらしく、武器を取り落として耳を押さえつつ空を仰あおぐ。

　急激な気圧の変化が、その場に居合わせたものに激しい耳鳴りを発生させていたのだが、勇者も兵士達も、その原因についてはさっぱり分からないまま、なんとなく気配を感じて空を見上げたのだ。

　そしてその行為は、間違ってはいなかった。

「女性ってのは、お前に食わせるエサじゃねーんだよ、消え失うせろこの阿あ呆ほうがぁっ！」

　激情のままに、蓮弥が発動した魔術は風系統の最上位に位置するうちの一つ〈轟ごう雷らい〉。

　その発動の瞬間、天と地を青白く光る巨きよ大だいな柱が繋つないだ。




　後日談ではあるが、その巨大な光の柱は聖都を中心とした半径数十㎞の範はん囲いにある全ての地点から見ることが出来た上に、その後に起こった轟音と振しん動どうは、聖都全域を襲おそい、家が崩くずれたり、窓が破は壊かいされたり等などと言う多大な被ひ害がいを引き起こした。

　直ちよく撃げきを受けた王城の一角では、直径十数ｍの深々とした穴が地面に穿うがたれ、直撃した建物や兵士達は当然のように残らず蒸発。

　勇者はぎりぎりの所で短たん距きよ離り転移による回かい避ひに成功したが、余波でそこそこと言うにはやや深いダメージを受けた。

　そして当たり前のように、どこかの国の間者らしき男の姿は、光の柱が消え去った後にはなくなっていたのである。







第四章　作戦開始らしい







「ねぇレンヤ、ちょーっとやりすぎだったんじゃないかねぇ？」

「ちょっと感情に任せて動きすぎたかもしれない。反省はしている」

「そうだよねぇ。肝かん心じんの勇者逃がして、街に被害ってあんまり笑えないよねぇ」

　蓮れん弥やが勇者目掛けて打ち込んだ〈轟雷〉の魔術の被害は王城のみならず、都市部へもかなりのダメージを与えてしまっていた。

　魔術自体の被害は実に限定的なものであり、王城の敷地の一角に十数ｍの大穴を開けるだけで済んでいた。

　その穴の方は、上から覗き込んで底が見えないくらいの深さだったりしたのだが。

　問題は魔術の余波であり、落らく雷らいの音と大穴を開けた時の振動が周辺の建物にかなりの被害をもたらしていたのだ。

　具体的には振動で崩れた建物や、吹っ飛んだ窓等である。

　夜が明けてから素知らぬ顔でエミルと蓮弥は現場を見に行ったのだが、その余波がもたらした被害に蓮弥は冷や汗あせを流し、エミルはそのすさまじさに目を輝かがやかせたり、爆ばく笑しようしたりした。

　流石さすがに爆笑し始めた時には、周囲の目が痛くて慌てて蓮弥がエミルを物もの陰かげに引きずり込む一幕もあった。

　そのままだと何い時つまでも大笑いしていそうなので、仮面の人物の護衛はどうしたと急せき立てて蓮弥はエミルを宿へと帰す。

　その後、エミルは拠きよ点てんとしている宿へと戻り、蓮弥は周辺住民が自主的に行い始めた瓦が礫れきの撤てつ去きよやけが人の搬はん送そう、手当てと言ったボランティア活動にこっそりとフード付ローブを近くの店で購こう入にゆうして、顔を隠かくして参加。

　そこで蓮弥は知ったのだが、この世界において治ち癒ゆ法術と言うものは非常に貴重であるらしかった。

　蓮弥からしてみれば、ローナが使っているのを何度か見ていたり、治ち療りようを施してもらったりしているのでそんな気は全く無かったのだが、聖都等と言う名前からそれこそ売り物にできるくらいの僧侶がいるのかと思いきや、きちんとした治癒の法術が使える使い手はそう何人もいないのだと住民から聞かされた。

　騎士から転職したと言うのに、治癒の法術が使えるローナの優ゆう秀しゆうさを意外な所で思い知らされた蓮弥である。

　法術がダメならば薬、所いわ謂ゆるポーションの類たぐいならどうなのだろうかと蓮弥は思うのだが、こちらはこちらでポーションが結構良い値段がするもので、街の住民が右から左に用意できるようなものではないらしい。

　あまり目立ちたくない上に、顔を覚えられると困る蓮弥だったのだが、こればかりは自分がしでかした不始末であるので、こそこそと冒ぼう険けん者しや用の雑貨屋の位置を調べて傷薬を購入して住民達たちが持ち出した備び蓄ちく用の資材にいくばくかのお金と一緒に紛まぎれ込ませてみたり、またこそこそと街の住民達が呼んだ治癒の法術が使えるらしい神官を物陰に呼んで、袖そでの下を渡わたしてこれで格安で治療をお願いしたいと交こう渉しようしてみたりする。

　死人が出たり、再起不能者が出たりしなかったことだけが救いだな、と蓮弥は溜ため息いきをつき、取り返しのつかないことにならなくて良かったと胸を撫なで下ろす。

　いかに目の前の勇者に怒いかりのメーターの針が振ふり切ってしまったとは言っても、街の中で使うような魔術ではなかった、と蓮弥は酷ひどく反省し、今度はもっと被害の少ない単体用の魔術を厳選して使おうと固く誓ちかうのであった。

　もっとも、次も怒りに任せて放った場合、すぱっと忘れそうな気もする蓮弥だったりするのだが。

　その作業の最中に、シオン達の乗った魔導船が聖都へと到とう着ちやくする。

　この時ばかりは街の住民達も作業の手を休めて、到着した魔導船の出で迎むかえに向かった。

「レンヤ君は見に行かないのかなぁ？」

　作業を手伝う気のないエミルが、仮面の人物を連れて様子見に来たのはそんな時間帯だった。

　魔導船自体はククリカの街で一度見ているので、物もの珍めずらしさは全く無い。

　そんなことよりもさっさと作業を終わらせてしまわねばと思う蓮弥である。

　エミルに連れてこられた仮面の人物は、今日もやはり頭からフードをすっぽりと被かぶったローブ姿で、蓮弥の姿と合わせると非常に怪あやしさが増す。

「見に行っても仕方ないだろう？」

「えー、愛いとしのシオンちゃんの晴れ姿だよ？」

「市場に売られていく子牛の最さい期ごの姿じゃないのか？」

　冷静に返した蓮弥の言葉に、仮面の人物がコケた。

　もちろん、コケた仮面の人物を助け起こすような殊しゆ勝しような真ま似ねは、蓮弥もエミルもするわけがない。

「買い手の方は元気かねぇ？」

「さて、どうだろうな。まさかアレを回避されるとは思ってなかったんだが」

〈轟雷〉は本来はもっと長い詠唱時間と魔ま力りよく注入を行うことでようやく発動する魔術であった。

　蓮弥の場合は無詠唱と高速充填の二つのスキルを起動させることで、常識では考えられない程ほどの相当な時間短縮を行えていたのだが、勇者はその常識外れの高速起動された魔術を短距離転移で回避して見せた。

　ただ、完全に魔術の効果範はん囲いの外まで飛べたわけではなく、直撃を避さけたと言う程度のものだったのだが、蓮弥からしてみれば予想していなかった勇者の実力に追撃を諦あきらめている。

「しかしあの、短距離転移は厄やつ介かいだな。詠唱も無ければ溜めもない」

　あんなのズルすぎるだろうと蓮弥は憤ふん慨がいする。

　エミルは表情にも口にも出すことはなかったが、その台詞せりふはそのままそっくり蓮弥に返してやりたい気持ちで一杯であった。

「きっと〈勇者〉の能力なんだろうねぇ。魔族が常に手を焼かされる存在なわけだし」

「あれは範囲攻こう撃げきによる面制圧以外手がないな」

　倒しきるつもりであれば、通常攻撃で追い詰つめて短距離転移を行う兆きざしを見つけたら、その使用と同時に周辺一帯を攻撃できる魔術か技能を使うくらいしか今の所攻略方法が見つけられない蓮弥だった。

　蓮弥は無詠唱で魔術を起動できるからまだ良いが、それができないようだと勇者が転移を行うタイミングを見計らってあらかじめ詠唱を終えておかなくてはならず、相当シビアにタイミングを計る必要が出てくる。

　非常に厄介な相手だと言えよう。

「街中でやったら、また同じことになるけどねぇ？」

「ぐ……」

　相手をどこか周囲に被害の及およばないフィールドに引きずりこむような、なんちゃら空間と言った技能はないんだろうかと真しん剣けんに蓮弥は考えてしまう。

「まぁそっちは、なるべく戦わないに越したことはないんだけどねぇ。それでこれからどうするの？」

「城でのイベントの流れは、調べられるか？」

「王城で国王へ謁えつ見けんを賜たまわった後で、勇者と引き合わされ……そこで勇者の力の下、大陸全土に平和をもたらす為ために自分達も力を尽くすと言う宣せん誓せいをさせられる。その後、勇者の陣じん営えいにまた一つの力が参加したことを祝うパーティが開かれる手はずになっている」

　コケた体勢から、なんとか自力で持ち直した仮面の人物が、仮面越しにくぐもった声で言う。

　少し驚いた表情で、まじまじと仮面の人物の仮面を蓮弥とエミルが一緒に見つめる。

　その視線を避けるように顔をそむけて、仮面の人物は一つごほんと咳せき払ばらいをした。

「大体そういう順序で流れるように決まっているんだ。無理に変える必要もないから、そのまま進むはずだ」

「成る程ねぇ。予想通りと言えば予想通りで、予想通りすぎてつまらないねぇ」

「別に面おも白しろさを追求はしてない」

「あっそ。つまらないねぇ」

　ばっさりと切り捨てるような口調の仮面の人物であるが、エミルは気にした様子も無い。

「トライデン公国の一行が泊まる場所もわかるか？」

「魔導船に宿しゆく泊はく予定だ。王城へはわ……姫とお供と護衛が行くが、船の方にも魔導船のスタッフや、護衛の兵士の一部が残っているはずだ」

「一行が王城へ赴くタイミングは？」

「到着して、道の準備ができればすぐだろう。謁見の儀ぎ式しき自体はそんなに時間がかかるものじゃない」

　ふーむ、とアゴに手を当てて蓮弥は考える。

　後先のことを考えないのであれば、実はこの仮面の人物を連れてくる必要は無かった。

　蓮弥なりに、事の後を考えてなるべく穏便に、そして責任の所在を誰だれにも迷めい惑わくのかからない所へと押しやる為に連れてきたと言うのが本当の所だ。

「エミル、アレの発動は？」

「勇者がアレの半径１ｍ以内に入ったら発動。フラウちゃん特製のアレをぶちまけた後、大暴走だねぇ」

「魔導船の内部には、聖せい王国の人間もいるのかな？」

「それはいるだろう。警備の打ち合わせやらで何人かは」

「よし、じゃあこうしよう」

　蓮弥はエミルと仮面の人物を見ながら言い放った。

「とりあえず荷造りをする」

「は？」

　聞き返したのは仮面の人物だけだった。

　エミルは蓮弥の一言で何をすればいいのか、即そく理解したらしく、仮面の人物の背後へ回るとその身体をがっちりと抱だきしめる。

「え？」

「はい、一度宿まで戻ろうねぇ」

「ちょ、ちょっとレンヤ!?　一体何が？」

　蓮弥は答えなかった。

　何な故ぜならば、本人にこれから起こることを理解してもらう必要が無かったからだ。

　エミルは見た目は少女であるが、その本質は魔族である。

　その為に、腕わん力りよくも見た目以上に、と言うよりも見た目から想像できる限界をすっ飛ばして強い。

　軽々と仮面の人物を抱えて宿へと戻ったエミルは、仮面の人物をベッドの上へぽいと投げ捨てると、手早くその下にあった毛布で頭だけ残して全身を包つつみ込んでしまう。

　その手て際ぎわはあまりに巧たくみで、抵てい抗こうする暇も無く包まれてしまう仮面の人物。

　さらに取り出したロープで、まるで肉の煮崩れを防ぐシェフのように毛布の上から縛り上げてしまった。

「え？　え!?　一体これから何が!?」

　尋ねる声にこたえる声はない。

　場所が場所であるだけに、外へ声が漏れる心配はなく、誰かに見られて咎とがめられても特殊なプレイの一環である、と言い張るつもりの蓮弥である。

　ただ、その場合は蓮弥の羞恥心が相当な量犠牲になるわけだったが。

「レンヤ君、こんな感じでおっけーかな？」

　尋ねるエミルに、蓮弥は仮面の人物を縛り上げているロープの具合を軽く確かめる。

　抜け出すことができないようにきっちり縛られているが、身体を締め上げるような結び方はしていないようだと蓮弥は判断した。

「そうだな。苦しくないようにだけしてやってくれ」

　念の為にエミルに注意しながら、蓮弥は宿の店員を呼び出すと、清算を頼たのむ。

「すまんね。急に用事が出来てな。金は余っているだろう？　釣りはいらない、全てとっておいてくれ。それと貴方にも世話になった。これはほんの気持ちだ」

　呼び出されてきた地味な感じのする女性店員の手に、金貨を一枚握らせながら蓮弥は言った。

　チップとしては非常に高価すぎると蓮弥も思うのだが、急なチェックアウトに加えて、背後の惨状について言及されたくない身としては、口止め料の意味合いも込めた金額だった。

　その背後ではぐるぐる巻きにされた仮面の人物の身体を片足で踏んづけた状態で、獲ったぞーと言わんばかりのドヤ顔を決めているエミルがいる。

　蓮弥が言及されたくない惨状がそれであるが、それに触れれば面めん倒どうなことになる気配を悟ったのか、女性店員は視線を向けることすらしない。

「色々とワケありでね。俺おれ達のことについては、内ない緒しよにしていてもらえると助かる」

「……こんな所に来るまともな人はいない……」

「そうか。それでもまぁ気に留めていてくれれば助かるよ。それじゃ世話になった」

　宿の主人によろしく伝えてくれとだけ頼むと、蓮弥は宿を後にする。

　その後ろには梱包された仮面の人物を軽々と肩に担いだエミルが続いた。

「このまま街を突っ切るのかねぇ？」

「無理だな。ここは貧民街だからいいが、普ふ通つうの表街じゃ目立ちすぎる。北側の壁かべを越えて一旦外に出るぞ」

「ちょ、ちょっと誰か説明を！」

　仮面の人物の声は、蓮弥にもエミルにも黙もく殺さつされてしまう。

　よほど上手に梱包されたらしく、もがくことすらできない仮面の人物の口の部分を、エミルが片手で塞ぐ。

　貧民街と言えども、どこに誰の目があるか分かったものではなく、騒がれるのは得策ではない。

　その状態で貧民街を走り抜けた二人は、入った時と同様に軽々と都市の外縁部の壁を飛び越えると、壁伝いに魔導船を目指すのだった。







　王城に於おける謁見の広間と言うものは、何故か長さが長い。

　おそらくは王からなるべく距離を取る為にそんな造りになってはいるのだろうが、あんまり意味は無さそうなんだけどな、とそれは思った。

　魔導船から降りた後、兵士に誘ゆう導どうされるがままに王城へと案内されたそれは、そこで魔導船から荷物を降ろす作業が終わるのを待ち、荷物の中から謁見用にと持たされたドレス一式を侍女達に持ち出させると、シオン用にと聖王国側から用意された部屋でそのドレスに着替える。

　男性の兵士達は当たり前だが部屋の外で待機し、護衛役としては唯ゆい一いつ女性であるローナだけがそれが着替える間もすぐ傍に待機していた。

「シオン……今からでも逃げる気はありませんか？」

　着替えるのも、それに付随するアクセサリーなどの準備も全て侍女任せにしていたそれは、ローナの言葉に意外そうな表情を向ける。

　ぐっと唇くちびるを噛かむようにしていたローナは、視線が自分に向いたのに気がつくと、辺りに声が響ひびくのも構わず、それに詰め寄るようにして言い募る。

「シオンが犠牲になる必要なんてないでしょう？　いかに勇者とは言え、この様な真似が許されるわけがありません！」

「ローナ……声が大きい。聞かれれば色々と面倒な話題だな、それは」

　苦くし笑ようしつつ答えれば、顔に不満げな感情を満たしてローナが黙り込む。

　余程腹に据えかねるものがあるのだろうな、とそれは苦笑する。

　もしローナがこれから起こることを予あらかじめ知っていたらどんな顔をするのだろうと考えると、心の底から心配しているような彼かの女じよに少々悪い気がしないでもないが、どこから話がもれるか分からない以上は知っている人間は少なければ少ない程良いし、細かな打合せができるはずもない。

「ローナ、心配はいらない。私は大だい丈じよう夫ぶだ」

「ですがシオン……」

「本当に問題ないんだ。何も心配する必要は無い。ローナはどうやってククリカに帰るかと言うことを考えてくれていればいい」

「え？　それはもちろん魔導船で……」

「それはそうだな……ああ、それならば、ここから先は私一人で行こう。ローナは魔導船で帰りの支度をしていてくれ」

「シオン？」

「何も問題はない。どうせここからは謁見を行って勇者とやらのご機き嫌げんを伺うかがうだけじゃないか。私一人で十分だろう？　なぁローナ」

　心配そうな表情のローナにわずかに近寄りながら、それはフラウから渡されて仕込んであるうちの一つの栓を緩めて吐息に混ぜ込む。

　匂においも色もないそれは、とても弱い効果しかもたないが、精神的に幾いく分ぶん追い詰められた形で疲ひ弊へいしているらしいローナにはそれで十分だろうとそれは思っていた。

　念の為、近寄ったローナの肩に手を置き、自分と真正面から向かい合う形にして、さらに言い募る。

「問題ない。何も心配することはない、分かるな？」

「……問題ない……何も心配することはない。はい、わかりますシオン……」

　声から張りと力が抜ぬけるのを感じて、効果は間ま違ちがいなく出ていることを悟る。

　やはり少々と言うよりも随ずい分ぶんと悪い気がしてしまうそれではあるが、この後ローナと会うこともないのだから、説明と謝罪に関しては主あるじと蓮弥に任せてしまえと丸投げしてしまう。

「どうせだから侍女や護衛の兵士も船に戻もどしてしまってくれ。ここから先には必要ない」

「はい……わかりましたシオン」

「良い子だ。お前達も仕事が終わり次第、ローナと一緒に船に戻るといい。急げよ？　何か起こってからでは遅おそくなる可能性がある」

　含みを持たせた口調で言えば、吐息の効果は侍女や待機している兵士達にも及んでいたのか、誰も反論を口にすることなく、静かに頭を垂れて恭順を示す。

　それを見て、それは満足そうに笑った。

「シオン様、ご用意はよろしいでしょうか？」

　聖王国側の兵士がシオンを呼びに来た時、部屋の中にいたのはシオン一人だけであった。

　髪かみを自然に背中へ流し、身につけているのは漆黒のマーメイドラインのドレス。

　髪かみ飾かざりに銀をあしらい、胸むな元もとには同じく銀のネックレス。

　両の手首にはこれもまた銀のブレスレットをつけ、部屋の中に一人佇む姿は、確かに美しいことは美しい姿であったが、姫と言うよりはどこか魔ま女じよめいて見えてしまう。

「あぁ、時間か。案内をよろしく頼む」

　兵士の到着に気がついたそれが言うと、気け圧おされたように黙り込んでしまっていた兵士が慌あわてて頭を下げた。

　その様子が可お笑かしかったのか、ころころとそれは笑う。

「シオン様……その、お召し物なのですが」

「これか？　似合っているだろう？」

　笑えみを含ふくんだ声で、ドレスの裾すそを摘まみながらそれは問いかける。

「黒と言うのは……このような祝いの席で……」

「失礼にあたるようなものではないと思うが？　着き替がえようか？」

　言われた兵士は考える。

　女性の身み支じ度たくにはとにかく時間がかかる。

　今からまた人を呼んで、ドレスを脱いで別のドレスに着替えて、アクセサリーやら髪型のセットやらとやりはじめれば、一体どのくらいの時間を要するのかわかったものではない。

　その時間はそのまま、謁見の間で待っている貴族や王族達を待たせ続ける結果となる。

　仮に、今のシオンの姿が失礼にあたるものだとしても、それは兵士の責任ではない。

　そう考えれば、ここからさらに時間を費やすよりも、このまま連れて行ってしまった方が面倒が少ないのではないか、と兵士は考えた。

「いえ、ではご案内致します」

「あぁ、よろしく」

　それは一つ頷うなずいて先導する兵士についていく。

　先導する兵士は、後ろを付いて歩くシオンの周囲に侍女も護衛の兵士もいないことを訝しがったが、どちらにせよ謁見の間へ行けば、外に控えているしかできないのだから、いてもいなくても同じことかと気にすることを止やめてしまう。

　普段ならば、その兵士はもっと深く考え、シオン本人に問いただしたり周囲に確かく認にんしたりしたのだろうが、どこからか流れてくる甘あまい匂いが兵士の思考能力を奪っていた。

　わずかに酒に酔ったような頭の中で、兵士はそれをシオン自身の香かおりか香こう水すいだとばかり思っている。

　しかし実際にはほんの少しだけ開かれたそれの唇の隙すき間まから、その香りは漂い出ていたのである。

　その香りは人の判断能力を鈍らせる。

　フラウ特製の薬の一つだった。







「そろそろ頃合かねぇ？」

　所変わってトライデン公国所属の魔導船の中。

　こっそりと忍しのび込んだ蓮弥とエミルは、結構広い船内の物陰にしゃがみこんでぼそぼそと会話していた。

「アレが船内にいないようだが、あまり早いとあっちがバレるしな」

「通話機能を付けておくんだったねぇ、失敗失敗」

　片手で頭をかきつつ笑うエミルの肩かたには、完全に梱包されてしまった仮面の人物がぐったりした状態で担ぎ上げられている。

　ちょっと無理をさせすぎたかもしれない、と蓮弥は思う。

　人目につかないようにこっそりと素す早ばやく船内に侵入する為に、蓮弥もエミルも遠慮も手加減も無しに動いた。

　それは蓮弥達本人からしてみれば、大したことの無い動きだったのだが、エミルの肩に担がれた状態で上下左右に揺ゆられ、振ふり回された仮面の人物からしてみれば、たまったものではない。

　あっさりと目を回した後は、意識を失ってしまったのか、ぐったりしたまま声を上げることも無くなった。

「合図を決めておくべきだったな」

「決めた所で王城の謁見の間から、何を飛ばせって言うのさ？　無理に決まってるじゃないかねぇ？」

「俺おれはこういう謀はかりごとに向いてないんだよ……」

「見事なまでに、私達のパーティって脳筋ばっかりだよねぇ」

　ケラケラと笑うエミルに蓮弥はぶすっとした表情を向けるが、それはエミルには伝わらない。

　二人とも布を巻いて顔を隠しているせいだ。

「お前、頭脳担当じゃないのかよ？」

「私は研究者で、参謀でも軍師でもないからねぇ」

「都合のいい時だけ、研究者名乗りやがって……」

「あ、ちょっとちょっとレンヤ君。あれ見て」

　船の窓から外をチラ見したエミルが蓮弥を手招く。

　またどうせくだらないことでも言い出すのだろうと思いつつ、エミルが指差す窓から外を見た蓮弥は、街の方からどこかふらふらとした足取りで、金きん髪ぱつの僧そう服ふく姿の女性を先頭にして歩いてくる一団の姿を目にした。

「あれは……ローナだな？」

「あのおっきな胸は間違いないねぇ」

「胸はこの際どうでもいいんだが……そうするとあれは王城に出向いていた奴やつらかな？」

「たぶんそうだねぇ。と、言うことはアレが薬を使ったんだね」

　仕込んでおいた薬のうち、催眠導入のような効果のある薬もあったことを思い出しながらエミルが言う。

　二人の言うアレとは、エミルがシオンの髪の毛から作ったホムンクルスのことだった。

　その体内に幾いくつかの、フラウが作り出した薬を仕込まれており、状じよう況きように応じて吐息にそれらを混ぜ込んで使用することのできるそれは、エミル特製の毒人形である。

　どこでどう転んでも、絶対にシオンが勇者の下へは行かないようにする為に、蓮弥がエミルに作らせたものであるのだが、ベースがシオンであることは実は本人にも伝えていない。

　伝えてしまって、シオンが自分そっくりの人形が毒を吐はくなんていやですとごねられても困るからだ。

　シオンには、ただ身代わりの人形が王城に行っているとだけ伝えてある。

　その毒人形は勇者が人形の半径１ｍ以内に入った時に、所持している内の最も強力な毒を勇者個人にぶちまけた後、魔ま物ものへと変へん貌ぼうする設定になっている。

　勇者が毒を盛られる瞬しゆん間かんを、目にできないことは蓮弥にとってはやや不満であったが、蓮弥は蓮弥ですることがあった。

「それじゃ、やりましょうかねぇレンヤ君」

「まぁ、派手に行こうかね」

　エミルが肩に担かついでいた仮面の人物、つまりはシオン本人を担ぎ直してから適当に近くの扉とびらを蹴り破る。

　蓮弥達にとっては運良く、そこは空き部屋であったが魔族の力で思いっきり蹴られた扉は真っ二つに折れた上に反対側の壁まで飛んで行き、激げき突とつして大きな音を船内に響かせた。

　さらにそれは何らかの警報に引っかかったらしく、船内のどこかで激しい警報音が鳴り始める。

「あ、しまったよーここ出口じゃないやー」

　すさまじく平坦なエミルの台詞に、蓮弥は額をおさえる。

　魔族に芝居を期待するのは無む駄だだとは思っていたが、ここまで酷いとあからさますぎて作戦の進行に問題が生じる虞おそれすらあったからだ。

「何だ!?　何があった!?」

「上だ！　何か破壊されたらしい！」

　どこからか兵士達の怒鳴りあう声が聞こえる。

　そこそこの広さがあるとは言え、やはり船内と言うのは狭せまく感じる。

　兵士達の声もその狭い空間に反響してしまい、どのくらい離はなれた距きよ離りで会話しているのかが、いまいち把握しづらい。

「もう逃げるかねぇ？」

「いや、誰かに発見してもらわないと……それ置いていかなきゃならんしな」

　蓮弥がエミルの肩の上のものを指差す。

「やっぱり置いていくんだ？」

「そりゃな。一応この船でここに来たことになってるわけだし」

「街に帰ったら、何を言われるか怖こわいねぇ」

　イヒヒと笑うエミルに、蓮弥が苦笑を返した時、ようやく待ちかねた兵士達が蓮弥達のいる場所まで辿たどり着いた。

　狭い船内では、さすがに剣けんを振り回すわけにはいかないのか、装備している武器は短い槍やりであり、数名いる兵士達は着ている鎧よろいのデザインが二つに分かれている。

　おそらくどちらかがトライデン公国の兵士であり、どちらかが聖王国の兵士なのだろうと蓮弥は思う。

「貴様らっ！　そこで何をしている！　その肩のものは一体なんだっ！」

「答えろっ！　怪しい奴らめ！　布を取って顔を見せろっ！」

「思ったより、手が回るのが早いっ。おい、それはここへ置いていけ！」

　槍を突きつけながら誰すい何かの声を上げる兵士達へ手の平を向けて、まるで魔術を放つかのような体勢で牽制しつつ蓮弥はエミルに指示を出す。

「しかしーこいつを拉ら致ちするのが今回のー」

　この期に及んでまだ棒読みのエミル。

　後で説教だと思いつつ蓮弥は叫んだ。

「……いいから置いていけっ、このド阿呆がっ！」

　後半の台詞はかなり本気で、蓮弥がエミルを怒鳴りつけるとようやくエミルは肩に担いでいたそれをそっと床ゆかに下ろす。

「逃げるぞ！」

「どちらへー？」

「上だ！　早く行けこの馬ば鹿かっ！」

「賊めっ！　逃がすと思うか！」

　槍を突き出してくる兵士達目め掛がけて、最小限の魔力で起動した風の刃やいばを放つ。

　もちろん、当ててしまえば怪け我がをさせることになるので、狙ねらいは完全に外した状態で風の刃は空しく壁に当たって弾はじけて消える。

　しかし、魔術を放たれたと言う事実と、風の刃が通路の壁をえぐった音で兵士達がたたらを踏ふむ。

　その隙すきに、蓮弥とエミルは船の上の階を目指して逃走を開始した。

「逃がすなっ！　追えっ！」

「この包みは……人か？　仮面が……ってこれはシオン様っ!?」

「だ、誰かナイフを持ってきて縄を切れ！　シオン様だ！」

「馬鹿な、シオン様は今王城に……まさか偽物!?」

「こちらが本物であるとは言い切れないだろう!?」

「しかし……賊が偽物を拉致しようとするはずは……」

　逃げた背後で交わされている会話に、大体は狙った通りに話が進んでいるようだと蓮弥は少しだけ安心する。

　ただシオンの身代わりに、偽物を王城へ行かせただけではトライデン公国の立場が悪くなる。

　それは勇者へシオンを渡すことを拒きよ否ひしたことになるからだ。

　しかし、正体不明の賊が、シオンを誘拐しようとし、その間に偽物が王城へ赴おもむいていたとしたならば。

　仮に聖王国がトライデン公国の不手際を責めたとしても、悪いのは全て正体不明の賊、と言い張ることが可能になるのではないかと蓮弥は考えたのである。

　おそらく、誰がどう考えてもどこで入れ替わったのかは分かることはないだろう。

　その手際の見事さは、賊の正体の不明さにさらなる謎なぞを追加するはずだ。

　もっとも、実際は入れ替わっていないのだからその謎は永遠に解けるわけがない。

　さらに蓮弥は賊の正体には衝撃的なものを付け加えるつもりだった。

　その正体は不明でありながら、一国の姫ひめを誘拐しかけ、さらには勇者に魔の手を伸ばす、と言う設定なのだから。

「その辺は成り行きだけれども……」

　蓮弥は走りながら呟つぶやく。

「まずは俺達が捕まらずに逃げ切らないとお話にならないんだけどな！」

　狭い船内のあちこちから、兵士の足音が響いてくる。

　王城へ赴いた分、大分減っているだろうと踏んでいた蓮弥だったが、思いのほか残っていたらしい。

　先頭を走るエミルが、出会い頭に突き出された槍の穂先を手で払って兵士を蹴り倒たおすのを見つつ、なるべく無意味な怪我人が出なければと思う蓮弥であった。







　槍と言う武器は、あまり主役を張らない武器だと言うイメージがある。

　異論反論は多種多様にあるだろうし、実際に槍と言う武器はそれを最強の武器であると評価する人もいる。

　三間槍を持たせれば農民が武士を殺すと言う評価もあるし、個人で使用する短槍は突く、斬きる、叩たたくと三拍子揃そろった優秀な武器だ。

　神話にも出てくるし、有名どころもかなりある。

　それでも、何故か主役を張れない。

　ほぼ確実に英えい雄ゆうの武器と言ったら剣がまず挙げられる。

　勇者の武器も剣なら、伝説の武器も大体は剣。

　イメージ戦略としては剣に大敗を喫しているのが槍だと言えなくも無い。

　しかしそれはイメージ的な話だけであって、実際相対してみれば、槍と言うものが如い何かに厄介な武器かわかろうと言うものである。

　とにかくリーチが長い。

　単純な戦せん闘とうにおいてはこれだけで相当な優位性を保つことができる。

　下へ手たをすると、この一点だけで一方的にやられる可能性もある。

　穂先を切り落とせば槍など無力、と言い張る人は後世の槍の脅威を知らない人が作った話や映像の見すぎである。

　やれるものならやってみろ、と言いたい蓮弥であった。

　ただ、不利な点もある。

　長ければ長いほど、取り回しに手間がかかるというのが最大のものだ。

　サイドに回りこまれると途と端たんに弱くなるのも槍の特とく徴ちようであると言える。

「もっとも、回り込む脇わきがあれば、なんだけどな」

　ぼそりと呟いて、また突き出された穂先を回かい避ひする蓮弥。

　狭く直線的な通路において、槍を相手にすることは非常に苦しい戦いを強いられる結果となる。

　払っても叩いても、すぐに次の穂先が繰り出されてくる。

　十文字槍のように引いても斬れると言う武器がこの場にないことだけが救いだと蓮弥は思う。

　もしそれがこの場にあったら、とてもではないが素手で対応しきれる気がしない。

　蓮弥の技量をもってすれば、槍の先端だけを狙って切り落とすことはわけのないことではあったが、天てん井じようが低く、幅はばの無い通路での立ち回りとなれば、十全に刀を振ることもできない。

　もっとも蓮弥は刀をインベントリに収納したまま、取り出すつもりもなかったのだが。

　あまり使う者のいない武器は、ただそれだけで使用者の身元を割り出す情報となりえてしまう。

　どれだけ派手なことになろうと一向に構わない蓮弥ではあるが、今この場にククリカの冒ぼう険けん者しやのレンヤがいた、と言う情報だけは絶対に秘ひ匿とくしておく必要があった。

「もうこれさ。面倒だから天井ぶち抜いて逃げたりしたら駄だ目めかねぇ？」

　うんざりした声音でエミルが天井を仰ぎながらぼやく。

　魔族である彼女にとって、相手を殺さず、自分も怪我をしないように戦うということは思ったよりもストレスを感じるものらしく、声に疲ひ労ろうの色が濃い。

「何かご褒美でもないと、やってられないよこれ？」

「交こう渉しようには応じる。何か考えておけ」

「おや？　言ってみるもんだねぇ。ちょっとやる気が出てきたよ」

　蓮弥の返答に気を良くしたのか、エミルが一歩前へと踏み出す。

　その小こ柄がらな身体に、途端に襲おそい掛かる複数の槍の穂先。

　その多さは一いつ瞬しゆんとは言え蓮弥が焦あせりを覚える程であったが、エミルはそれらを回避しようともせずにその細い腕うでを一いつ閃せんさせて薙なぎ払った。

　本来槍の柄と言うものは人の打だ撃げきでそう簡単に折れる代しろ物ものではない。

　そんな脆もろいものであれば、標的に突き刺した時の衝撃で折れかねないからだ。

　しかし、魔族の力に物を言わせたエミルの一撃は、槍の柄をまるで小枝をへし折るかのような手軽さで、まとめて叩き折ってしまう。

「うおぉ!?」

「槍が素手で……化け物かあいつはっ!?」

「替えだっ！　替えの槍を早く持って来いっ！」

　その一撃の威い力りよくに、思わずと言った感じで身を引いてしまう兵士達。

　それにくるりと背を向けて、エミルは蓮弥を押すようにして走り出す。

「ほら、さっさと逃にげる！」

「言われずとも分かってる！」

　一目散に逃げ出す二人の背後から、替えの槍を持った兵士達が追いかけてくる。

　兵士達からしてみれば、上へ上へと逃げる蓮弥達を追い詰つめているつもりなのだろうが、上へ行くのが目的である蓮弥達からしてみれば、状況は順調に流れていると言えた。

　さらに数回の交戦を重ねて、蓮弥達は階段を駆け上がり、いくつかのハッチらしきものを抜け、とうとう魔導船の居住区の屋上へと抜け出る。

　追跡してくる兵士達を、エミルが再度力に物を言わせて押し返し、屋上へと出た二人が見たものは。

　爆発音と共に建物の一部が吹き飛んでいく王城の姿と、そこからゆっくりと姿を現した紫色の泥人形のような巨人の姿であった。

「……なにあれ？」

　低い唸うなり声を上げながら、建物が吹き飛ばされてできた穴あなからずるずると出てくる巨人に、あっけに取られたような蓮弥が呟く。

「何って……ご注文の魔物じゃないかねぇ？」

「でかすぎるだろ!?」

　王城自体と比較して、その巨人はおよそ10ｍを超こえる大きさがあった。

　蓮弥達を追いかけて、屋上に出てきた兵士達も、蓮弥の視線を追った先にいる紫色の巨人を見てパニックを起こし始める。

　そりゃ大陸の中心である聖王国の、さらにその中心部である聖都の、その心臓部とも言える王城にあんな馬鹿でかい魔物が突如出現すればパニックにもなるか、とうろたえて右往左往する兵士達を見ながら思う蓮弥。

　この事態に関してのみ、兵士の練度が低いとは責められないなぁとも思う。

「王城に魔物がっ!?」

「馬鹿な……一体どこから……」

　兵士達の声が聞こえる中、崩くずれた王城の壁に手をかけて、身体からだを乗り出していた紫色の巨人の身体のあちこちから小さな爆発やら炎の柱やらが巻き起こる。

　どうやら王城に詰めていた魔術師や兵士達の攻こう撃げきが始まったらしい。

　王城に勤めているくらいなのだから、それなりの実力を持った者達による攻撃のはずだったのだが、それらの攻撃は巨人の身体の表面で炸さく裂れつするばかりで、巨人本体は何も感じていないように立ち尽くしている。

「硬いな、あれ……」

「そりゃ、ああ言うゴーレムの基本性能は硬い、でかい、鈍にぶいの三拍子だからねぇ」
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　大きな被ひ害がいを出したいわけでもないので、蓮弥はエミルに注文をつける時に攻撃能力に関しては皆かい無むでなんとなく魔物だと分かればそれでいいと言っていた。

　言うなれば、ただの虚こ仮け脅おどしである。

「攻撃能力が皆無な分、防ぼう御ぎよ能力には力を入れたからねぇ。物理防御も魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよもがっちがちだよ」

「自分で注文しておいて言うのもなんだが、ひたすら邪じや魔まなだけかあれ……」

「お、おい。貴様らっ！」

　なんだか生なま温ぬるい視線で立ち尽くしている紫色の巨人を見つめる蓮弥とエミルに、どうにかショックから立ち直ったらしい兵士の一人が、手にした槍をつきつけながら叫ぶ。

　そのつきつけられた槍も、それを握る手も、ぷるぷると震えているのには蓮弥もエミルも気がついていたが、この状況下でいち早く立ち直っただけでも偉えらいな、と思ってしまう。

「あれも貴様らの仕し業わざか！」

　問われて蓮弥とエミルは一度お互いの顔を見合わす。

　さて、どう答えようと蓮弥が考え込み、エミルはあっさりとその場を蓮弥に譲った。

　一応、自分の演技力の無さには自覚があったらしい。

「答えろっ！」

「ふ……ふはははははははっ！」

　こうなればもう自や棄けで、ノリと勢いで突っ走ってしまえとばかりに蓮弥は高笑いをあげる。

　ぎょっとした表情でわずかに身を引く兵士に向き直り、蓮弥は大きく両りよう腕うでを広げた。

「言わねば分からぬか！　オロかなニンゲンども！」

「なっ!?　き、貴様……」

　羞恥心からなのか、言葉がカタコトになりかける蓮弥であるが、状況が状況であるせいなのか兵士には気づかれなかったらしい。

「そこは人族の方がそれっぽくてグッドだねぇ」

　蓮弥の背後に隠れながらぼそぼそと小声で指摘するエミル。

　俺は腹話術の人形か何かなんだろうか、と思いつつ、蓮弥は続ける。

「人族の姫を攫さらい、魔ま王おう陛下に献けん上じようし、貴様らが希望と縋すがる勇者を亡き者とせんが為ために我らは今、ここにある！　姫の身み柄がらを確保する事には失敗したが、見よ！　勇者を匿かくまい魔王陛下にたてつこうとする貴様らの城はここに崩れた！」

「いやー……魔王様も人族の姫とか献上されても困るんじゃないかなぁ？　今の魔王様って男だっけ、女だっけ？」

　どよめく兵士達の声にかきけされて、エミルの呟きは蓮弥の耳にしか届かなかった。

　さすがに聞きとがめて蓮弥は肩かた越ごしに背後を振りかえる。

「やっぱりいるのかよ、魔王？」

「さぁ？　私はなーんにも知らないねぇ」

　蓮弥の背中に自分の背中を預ける形で、自然に視線をそらすエミル。

　状況が許すのであれば、振り返って問い詰めたい蓮弥であるが、状況はそれを許してくれそうに無い。

　城に手をかけた状態で、何をするでもなく立ち尽くしていた紫色の巨人の胸の辺りで、一際大きな閃光が発生する。

　少しばかり眼を凝らしてみれば、空中を駆けるように移動しつつ紫色の巨人に斬りかかる、光り輝く剣を持った人ひと影かげがなんとなくではあるが見えた。

「今の一撃は結構削ったねぇ。あれ勇者かな？」

「遠目で良く分からないが、たぶんそうだろうな。あいつ馬鹿なんじゃないのか？」

「なんで？」

「なんでわざわざ空飛んで斬りかかるんだよ？　ああ言う場合は足を切り落とすのが先だろうに」

　自分より身体の大きな相手は、まず手の届く部分から潰せと言うのは戦い方においては定石と言うのも恥はずかしくなるような常識だ。

　わざわざ自分の足下がおろそかになるような飛んだり跳ねたりを駆使して斬りかかる等などと言う行こう為いは愚の骨頂であると蓮弥は思う。

「ま、いずれにせよ。勇者様の服毒は確実だねぇ」

　誰だれかに何かを仕し掛かけるときは、できることならば二段構えにしておかなくてはならないと蓮弥は思う。

　常に保険を掛けておく、と言うことなのだが、今回に限って言うならば偽シオンの周囲１ｍに勇者が踏み込んだ時に撒まき散らす毒が一段目。

　二段目はその後に出現する毒人形自体が同じ毒を常時、体中から発散していると言うことだった。

　王城に魔物が出れば、それが強力であるように見えれば見えるほど、勇者自身が撃退に動かなくてはならなくなる。

　それを見越して蓮弥は巨人状態でも周囲に毒の影えい響きようを及ぼせるようにエミルに依い頼らいしていたのだ。

　勿もち論ろん、そのせいで無関係な人達にも被害者が出ることになるのだが、命に関わるような毒ではないので巻き込まれたことを不運と思って諦あきらめてもらおうと蓮弥は思っている。

　フラウ特製の毒薬「浮気のカプリシア大罪ルクライム」

　レベル９と言う猛もう烈れつな強さを誇ほこるこの毒薬は、男性にのみ機能し、服毒した男性が女性に触ふれるだけで激しい動悸に息切れ、猛烈な腹痛と頭痛、放っておくと脱だつ水すい症しよう状じようにまで陥おちいる吐き気を催もよおさせる。

　さらに女性の体液に触れようものならば、その部分が即時に爛ただれて行くと言うおまけつきだ。

　そのくせ男性機能には一切の影響を与あたえないと言うのだから始末が悪い。

　簡単に説明するのであれば、極度の女性アレルギー体質へと変貌させる薬なのだ。

　その手の欲求はそのままに、その欲求が果たされない身体にされてしまうのだから酷ひどい話だ。

　さらにはフラウが以前口にしたように、解げ毒どく方法がほぼ無い。

　この話を聞いた時、蓮弥はその内容のすさまじさに思わずフラウから距離を取ってしまうほどだった。

　その表情はフラウから見ても驚おどろくくらいに恐きよう怖ふに引き攣つっていたらしく、もし蓮弥が間違って服毒してしまった場合は責任をもって解毒するからと何度も説明するくらいだった。

「本来の使用方法は、女性が最初にこれを飲んで、男性と交渉を持つことで服毒させるんだけどねぇ。この方法の場合は服毒させた女性だけが毒の効果から除外されると言う素す敵てきな仕様なんだ」

　つまり、女性には効果を及ぼさない毒なのである。

「お前、間違っても使うなよ？」

「あれ？　レンヤ君、複数の女性と関係を持つ気ありありなわけ？」

「そうは言ってない……」

　そう取られても仕方がないかと思いつつも、一応は反論しておく蓮弥だ。

　その間にも、勇者は巨人の周囲を飛びまわり、聖せい剣けんによるものらしい強烈な攻撃を叩き込んでいく。

　そのたびに、開かれた傷口からは血しぶきにも似た紫色の液体が飛び散り、勇者の身体を汚していく。

　この毒、一応は粘ねん膜まく吸収による摂取で効果を表すが、揮発性に優れており、発生した気体に関しても毒性は全く変わらない。

　ただ、空気に触れると数分で酸化により劣れつ化かし、無害化する。

「はっ！　見たか賊ども！　あの勇者殿の力を！　巨人は為す術すべもないではないか！」

　おそらく聖王国所属の兵士なのだろう。

　一方的に巨人を攻撃する勇者の姿に勢いを得たのか、槍を掲げて高らかに言い放つ。

　その周囲にいた兵士達も同じく、槍を掲げ勇者の力を賞賛する声を上げるが、事情を知っている蓮弥やエミルからすれば、あ、そうなの？　以上の感想を持てない。

「ほら、ここは一発それらしいことを言って撤退しないと、いつまでもこのままだよ？」

　背中をつんつん突きつつ言うエミルに、蓮弥はなんと言っていいやらその手の知識の持ち合わせの無い頭を振り絞って考える。

「あ、えーと……、おのれ勇者め！　命冥加な奴よ！　だが次はこうはいかぬ！　第二第三の刺客の影かげに怯おびえ、その時が来るまで束の間の平和に浸るが良いわっ！」

「なんかもう、君が魔王ってことでいいんじゃないかねぇ？」

　赤面して端っこの方で膝ひざを抱かかえていたい気持ちで一杯の蓮弥に、追い討ちをかけるエミル。

　何な故ぜかそのエミルの呟きだけはしっかりと兵士達の耳に届いたらしい。

「貴様！　魔王なのかっ！」

「んなワケがあるかっ！　こんな所までのこのこやって来る魔王がいるなら連れて来い！　説教してやるから！　よしんば俺が魔王だとしたら、こんなショボい戦果で撤退なんぞするか！」

「逃げるつもりか！　貴様！」

「あ……」

　やっちまった、と言う表情になる蓮弥。

　その背後に控えていたエミルが、蓮弥の腰こしにそっと腕を回して背後から抱き締める。

「なんだか締まらない話になっちゃったけど、そう言うわけだから。君らも大切な勇者様の所に行ってみた方がいいんじゃないかねぇ。あんな風に戦ってはいるけれど、無事と決まったわけじゃないよねぇ？」

「な、何っ!?」

「それじゃあね」

　そっと囁ささやくようなエミルの言葉。

　そのあまりに静かな囁きに、兵士達の対応が一瞬遅れた。

　その一瞬の隙に、エミルの背中から一対の黒い皮ひ膜まくの翼つばさが出現する。

　とん、と一つエミルが床を蹴ると、ふわりと二人の身体が浮うき上がった。

「しまった！　飛んで逃げる気だぞ！」

「誰か弓持って来い！」

　兵士達の叫さけび声が聞こえるが、既すでに遅い。

　エミルは背中の翼を一度大きく羽ばたかせると、兵士達の手の届かない高さへと飛び去っていったのである。

　兵士達の声も届かない高度にて。

「エミル、魔族って背中にそんなの生えてたっけ？」

「ダミーだよっ！　風の魔術の増幅使用に決まってるじゃないかこんなのっ！」

「余よ裕ゆうなさそうだな？　俺は背中に色々当たって気持ちいいけど」

「アホーっ！　自分で飛べるんだからさっさと飛んでくれないかねぇ!?　背中のこれも邪魔だし、二人飛ばすのは辛つらいんだよっ！　さっさとしないと落とすかもしれないよ！」

「んー……もうちょっと」

「そう言うの後にしてくれないかねぇっ!?」







「状況の説明と確認をお願いできますか？　勿論、拒否権はありません」

　テーブルを挟はさんだ向かい側の席に腰こし掛かけている少女は開口一番そう切り出した。

　フラウが淹いれてくれた紅茶に口をつけながら、蓮弥はソファーに深く腰をかけた状態で、じっとこちらを見つめているその少女を観察する。

　髪かみは濡ぬれた烏からすの羽の色で、結うこともなく背中へストンとまっすぐに落とし、前髪は眉の上辺りで一文字に切りそろえられている。

　意思の強そうなやや太目の眉の下には、きりっとした印象を受けるやや吊り気味の瞳ひとみ。

　細く整った顔立ちが、その少女が身にまとう鋭利な雰ふん囲い気きに拍車をかけている。

　服装は、フラウ曰いわくかなりお金をかけて仕立てられた良いものらしいが、落ち着いた配色の男性物の上下だ。

　最初見た時には男性だろうかと思ってしまった蓮弥だが、胸の辺りが控えめにではあったが確実に膨らんでいるのを見て女性だと理解した。

　尋たずねる前に気がついてよかったとつくづく思う蓮弥である。

　その少女の傍かたわらにちらと目を向ければ、何故かシオンとローナの二人が、床に直接正座させられているのが見える。

　別に悪いことをしたわけでもないのにと蓮弥は思うが、少女が有う無むを言わせず二人に正座を強制し、二人は何故だか反抗することもなく、命じられるがままに正座をしていた。

　ちなみに、正座や土下座は昔流れてきた迷い人が人族に広めたらしく、今では誰でも知っているものなのだとクロワールが蓮弥に耳打ちした。

　エルフには受け入れられなかったらしく、知識としてそう言うものがあると知っているらしい。

　そのクロワールは蓮弥の左隣にちょこんと座すわったまま、紅茶の入ったティーカップを両手で持ちつつ、息を吹きかけて冷ましている最中であり、右隣にはエミルが、こちらはだらしなくソファーにふんぞり返った状態でニヤニヤと笑いつつ状況を見守っている。

　フラウはそこが定位置であるかのように、蓮弥の背後に控えたまま、言葉を発することがない。

　部屋中女性だらけだ、と蓮弥は落ち着かない気持ちになる。

　思わずアズ辺りを呼びつけて、心のオアシスにしたい気持ちになるが、今回の件に関しては全く無関係の人物であるので、呼びつけて巻き込むわけにもいかない。

　何か言わなくてはいけないのだろう、と蓮弥は口を開いた。

「なんのことやらさっぱり分からない」

「そんな答えは要求していません」

　一刀両断に即そく答とうされて、蓮弥は困った表情を浮かべる。

　どうやらとぼけることすら許してはくれないらしい。

「なんのアテも無しに訪問しているわけではありません。メイリア＝ファム＝ファタールがこの場にいると言う意味をご理解下さい」
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「そうは言われてもな……」

　顔に困った表情を浮かべたまま、蓮弥は視線を正座中のシオンに向ける。

　慣れない正座の姿勢の為に、襲いくる足の痛みに必死に耐たえているシオンは、蓮弥の視線が自分の方を向いているのに気がつくと、そっと首を振ふった。

「事前に、私の愚姉にも話は聞いております」

　蓮弥の視線の先に気がついたのか、少女は平坦な口調で言う。

　何をゲロしたのかは分からなかったが、これで迂う闊かつな事は言えなくなった、と蓮弥は憂鬱な気分で思う。

　メイリア＝ファム＝ファタールと名乗った蓮弥の目の前の少女は、名前からわかる通りシオンの関係者、と言うよりは彼かの女じよの言う出来の良い妹その人であった。

　聖都で大おお騒さわぎを起こした後。

　蓮弥とエミルは一足先にククリカの街へと行きで使った車で爆ばく走そうしながら帰還し、やや遅れてシオンとローナが魔導船で帰還を果たした。

　一応、ククリカの街を蓮弥達たちが空けていると言うことは、フラウにお願いをして周囲にばれないようにしていたので、途と中ちゆうからはこっそりと街に入る羽目になった蓮弥とエミルであるが、二人の技量を以もつてすればそう大した作業でもなかった。

　シオンとローナは、街を出る時は大々的に広報して出て行ったので、帰って来た時もそれは派手な出で迎むかえがあったのだが、二人の身柄は街に到とう着ちやくすると同時に兵士達に囲まれてどこかへ連れ去られていった。

　自国の中において、そう危険なことにはならないだろうとタカを括っていた蓮弥だったのだが、どうやらこの妹殿がシオンとローナを拉致した犯人であったようだ。

「その二人から何を聞いたのかは知らないが。俺おれは何も知らないよ」

「あくまでシラを切りとおすつもりですか？」

　じろりと蓮弥を睨にらみつける視線は、酷く険しかった。

　シオンの妹であると言う情報と、体つきから考えてもおそらくは15歳さい前後くらいだろうと思われるが、とてもその年とし頃ごろの少女がするような目つきでもなく、その歳としで出せるような眼光でもない。

　なんとなく厄やつ介かいなのに目をつけられたらしいことを蓮弥は理解する。

　面めん倒どうだから一服盛ってお帰り願おうかとも思ったのだが、これにはフラウが首を縦に振らなかった。

「ちゃんとしたお客様なの。この家を預かるメイドとして、そんな無作法はできないの」

　事前に連絡を入れ、ちゃんと正門を潜くぐり、手て土産みやげまで用意してきたメイリアを、フラウは非常に珍めずらしいちゃんとしたお客様だと認にん識しきし、それを害することはたとえ持ち込まれた話が蓮弥にとって好ましくないものだとしても無碍に一服盛ることには賛同できないと言い張った。

　正論すぎてぐうの音も出ない蓮弥である。

　事前連絡の時点で、どうやらシオンの妹らしいと察した蓮弥は、きっと無事に戻もどってきた姉にでも会いに来たのだろうとあまり深く考えずに訪問を了りよう承しようしてしまっていた。

　断っておけばよかった、と今いま更さら思っても後の祭である。

「そうは言われても知らないものは知らない」

「強情な方ですね。予想はしてましたが……ではこちらで好き勝手にしゃべらせて頂きます」

　上着のポケットから小さな手帳を取り出すと、ページを開いて蓮弥を睨みつけながらメイリアはしゃべり始める。

「まず、今回の件の首謀者には国境の関所破りの嫌疑がかけられています」

「悪人だな」

　短く答えを返す蓮弥から目をそらさないメイリア。

　そんなにこちらをじっと見つめ続けるのであれば、手帳を開いた意味など無いのではないかと蓮弥は思ってしまうが、そんな蓮弥の思いには気がつかず、メイリアは先を続ける。

「聖都への不法侵しん入にゆうも追加されています」

「良く警護の兵士なんかに気がつかれなかったもんだ」

「門番の兵士が保身に走った結果のようでして……他国の話ですので、どうでもいいんですが」

　顔も知らないであろう兵士の行動を、どうでもいいとばっさり切り捨ててメイリアの言葉は続く。

「勇者ユウキ＝ヤツフサと、十数名の貴族、並びに聖王国の王族へ毒物を使用した、と言う嫌疑もかけられております」

「そりゃ大変だ。皆殺しか？」

　尋ねる蓮弥の口調に乱れは無い。

　ほんのわずかにではあったが、メイリアの視線の険しさが増す。

　どうも、知っているくせに、と言いたいようだったが、蓮弥は素知らぬ顔を貫つらぬき通す。

「いいえ、致ち死し性せいのものではなかったようですが……それ以来、被害者の方々は女性を身近に近づけることができなくなったようです」

「妙みような毒もあったもんだ。王族がそれだと世継ぎができなくて大変だろうに」

　完全に他ひ人と事ごととして話す蓮弥。

「王族にとって世継ぎを生なすことは義務ですから、ベッドに縛り付けてでも作らせるでしょう。そこまでしなくても代だい替たい品ひんはあちこちに用意されているでしょうが」

　答えるメイリアの言葉も他人事の口調だ。

　言われて蓮弥はエルフの国の皇こう帝ていの顔を思い出す。

　あれはやりすぎだとしても、それに良く似た規模の小さなことは人族の国でも王族であればどこでも同じようなことをやっていて不思議ではない。

　途絶えてしまえば国が滅びかねない話なのだ。

　やりすぎて国を割るようなことになれば本末転倒ではあるが、そうならないように手を打ちつつ、スペアを沢山用意しておくのは当然のことだった。

「我が国の僧職にして姉の警護に当たっていたローナ＝シュバリエ並びに侍女、警護の兵士達にもその精神を惑わすような毒物を使った形跡があります」

　蓮弥の視線が、正座しているローナへちらりと向いた。

　すぐにローナはぷるぷると首を振る。

　どうやら気にしていません、と言う意思表示をしたいらしいが、いろんな所が一いつ緒しよにぷるぷると揺ゆれるので、やや慌あわてて気がつかなかったように蓮弥はメイリアへと視線を戻す。

「さらに王城の破は壊かい、我が国所属の魔導船への不法侵入、シオン＝ファム＝ファタールへの不ふ埒らちな悪行三昧……」

「不埒!?」

　驚いた声を上げたのはシオンだ。

　その声に反応して、シオンの方を向くメイリアに、シオンは抗こう議ぎの声を上げた。

「不埒とは何だ？　そんな真ま似ねはされていない！」

「言い直します。簀す巻まきにされた上に連れ去られかけたシオン姉様」

「ぐっ……」

　メイリアの冷たい視線に負けて、シオンが黙り込む。

「とにかく、主な罪状を挙げていけば国境破りに都市や公的な設備への不法侵入、毒物使用に建造物破壊、暴行に誘拐と極悪犯罪のオンパレードです。殺人が入っていないのが不思議なくらいです」

「犯人の目星は？」

「聖王国側は、魔族或あるいはそれに連なる者だろうと言うことでほぼ固まったようです」

　手帳をぱたんと閉じ、上着のポケットに戻してからメイリアは蓮弥との間にあるテーブルの上にずいっと身体を乗り出してきた。

「しかし、私はこれだけのことをやってのけて、さらに動機まである人物に心当たりがあるのですが？」

「それは大したものだ。トライデン公国の情報収集能力は非常に高いのだな」

「それは目の前にいるのですが」

「身に覚えがない。謂いわれのない疑いには断固として反抗する」

　睨むメイリアに負けじと見つめ返す蓮弥。

　しばらく続いた視線による攻防は、やがてメイリアの方が折れて視線をそらした。

「そうですか。見込み違いだったようです。失礼を申し上げました。お詫わび致します」

　あっさりと引いた上に、乗り出していた身体をソファーへと戻して頭を下げるメイリア。

　あまりにあっさりとした様子だったので、メイリア以外の全員が意外そうな顔になった。

　それらの視線に気がついたのか、メイリアは肩かたをすくめて淡たん々たんと語りだした。

「実の所どうでもいいんです。犯人が誰か、なんてことは。国境破りなんて珍しいことじゃありませんし、魔導船への不法侵入だって、あれ自体機密扱あつかいと言うわけでもないですし」

　膨ぼう大だいな距きよ離りに及およぶ国境全てを国が管理しているわけではない。

　当然、関所以外の所を通り抜ぬけるならば、それ相応の危険が伴ともなうが大おお雑ざつ把ぱな網あみしか張っていないのだから、抜け道はいくつもあるのだとメイリアは言う。

　見つかれば罪になる行為だが、見つからなければ犯罪ではない、くらいの考えでやっていないと人手がいくつあっても足りない事態に陥ってしまう。

　魔導船への不法侵入も、現行犯ならば罪だが、逃げ切られたものを追いかけてまでどうこうするような罪ではないらしい。

「シオンの誘拐に関しては？」

　本当にそんなのでいいのかと思う蓮弥が問いかける。

　仮にも一国の姫ひめ君ぎみを拉ら致ちしようとしたのだ。

　普ふ通つうに考えれば、地の果てまで追いかけてでも国家の面子メンツにかけて犯人を捜し出し、罪を償わせなくてはならないように思えるのだが、メイリアの返答は蓮弥の予想の遥はるか遠くを行くものだった。

「そっちはさらにどうでもいいです」

「メイ!?」

「第一公女、と大層な肩書きが付いていますが、実際は無位無冠ですし。良く似た他人をこっちが本物でしたと立てた所で、大勢に影響ないですし」

「分かってる。分かってはいるんだが……実の姉にそれはあんまり……」

　随ずい分ぶんと酷い扱いだなと蓮弥は思ったが、本人もそう言う扱いなのは分かっているらしい。

　分かってはいるらしいが、面と向かってはっきりそう言われると、なにやら切ないものがあるようだった。

　とても情けない表情で、がっくりと項うな垂だれるシオンを見て、メイリアはぼそっと呟つぶやく。

「冗じよう談だんですが」

「きつい……きついよ、メイ……」

「第一公女の地位を退いて、私に次期大公になれと言った時に私が受けたショックに比べれば、なんてことはないでしょう」

「仲が良いことは素晴らしいんだが……じゃあ今日はどんな用事でこちらへ？」

　放っておくと、シオンが再起不能の精神的ダメージを受けかねないと見た蓮弥が口を挟む。

　まだ何か言い足りないような顔をしているメイリアだったが、こほんと一つ咳せき払ばらいをし、改めて蓮弥の方を向くと、どこかかしこまったような口調で。

「これからお話することは、ここだけのお話とさせてください」

　ぐっと真しん剣けんみを増したメイリアの顔に、なんとなく気け圧おされるようにして、蓮弥はこっくりと頷うなずいて見せるのだった。







第五章　内緒の話らしい







　なんでこうなった、と言う疑問をこちらの世界に来てから思うのは一体何度目になるのだろうと蓮れん弥やは苦々しい思いで噛かみ締めていた。

　ククリカの街の軍事区にある練兵場でのことである。

　今、蓮弥の目の前には訓練用の武装に身を包つつんだ百名からの兵士達が、なんとなく所在無さげに立ち尽くしている蓮弥を、胡う散さん臭くさいものでも見るような視線で見つめている。

　疑問だらけの百の視線を浴びた蓮弥は非常に居い心ごこ地ちが悪そうな顔で、さてなんと口を開いたものか思案していたが、やがてどこか諦めたように口を開いた。

「あー……レンヤ＝クヌギ。冒ぼう険けん者しやだ。本日より諸君らの訓練を、メイリア公こう姫き殿下より依頼されて担当することとなった。……とりあえずよろしく」

　なんだこいつは、と言う複数の視線に晒さらされつつ、本当になんでこうなった、と蓮弥はこれまでのことを思い返す。




　事はメイリアが蓮弥の屋や敷しきを訪ねた時まで遡る。

　口外無用と念押しされて、その場に居合わせたうちのエミルを除く全員の顔がわずかながらにも強こわ張ばったのを見て、メイリアが苦く笑しようした。

「機密事項をお話するわけではありません。公的には広められない類たぐいの内緒話程度のことです」

「聞きたくない要素がそれだけで十分すぎるんだが……まぁいい。それで？」

「まずは今回の件の首謀者様に、お礼を申し上げたいと思うのです」

　ソファーに座った体勢のまま、膝をそろえてきちんと姿勢を正したメイリアは、そこから深々と頭を垂れた。

　それは明らかに蓮弥に対しての礼であったが、蓮弥はそっと視線をメイリアから外す。

「ここにそんな奴やつは……」

「はい、居ないことは分かった上で、です」

　頭を戻して、メイリアははっきりとそう言うと微笑を浮かべる。

　彼女に対してはきついイメージばかりが先行していた蓮弥だったが、その笑えみを見て、初めて彼女に年相応の可愛かわいらしさもあるのだな、と思ってしまう。

　それが顔に出てしまっていたのか、シオンとローナはどこか複雑そうな表情を浮かべ、エミルはにやにや笑いの度合いを深くし、フラウは目を伏せたまま微び動どうだにせず、クロワールはそっと蓮弥の脇腹を肘ひじで突いた。

「包み隠かくさず申し上げるのでしたら、今回の一件は、いかに相手が人族希望の勇者であるとは言え、あまりに酷い話。それでも魔族の脅威から国の民たみを護まもる為なのであれば、従う以外の方法もなく」

「まぁそうだろうな」

　心情的な問題を別とするならば、事の是ぜ非ひは置いておくとしても、話としてだけは蓮弥にも理解できる事ではあった。

　もちろん、ならば従うのかと問われれば、全力で潰つぶすと返答しただろうが。

　一人の犠牲で国が護れるのならば、選せん択たくの余地が無いのが為い政せい者しやと言うものである。

　全てを犠牲無く護る、等と言う夢物語を口にするのは、底抜けの馬ば鹿かか物語の中の主人公だけだ。

「私が行くと言う事であれば、諦めもついたのです。次期大公ですから、勇者に傷物にされた所で婿のなり手は腐くさるほどいますし、仮に勇者を篭絡できれば儲もうけ物ですし。けれども一線を退いた姉を行かせると言うことは、私も母も承服しかねることであり……もう聖せい王国ごと滅ぼしてしまえと言う話も……」

　しゃべるメイリアの目つきが怪しいものへと変化していくのを見み咎とがめて、慌てて蓮弥が口を挟んだ。

「穏やかじゃないな……」

「トライデン公国は人族の大陸では勢力第二位ですが、常日頃から魔ま物ものとの戦いを経験し、人族の大陸における防波堤の役割を果たす軍事国家でもあるのです。聖王国とのタイマンなら、絶対負けません」

「そうはいかないんだろう？」

「残念ながら。どんな国においても神しん殿でんの影響はありますので、おそらく連合軍対トライデン公国と言う図式になるでしょうね。しかも勇者がいますから、勝つのは無理でしょう」

　蓮弥の言葉をすんなりと肯こう定ていするメイリア。

　当然だろうなと思う蓮弥であるが、蓮弥とメイリア以外のメンバーは、なんとなく蓮弥をぶち当てれば結構良い勝負になるのではないか、と思ってしまっている。

　あながち的外れな考えではない事実が恐おそろしいが、その事実を正確に把握できている人物はこの場にはいない。

「それと……いくら私と母が止めても、この姉がどうしても自分が行くと言ってきかないもので……頭の足りない姉のこと、まさか勇者と言う単語に魅かれて喜び勇んで行くのではと危惧しておりましたが、頭の固い姉で、その意思を翻させることもできず……」

「今回のこととなったわけだな」

　結構酷い評価がメイリアの口から飛び出してきた気のする蓮弥だが、深くは追及せずにスルーした。

　蓮弥がスルーすれば、他のメンバーもそのことには触れず、言った張本人であるメイリアは澄まし顔のままで、唯ゆい一いつ言われた本人であるシオンだけががっくりと項垂れている。

　そんなシオンの様子を、ほんのわずかにだけ見てからメイリアは言う。

「本当に愚おろかな姉です。私の身代わりになりに行くなんて。傷物にされてしまえば、貰もらい手等なくなるのは分かっていたでしょうに」

「むぅ……」

　唸るシオンに、そっと小さな溜ため息いきをつくメイリア。

「ですが、どれだけ愚かだろうが、頭が足りなかろうが私の姉なのです。それだけは間ま違ちがいなく……私の大事な姉なのです」

　ぽろりと、思わず漏らしたような呟きに驚いた表情でシオンが顔を上げる。

　姉から見られていることは重々分かっているであろうに、メイリアは努めて無視をして蓮弥を見る。

　その頬ほおに少しではあるが朱が差しているのを蓮弥は見て取っていたが、気づかないフリをするべきだろうと黙だまっている。

「それ故ゆえに、今回の件にはいくら感謝してもしきれない。……ただ心苦しいのはそのことを立場上公にすることができず、その方に報いることができない、と言うことです」

「そりゃまぁ、そうだろうなぁ」

　一国の責任ある立場の人物が、おおっぴらに犯罪者に感謝してしまっては、国民への示しがつかない。

　それに、今の所犯人は不明のまま、おそらくは魔族であろうと言われている所に、トライデン公国が一人の冒険者に何らかのお礼をした、と言う話が広まってしまえば、もしかして、と思う者が間違いなく出てくる。

　そうなってしまっては、ひたすら顔を隠して事に及んだ意味が全く無くなってしまう。

「その上で、このようなことを申し上げるのは……恥知らずと言われても仕方のないことだと思うのですが」

「うん？」

「実はレンヤ様に、お願いしたいことがあって参りました」

　感謝の後でいきなりそれか、と思う反面。

　なんとなくではあったが、そんなことになるのではないかなとも思っていた蓮弥である。

　一つ大きく息を吐はき、蓮弥は尋ねる。

「聖王国側から、何か言ってきたのか？」

「そうとも言えますし、そうでないとも言えます」

　メイリアの返答はどうにも要領を得ないものだった。

　やや首を傾かしげた蓮弥に、メイリアは説明を続ける。

「今回の件については、問い詰めてくる気配はありましたが、あちらもなんの証拠も掴つかんでいないのか、あまり立ち入っては来なかったのです。しかしながら、聖王国はなんらかの事態が起こった場合の勇者の投入を、当面見合わせるとの通達を各国へと寄越してきたのです」

「……あー……」

　内心、しまったと蓮弥は思ってしまう。

　対魔ま王おう用の決戦兵器扱いとして、死ななければそれでいいかと言う前提の下に計画を練った蓮弥であったが、実際今の所魔王の存在は確かく認にんされておらず、魔族と魔物の活動が活発になっていると言う事実だけがある。

　聖王国としても、魔王の存在が確認されてしまえば有無を言わさずに勇者を投入するのだろうが、現在の状じよう況きようではそこまでは話が進んでおらず、トライデン公国を筆頭として、各国は活発化した魔物の対応に追われている状態だ。

　ここで本来ならば、勇者が各国を回り、その国では手に負えないレベルの魔物や、そうでもないが手の足りない部分等などの手助けをするはずだったのだが、そこへ行く前に勇者が色事に耽ふけってしまい、さらにそんな勇者を蓮弥がそちら方面に関してはほぼ再起不能な状態にしてしまった。

　これにより、勇者が諸国を漫遊して人助けの旅、みたいなことをすることが出来なくなってしまったらしい。

「理由としては色々あるようです。旅をさせるにしても、女性のメンバーを連れて行けないようですし。男性ばかりのパーティと言うのを我が慢まんさせるとしても、誰だれを助けても美お味いしい目に会えないと勇者が不ふ貞て腐くされてしまったようでして……」

「救いようの無い屑くずだな……」

　後腐れのないように、きちんと始末してしまった方が良かっただろうかと思ってしまう蓮弥。

　処置なし、と言った感じで目を伏せ首を振るメイリア。

「うちの国に、ああ言う人材が居なかったことを神に感謝したい気持ちです。これまで好き勝手にやらせてきたことを理由に動けと命じても動かないそうで。力ずくでなんとかしようにも、腐った勇者……じゃないですね、腐っても勇者らしく、並の兵士では全く歯が立たないそうで」

「どこかに放棄しろよ、そんなゴミ」

　夜のお楽しみについての能力に関しては、完全にダメにしてやった蓮弥ではあるが、魔王相手の決戦兵器の意味合いまで殺してしまっては不ま味ずいので、戦せん闘とう能力に関しては全く手をつけていなかった。

　いくら勇者が屑だとしても、屑は屑なりにこれまでの恩義に対して、魔ま物ものの掃討や魔王戦くらいはこなすだろうと思っていた蓮弥だったのだが、勇者の屑っぷりは蓮弥の予想の遥か下を行っていたらしい。

　上を見だしたらキリがないが、下を見だすと底が無いとは良く言ったものである。

「私もそう思いますが、聖王国の方々はちょっと思考が異なるようでして」

　額を押さえて、頭痛をこらえるような素振りをメイリアは見せる。

「もし聖王国……ひいては聖都自体が魔族の攻こう撃げきに晒されるようなことになれば、否いや応おう無なく勇者とて戦わざるをえないだろうから、防衛の駒こまとして保留しておくようなんです」

　自分の住み処かのある街が、攻撃に晒されて滅びに面するようなことになれば、いくら屑でも自分の住み処くらいは護るだろうと言う考えらしい。

　なるほどそう言う使い方もあるか、と思うが、相手があの勇者である。

　普通に逃にげ出す可能性の方が高いんじゃないか、と蓮弥は思う。

「勇者や聖王国の思惑はこの際考えないこととしても、私達は勇者の恩おん恵けいに与あずかれなくなってしまった、と言うのはほぼ間違いありません。つまり、私達は今手持ちの戦力で、自国の守護を考えなくてはいけなくなったのです」

「つまり……俺に兵士としてその守護に参加しろ、とでも？」

　国の軍へのスカウトにでも来たのだろうかと思った蓮弥であったが、メイリアはその蓮弥の問いかけにはっきりと首を振った。

　では一体なにをさせたいと言うのだろうかと訝いぶかしがる蓮弥に、メイリアは言った。

「レンヤ様には、その腕前を見込んで。我が国の兵士の訓練をお願いしたいのです」

「「「「「……は？」」」」」

　耳を疑うメイリアの言葉に、期せずしてフラウを除く全員の言葉がハモる。

　呆気に取られている蓮弥達に、畳み掛かけるようにしてメイリアは言い募った。

「レンヤ様の実力は、様々な筋から聞き及んでおります。今、トライデン公国は一兵でも多くの強い兵士を揃そろえたい。その為ためにそのお力を、貸しては頂けないものでしょうか」

　結局、蓮弥はしばらく空白の時間の後でメイリアの申し出を受けることにした。

　理由は、表に出せない話ではあるが、勇者を使い物にならなくしてしまった責任を感じてしまったのが一つ。

　それ以外に、メイリアが提示した依い頼らい料の額が非常に魅力的だった、と言う点も挙げられる。

　訓練に必要なものは、言ってくれれば全て国が負担する。

　依頼料は、とりあえず大公直轄軍からの百名の訓練を担当してもらい、一ヶ月の拘束期間に対して白金貨五枚を支し払はらうと言うものだったのだ。

　元の世界で言う所のおよそ五千万円である。

　あまり金には執着しない蓮弥ではあるが、流石さすがにその提示された金額にはめまいを覚え、シオンとローナは開いた口がふさがらなくなり、エミルは爆ばく笑しようし、クロワールは何故か苦い顔をした。

　後で蓮弥がクロワールに表情の意味を尋ねて見た所、エルフの皇女としてはあまり人族の軍が力を持つことは好ましく思えないらしい。

「表立って言えない報ほう酬しゆうも含ふくまれています」

　ぼそっと付け加えたメイリアである。

　それが含まれているのだとしても、常識から外れた高額な依頼料だ。

　思わず蓮弥は、頭に浮かんだ言葉をそのまま口走った。

「まさか、シオンの純潔にこんな金額をつける気か!?」

　正座の姿勢から、こけるシオン。

　そちらへ目をやることもなく、メイリアは顔の前で手を振った。

「まさかそんな、それは金貨一枚程度かなと」

「メイ!?　それはいくらなんでも私に失礼じゃないか!?」

　がばっと身を起こして抗議するシオンだったが、メイリアはそんなシオンを冷たく見下ろす。

「手練手管を極めた、お金さえ払えば後腐れの無いお付き合いのできるお姉さま方とて、銀貨数十枚から金貨数枚で相手をしてくださると言うのに、シオン姉様に金貨一枚をつけたのは私の慈悲だと思ってください」

「メイ！!?　どこで覚えたんだ、そんな言葉!?」

「私ももう15歳です。何い時つまでも子供ではないのです」

「15は子供だろう……もういいからお前ら他よ所そでやってくれ」

　ソファーに座ったままふんぞり返ったメイリアの膝ひざにすがるようにして言うシオン。

　たぶん、仲の良い証なのだろう、と良い方向に理解する努力をしつつ、蓮弥は酷ひどく疲つかれた声で言った。

　そんなやり取りを経て、話は冒ぼう頭とうへと戻る。

　本当になんでこうなったのかな、と思いながら天を仰あおぐ蓮弥であった。

「あー……不平不満、不服、不条理等、色々とマイナスな感想はあると思うが、これも上からの命令であると諦あきらめて、向こう一ヶ月間指示に従って欲ほしい」

　天ばかりを呪のろっていても仕方がないと、努めて無表情を装いながら練兵場に立ち並ぶ兵士達に向き直る蓮弥であったが、そこには兵士達以外にも、頭の痛くなる要素が見える。

　最前列で、他の兵士達と同じ装備に身を包み、何故か瞳がきらきらと輝いているシオンの姿だ。

　男性ばかりの兵士の中で、一人だけ異常に浮ういているのだが、周囲はそれに気がついているのに、本人だけがそのことに気がついていない。

　メイリアの要請で蓮弥が国の兵士の訓練を引き受けた時に、いきなりシオンがその訓練に自分も参加すると言い出したのだ。

　周囲、特にメイリアが全力で止めにかかったのだが、シオンはそれを頑としてつっぱねた。

「レンヤのパーティの中で、唯ゆい一いつ戦力にならないのが私だ。いつまでも戦力外は嫌だ。私とてまともに戦えるようになりたい」

　シオンはそう主張し、周囲はなんとなくその言い分に納なつ得とくして止めるのをやめてしまった。

　ただ、蓮弥の目から見て、シオンはそんなに弱い部類に入るとは思っていない。

　事実、エミルとの戦闘の時にアズとローナが一いち撃げきで瀕ひん死し状態にまで陥おちいったのに比べて、シオンはただの打撲程度の怪我で済んでいる。

　魔術師であるアズは別としても、元騎き士しであるローナすらそうなった攻撃を、である。

　シオンが並外れて頑がん丈じような身体からだを持っているわけではない。

　そう考えると、シオンはあの時に意識してなのか無意識でなのかは不明だったが、エミルの一撃を防ぼう御ぎよし得たのではないかと蓮弥は思っている。

　蓮弥の信条として、戦闘において偶然できた、は有り得ないと言うのがある。

　もし、偶然できたと思うようなことがあったのならば、それは意識して行えるだけの下地があると言うことなのだと蓮弥は思う。

　つまり、シオンは蓮弥から見て装備さえきちんと整えてやれば、魔族の攻撃を防ぎきるだけの実力の持ち主である、と言うことになる。

　本人はそのことを自覚していないし、それに見合った装備の持ち合わせも無い。

　良い機会なので、確認の意味も兼ねてがっつり鍛えてみようかと思う蓮弥である。

「教官殿ぉ？　ちょいと質問いいですかね？」

　そんなことを考えて沈ちん黙もくしていた蓮弥の目の前で、兵士の一人が手を挙げた。

　ざっと見た所、それなりに鍛えている体つきの若い男だ。

　角刈りの金きん髪ぱつに青い瞳ひとみ。

　顔や腕にはいくつかの傷が見えることから、叩たたき上げの兵士なのだろうと言うことは予想がつく。

「何だ？　えーと……」

「キースだ。兵士長をしてる。呼ぶ時は様をつけろよ教官殿」

　あれ？　と蓮弥は首を傾げた。

　なんだか妙な言葉を聞いたような気がしたのだが、気のせいだろうかと。

　そんな蓮弥の内心には構わず、キースと名乗った兵士は兵士達の中から一歩前へ進み出ると、顔に笑みを貼り付けたまま蓮弥に言う。

「教官殿は冒険者だそうだが。一体ランクはどの辺なんですかねぇ？」

「Ｆだったかな？　一番下だな」

　即そく答とうした蓮弥の言葉に、兵士達から笑い声が上がる。

　もう一度蓮弥は首を傾げた。

　蓮弥からしてみれば、冒険者ギルドへの登録は広く使える身分証を入手する為の行動であったので、ランク等はどうでもいいことだったのだが、兵士達にとってはそうではないことらしい。

　蓮弥の目の前で、一番げらげらと大声を上げて笑っていたキースは、その笑い顔のまま蓮弥に言う。

「こいつは驚おどろいた！　冒険者の最下位が俺達に戦い方をご指導くださるってか？」

「こ、こら、兵士長」

　慌てたシオンが止めにかかる。

　一応、国軍の兵士である為なのか、兵士達はシオンの顔は知っているらしい。

「シオン様、こいつが何をどう言ってシオン様やメイリア様に取り入ったのかは知りませんが、こんな野郎に国軍の兵士の訓練を任せよう等と、本気ですかい!?」

「兵士長、これはだな……」

「シオン、ちょいと黙れ」

　詰つめ寄るキースに事情を説明しようとするシオンだったが、冷たく蓮弥に声をかけられて、びくっと身体を震わせて口を閉ざす。

　首が、軋きしみを立てるようにぎこちなく蓮弥の方を向くが、そちらにあった蓮弥の顔は声の冷たさとは裏腹に、満面の笑えみであった。

「レンヤ……」

「キース様？　いやキース兵士長様？　これでいいのかな？」

　わざと丁てい寧ねいな口調で、実に穏やかに尋たずねる蓮弥であったが見守るシオンの顔は真っ青だ。

　そして兵士達はシオンが何故そんなに顔色を悪くしているのかが分からない。

「つまりお前らはあれだ。ランクの低い冒険者に教わることなど何も無い、と？」

「あ、当たり前だ！　俺達は国軍としてこれまで訓練をだな……」

「分かった分かった。その気持ちも分からないでもない」

　声を荒らげるキースであったが皆まで言わせずに、言葉をさえぎる蓮弥。

「誇りある国軍の兵士として、今まで十分過ぎるほど厳しい訓練を潜り抜けてきたと言いたいわけだろう？」

「そ、そうだ」

「素晴らしい。実に素晴らしいな、それは」

　蓮弥は笑顔のまま、キースに向けて拍手する。

　一体、話がどこへ向かおうとしているのか分からず、兵士達は互いに顔を見合わせ、蓮弥の拍手の音だけが彼かれらのいる練兵場に響き渡った。

「レンヤ……もう、その位に。彼らには私からきちんと説明を」

「シーオーンー？」

　絶対にこのまま話を先に進めさせてはいけないと、その場で一人だけ理解しているシオンがなんとか取り成そうとするが、蓮弥にゆっくりと名前を呼ばれて身体を強張らせる。

　蓮弥の顔から笑顔は消えない。

「お前もこれからのことに交ざるか？　俺おれは構わないんだが？」

「えっと……逃げる許可をもらえるのだろうか？」

　蓮弥に問われたシオンは、あっさりと諦めた。

　これはもう、どうすることもできないのだろう、と。

　きっと蓮弥とて、メイリアから訓練を依頼されているのだから、兵士達が死ぬようなこともないだろうし、この状況下において自分ができることなど、後は何も無いだろうと理解したのだ。

　だとすれば、自分に被ひ害がいが及ばないように速やかに逃げる以外、シオンは自分が取れる行動はない、と判断した。

「許可も何も。これは訓練じゃない。……単なるお遊びだ。参加しなくても別に構わない」

「分かった」

　シオンは頷くと、そそくさと蓮弥の脇を通って練兵場の出口へと歩く。

　その蓮弥とすれ違ちがう時に、蓮弥の肩に手を置き、耳元へ口を寄せて囁ささやいた。

「頼たのむ。できるだけ穏おん便びんに」

「死人は出さないから心配するな」

　答えは短かったが、蓮弥はシオンを安心させるかのように、その腰こしをぽんと一つ叩くと練兵場の出口へと急がせた。

　その間、何か異常なものを感じでもしたのか、兵士達は声を発することがなかった。

　蓮弥はシオンが退場するのを見送ってから、改めて兵士達を見る。

「さて、お姫ひめ様さまの目が無くなった所で、男同士だ。腹でも割って話そうか？」

「お前のような奴と話すことなど……」

「成る程ほど、言葉では分かり合えないと。それもまた良いな」

　言い放つキースの言葉を、またさえぎった蓮弥は一歩キースの方へと歩み寄る。

　背せ丈たけはキースの方が蓮弥よりも目線一つほど高かったが、何故だかキースは蓮弥が歩み寄ってくるのに合わせて一歩退いてしまう。

「で、あればだ。言葉は不要なのだから、これで語り合うことにしようか？」

　さらに一歩踏ふみ込んだ蓮弥は、キースの胸むな元もとをぽんと一度軽く拳で叩いて見せた。

　それが意味する所を察したキースの表情が、また蓮弥を小馬鹿にしたものに変わる。

「おいおい、まさかＦランクのお前が、俺とやろうっていうんじゃないだろうな？」

「お前と、じゃない。お前らと、だ」

　言い直した蓮弥の言葉は、兵士達にはすぐには理解されなかった。

　しかし、時間が経たつにつれて、兵士達は蓮弥が自分達に何を言い放ったのかを理解し、その思い上がりに激怒し始め、中には腰に吊つるしている訓練用の剣けんに手をかけるものまで出始める。

　そんな兵士達の様子を、蓮弥は笑顔のまま見守り、やがてまた口を開いた。

「どれだけ大変な訓練をしてきたのか知らないが。俺から言わせればお前らのやってることなど児戯に等しい」

　怒いかりに震えて言葉を返さないキースをちらりと見上げ、鼻で笑って見せてから、蓮弥はわざとゆっくりと身を翻してわずかにキースから距離を取る。

「まぁ言葉を理解できる頭も無いようだから、実際に体験してもらった方が早いだろう。ハンデもくれてやる。俺は武器を使わない」

「てめぇ……そこまで口にして、五体満足でここから出れると思ってやがんのか!?」

　薄ら笑いを浮かべ、言い放った蓮弥の言葉に反応するように、兵士達たちがついに剣を抜いた。

　刃引きがしてあるとは言っても、兵士達の持つそれは普通の剣だ。

　当然、鉄で出来ており、当たれば痛いどころか骨は折れるし場所によっては死亡することもある。

　殺気だった兵士百名が、武器を手に睨にらみつけてくる光景は、気の弱い者であれば萎縮して動けなくなる程の威圧感を醸し出していたが、蓮弥は良いことを思いついたと言わんばかりに手を一つ叩く。

「そうそう。魔術も使わないから心配しないでかかってこい。お前らの言う冒険者最下層の人間に、全く敵かなわない程度の力の持ち合わせしかないことを、しっかりと理解させてやるから」

「おい、お前らぁ！」

　キースが叫んだ。

　背後の兵士達がそれに呼応して「応！」と答える。

「この粋いきがったバカを畳んで、施術院送りにしてやれっ！」

　キースの放った号令一下、百名の兵士が武器を片手に蓮弥へと襲おそい掛かった。

　一方、いち早く練兵場から抜け出したシオンは、そのまま帰るようなことはせずに貴賓席を目指していた。

　練兵場には貴族や王族達に兵士の練習の成果を見せたりする為に、練兵場を見渡せるような高い所に席が設けられている。

　蓮弥達が使っているそこも、例には漏もれず貴賓席が設置されていた。

　シオンは、折せつ角かくなのでそこで蓮弥が兵士達とどのようなことをするのか見学しようとしていたのである。

　もちろん、見過ごせない程の事態となれば、再度練兵場に突とつ入にゆうして、なんとか蓮弥を止めるつもりでもあった。

　そのシオンが貴賓席に着いた時、その目に飛び込んできたのは。

　さっさと逃げ回る蓮弥を先頭にして、練兵場を百名の兵士達が追いかけまわすと言う光景だった。

「あれ？」

　蓮弥のことである。

　てっきりいつものように、常識外の魔ま力りよくによる一撃と、何故あんなに切れ味が鋭いのかわからない刀でもって兵士達を殲せん滅めつしているのだろうと思い込んでいたシオンは、それが信じられずに間の抜ぬけた声を上げてしまう。

　練兵場は広い。

　模擬戦等をそこそこの大人数で行うこともあるせいなのだが、その広い練兵場を蓮弥が走り抜けていく。

　兵士達はその後を追いかけ、あるいは一部が別行動を取って蓮弥を囲い込もうとしているのだが、その隙すき間まを縫うようにして蓮弥は誰の一撃を受けることも無く走り続ける。

「相手は一人だぞ！　散って囲め！」

　キースが指示を飛ばすと、数名ずつのチームがいくつか本隊から分かれて別ルートで蓮弥を追い込もうとする。

　進路を塞がれ、速度の落ちた蓮弥に一つのチームが肉薄した。

　その次の瞬しゆん間かん。

「あー……あーあー……」

　シオンは人間が魔術も使わずに空を飛ぶ光景を目にした。

　蓮弥からしてみれば、切りかかってくる兵士達の足を払はらい、体勢が崩くずれた所を掴んで投げただけのことだったのだが、それだけのことで大の大人が数人、なすすべなく宙を舞う。

　まるで人間でお手玉でもするかのように、行く手をさえぎった兵士達を宙へと舞わせた蓮弥の姿が通り過ぎると、その後を追うようにして、投げられた兵士達の体がべちゃりと地面に激げき突とつする。

　地面はある程度軟らかな土が敷き詰められているが、２、３ｍ程の高さに投げ飛ばされた兵士達は、満足に受身を取ることもできずに、すぐには立ち上がれないくらいのダメージを受けたようだった。

「なんだ今のは……？」

　誰かが信じられないものを見たように、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「足が止まってるぞ？」

　その呟きを耳にした蓮弥が、呟いた兵士に接近する。

　慌あわてて剣を構えた兵士は、蓮弥が目の前で一度踏ふみ込み、その威い力りよくと全身の捻ひねりを乗せた掌打が自分の胸に吸い込まれていくのを、まるで他ひ人と事ごとのように見つめ、そのまま声をあげることもなく地面と平行に飛ばされた。

　その身体は、飛んでいった先で数名の兵士を巻き添えにしてまとめて地面へ打ち倒たおしてしまう。

　この時点で、キースは自分達がケンカを売ってはいけない相手と事を構えてしまったと言うことに遅まきながら気がついたが、既すでに時は遅い。

　別の一団へと素す早ばやく接近した蓮弥が、兵士の一人を殴り、倒れていく身体の両の足首を自分の両脇に挟むと、力任せのジャイアントスイングで、周囲の兵士達を薙なぎ倒していく。

　鎧よろいを着込んだ兵士の身体で打たれた方は無事では済まないが、打っている方の兵士もただで済むわけがない。

　悲鳴を上げながら打ち倒される兵士に、放してくれと懇願する振り回される兵士。

　自重と遠心力で威力の高い鈍器と化した兵士で、周囲の兵士を一掃した後で、さらに回転速度を上げた蓮弥はその兵士が望んだ通りに手を放してやる。

　キースは、めちゃくちゃな回転をつけられて手足をバタつかせながら飛んでいく兵士の姿を、ただ見ていることしかできなかった。




　およそ１時間後。

　練兵場は倒れ伏す兵士達の中、ぽつんと蓮弥一人だけが立っていると言う光景が広がっていた。

　倒れている兵士達は主に三種類に分類される。

　一つは、逃げ回る蓮弥を追い掛け回し続けて、体力切れで動けなくなった者達。

　倒れている兵士達の中では、最も長い時間頑張った兵士達であると言える。

　その頑張りのおかげなのか、倒れている兵士達の中ではもっとも被害が少なかった兵士達、と言う言い方もできた。

　なにせ、被害は指一本動かせないくらいの疲ひ労ろうだけなのだから。

　二つは、蓮弥から直接攻撃されて倒された者達。

　蓮弥が素手である為に、主な攻撃方法は殴る蹴る振り回す投げ捨てると言った類のものだったが、それらにより直接倒された兵士達だ。

　痛い思いをしなくてはいけなかったが、この兵士達は蓮弥も自分自身で殴る蹴るを行っていたので、ダメージを与あたえた感じがわかりやすかったらしく、意識さえ失ってしまえば比ひ較かく的てき早めに解放されていた。

　三つは、直接攻撃された兵士に巻き込まれた者達。

　分類される三つの中では、もっとも悲惨な思いをしたのが彼らだろう。

　飛んでくる仲間にぶち当たり、振り回される仲間にどつきまわされ、倒れた所に仲間の身体が落ちてきて、それを回かい避ひできなければそこで終わり、回避してしまえばまだ意識があるとみなされて別の仲間が飛んでくる。

　間接的な攻撃のせいなのか、蓮弥もいまいち手ごたえが掴めず、意識を失った兵士達を踏んでみたり、確実に意識を刈り取れただろうと思うまで執しつ拗ように巻き込み続けたのだ。

「ダメになるのは早すぎやしないかね？　キース兵士長サマ？」

　地面にうつ伏せに倒れているキースの傍かたわらまで歩いてきた蓮弥は、そのキースを見下ろすこともなく淡たん々たんと尋ねる。

　尋ねてからしばらく待ってみたが、キースからの反応は無い。

　意識が無いのだろうかと、視線を足下に落としてみる蓮弥は、足下から自分の方を睨みつけているキースと目があった。

　キースは分類で言うと直接攻撃により沈められた兵士の中に入っている。

　他の兵士達と差別化したつもりは、蓮弥には全く無かったのだが、もしかすると直前のやりとりがほんのわずかにでも手元を狂わせただろうか、と考えてしまう。

「鎧の上から殴られたにしては、ダメージ深そうだなキース兵士長サマ。大だい丈じよう夫ぶかな？　キース兵士長サマ？」

「嫌いやみか、おい……」

　呻うめくように言うキースに、蓮弥は一つ頷うなずく。

「嫌みを理解する頭はあるのか」

「……てめぇ……」

「お疲れ……と言うほど疲れているようには見えないな、レンヤ」

　貴賓席からまた練兵場へと降りてきたシオンが蓮弥に声をかける。

　蓮弥は肩かたをすくめるだけで、シオンの声には答えなかった。

「大丈夫か？　キース兵士長。これでレンヤの実力が少しは理解できたか？」

「ひ……姫様……俺達は……」

「こらこらシオン。何を終わったような話してるんだ？」

　既に練兵場には、満足に動ける兵士等いない。

　大おお怪け我がをしているわけではないが、これからさらに訓練を施すと言われて、はいそうですかと答えられるような状況の兵士等一人もいないのだ。

　例外は、この状況を作り出した蓮弥と、貴賓席で見ているだけだったシオンの二人だけである。

「……まさか私だけ別メニュー!?」

「いや、そんなつもりはこれっぽっちも無いんだが……」

　蓮弥が虚空庫を操作して、中から折りたたみ式の椅い子すを一つ取り出す。

　軽く一ひと振ふりして、その椅子を広げた蓮弥はそこへ座すわりながら周囲の兵士達に聞こえるように話し出した。

「今やってみせたのは、兵士を選別にかけただけだ」

「選別？」

「一定レベル以上の体力と技術がありそうな奴やつは攻撃して倒した。体力が一定以上の奴らは倒れるまで俺を追いかけさせた。攻撃もされず、追いかけることもさせなかった奴ら。つまり他の奴の巻き込みで倒した奴らは体力も技術もまるでダメな奴らだ」

「あれ？　体力が無くて技術が一定以上って言うグループはないのか？」

　不思議に思ったシオンが尋ねると、蓮弥はそれを鼻で笑う。

「体力の伴わない小手先の技術なんぞ、意味無い」

「そう言うものか」

「俺の中ではそう言うものだ。さて、聞こえているなら自分がどのグループに属しているのか覚えておけよ？　お前らは俺に教わることなど無いと言い切った。だから俺もお前らに教えることなど無い。無いんだが、依頼としてメイリア殿下から金も貰ってしまっている。だから教えずに無理矢理刷り込ませることにする」

「なんだか物ぶつ騒そうなことを言っている気がするが？」

　シオンの疑問を、蓮弥はすぐに肯こう定ていした。

「要は、知識や経験ではなく、反射にすると言うことだから物騒だな」

「私も……か？」

　これはもしかすると不味い所に参加意思を表明してしまったのではないだろうかと青あお褪ざめるシオン。

　そんなシオンに、蓮弥は淡々と問う。

「そうされたいのか？」

「いや、遠慮したい」

「教わる気があるなら、それなりに教えるさ。こいつらは教わる気がないのだから仕方ない」

　足下にうつ伏せで倒れているキースの背中を、蓮弥が足を乗せて踏みつけた。

　それはダメージ目的と言うよりは、ここから絶対に逃がさないと言う意思表示のようだった。

　そんなことをされなくても、キースは這はって動く程の体力すら、すでに残ってはいなかったのだが。

　その体勢で、蓮弥は周囲を見回し、自分からあまりに離はなれた所に転がっている兵士に対して〈操作〉の魔術を起動する。

　兵士が着ている鎧を引っ張ることで、広範囲に散らばって倒れている兵士達をある一定の範囲に集めようと言うのだ。

　その作業をしながら、蓮弥は術式の並列起動でその一定範囲を囲むようにして結界を組む。

　これは、内側から外側へ、物理、魔術両方の面において通過できない性質を持たせた結界だった。

　もしかして、次の作業中に体力が回復して逃げ出す兵士がいないとも限らない。

　逃走防止用としての意味合いに合わせて、これから蓮弥が使う三つ目の術式を外に漏らさない為の壁かべとしての意味もある。

「どうせ、誰も動けないのだから、次はただそこに寝転がっているだけでできる訓練をしよう」

　あらかじめ決めていた流れではあるが、蓮弥がそう宣言するとシオンが不思議そうな顔をする。

「そんな訓練があるのか？」

　随ずい分ぶんと楽な訓練があるのだなと感心しているシオンであるが、蓮弥の考えていることをほんのちょっとでも理解できていたのならば、そんな感想は抱だかなかったことだろう。

「まぁな。シオンはそこで立っていて、少しでも無理だと思ったら俺に言え。結界に穴を開ける」

　シオンにそう言いながら、蓮弥は自分が張り巡らせた結界へ強めに魔力を通すことで兵士達やシオンに視認できるようにする。

　それにより、兵士達は自分らが蓮弥の手によって一定範囲に閉じ込められたことを悟る。

「何を……する気だ？」

　足の下からするキース兵士長の声に、蓮弥はちょっとだけ踏む力を強めつつ答えてやった。

「だから寝ててもできる訓練だ、と言っただろうが？」

「そんなものが……あるわけが……」

　言いかけたキースの言葉が止まる。

　蓮弥が途と中ちゆうでさえぎったわけではない。

　周囲の兵士達の間から、驚きの声とともに苦鳴と喘ぎが上がり始めた。

　キース自身も猛もう烈れつな息苦しさと動悸、そして身体の底の方から突き上げてくる何かに、呼吸が乱れる。

「これはエミルから教わったんだがな」

　椅子に座ったまま、独り言のように蓮弥が言う。

「魔術と言うものはきちんと学問のように体系化されているんだが、実は大きく魔術と称しようする技術の中には、きちんと学問として体系化されていないものが多く含まれているんだそうだ」

「へー……初耳だ」

　シオンが言う。

　その表情はいつもと変わった様子が見られない。

　蓮弥の足の下から、シオンの表情を見上げたキースはその現実が信じられなかった。

　自分は一体どんな顔をしているのだろう、とキースは思う。

　全身から脂あぶら汗あせが吹ふき出し続け、顔や首や鎧の下を問わず流れまくっている。

　力の入らない身体は、キースの言うことを聞かずに震え始め、カチカチと歯が鳴っているのがまるで他人事のように聞こえる。

　今、自分の感じている空気が、熱いのか冷たいのか分からない。

　力無く投げ出した両りよう腕うでの先の、両手が何かに耐たえるように地面を掻かき毟むしっているが、それすらキースは意識して行っていないのだ。

「今俺がやっているのは、俺の殺気に魔力を通してバラ撒まく〈威圧〉だ」

「え？　……もうやってるのか？」

　何も感じないんだけどと続けつつ、周囲を見回したシオンは倒れ伏している兵士達が震えたり、もがいたり、酷い者になると泡を吹き始めているのを見て、顔が強こわ張ばる。

　蓮弥は気にせずに説明を続けた。

「と言っても、本気でばら撒いてるわけじゃない。俺からしてみれば実に弱く繊細に撒いている」

「これで!?」

　シオンが指差した兵士は、既に泡を吹き白目をむいて意識を失っていた。

　その股間からは異臭のする液体が、ズボンを濡らして色を変えていっている。

　他にも、結界の外に出られないのは分かっていると言うのに、地面を這いずって少しでも蓮弥から離れようとする者や、結界の壁にすがって出してくれと叫ぶ兵士の姿があちこちで見られる。

「同じ影えい響きよう下にある、シオンが平気な時点でお察し下さいなレベルだろうに？」

「あ？　あ、本当だ。私なんともないな」

　シオンからしてみた現状は、なんだか蓮弥が怖こわい雰ふん囲い気きを漂わせていてちょっと近寄り難がたいかな、位のものだった。

　とりわけシオンが精神的に鈍にぶいわけではなく、それなりの時間を蓮弥と行動を共にした結果、その殺気や魔力に身体が慣れてしまい、その程度の威圧は気にならなくなってしまったのだ。

「この威圧に耐えられるようになると、精神系の魔術への抵てい抗こう力だけでなく、通常の魔術の効果への抵抗力もつき、さらにこの威圧を自分の意思と魔力で弾はじけるようになると、保有魔力の増大に繋つながるんだそうだ」

「それはすごいな！　どうやるんだ？」

「俺の殺すぞと言う意志に対抗する意志を強く持ち、それに魔力を通して抗あらがおうとする、ってエミルが言ってたんだが、良く分からん。絶対に負けるものか、と強く念じてればなんとかなる、らしいぞ？」

「そうか！　よし」

　ぎゅっと目を閉じて、一心不乱に何事かぶつぶつ呟きつつ念じ始めるシオン。

　そんなことをしなくても、何も感じない程度の抵抗力が既にあるのだから、現状無む駄だなんじゃないかなと思う蓮弥であるが、シオンの好きにやらせておくことにする。

　シオンの為に、少し威圧を強めても良かったのだが、それを行ってしまうと今度はシオンのレベルに到達していない兵士の中からショックによる死者が出ないとも限らない。

　この先、一ヶ月もあるのだからゆっくりやっていけばいいんじゃないかなと思う蓮弥は、椅子に深く腰こし掛かけて目を閉じる。

　大した強さで殺気を意識していないし、魔力に関してもちょっぴりずつ流し込むような弱弱しいものなので、維い持じしようとする必要すらなかった。

　その程度のことであるならば、半ば無意識にでも継続していられる。

「ここここ……」

「んー？」

　声を上げたのは、まだ蓮弥に踏んづけられているキースだ。

　全身の震えのせいで、言葉を単語としてまともに紡ぐことができずにいるらしい。

「どうした？　キース兵士長サマ？　ところでサマ付けがそろそろ面めん倒どうになってきたんだが、いつまでサマって呼ぼうかね？　キース兵士長サマ？」

「ここここ……このくくくんんれれれん……い、いつまでで……」

　聞き取りにくい声を、なんとか聞き取って、蓮弥は頭の中で組み立てる。

「この訓練をいつまで続けるつもりなんだ？　と言いたい？」

　ガクガクと震えつつキースが頷く。

　彼は蓮弥と話すことである程度自分を保っていたが、それが無ければ他の兵士達同様、這いずりまわって逃げて、助けてくれと結界を叩いていたことだろう。

「そうだなぁ。シオンが音を上げたら、やめようか」

「私か？」

　なんで私基準？　と言いたげなシオンを見ながら、蓮弥は踏んづけているキースに言う。

「まさか激烈な訓練を潜くぐり抜けて来た国軍精鋭の皆様が、シオン殿下が平気な顔をしている最下位の冒ぼう険けん者しやの威圧くらいで、シオン殿下よりも先に音をあげるなんてことはないでしょうな？」

「……いいな、それ」

　ぽつりと漏らしたシオンの言葉に、思わず蓮弥の威圧が止まる。

　一体なにを言い出すのだろうとシオンを見る蓮弥。

　兵士達は思わず訪れたわずかな休きゆう憩けい時間に、今の内になんとかこの場から脱走できないものか考えてみたり、半ば止まりかけていた呼吸で不足し始めていた空気を求めて荒い息をついたりしている。

　そんな中、頬ほおに手を当ててどこかうっとりとした表情のシオンが言った。

「レンヤに敬称で呼んでもらうのって、いいなぁ」

　どうやらシオン殿下と蓮弥が口にしたことが、彼かの女じよの心のツボにはまったらしい。

「何をバカなことを……はい再開するぞー、今度はさっきより強めにやるからな」
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「なんで!?」

　驚くシオンだったが、返って来た答えは極当たり前のものだった。

「シオンは既に何も感じないのだから、同じレベルで威圧しても訓練にならないだろう」

「兵士達は!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ。死ぬことはない。多分」

「多分って!?」

「あ、お前ら。聞こえているかどうか知らないが、明日からもこんな感じだぞ？　あと日を追うごとにどんどん酷ひどくなると思うが」

　抗こう議ぎしようとするシオンを、一旦無視して蓮弥はまた呻きだした兵士達ににこやかに語りかけた。

「訓練から脱走するのは個人の自由だ。好きにしてくれ。その場合俺はもっと楽しいことができるからな」

「楽しいこと？」

　聞き返してくるシオンの顔へ、蓮弥は視線を走らせる。

　顔色はそのままで妙みような汗あせをかいている様子も無い。

　表情に強張りも無く、いつもどおりのシオンだ。

　一旦停止する前よりも強く威圧している蓮弥であるが、シオンにとっては全然足りないらしい。

　しかしこれ以上は今度は兵士達の中から耐え切れない者が出てくる虞おそれがあった。

　後々の課題だな、とこの件については後で考えることとして、蓮弥は言う。

「実力も無くプライドばかり高い根こん性じよう無しをよこして来たメイリアをいびる」

「レンヤ、性格わるっ！」

「国の兵士の質が悪いのは為い政せい者しやの責任による部分がある。つまり、国軍の兵士が無能で根性無しなのだとすれば、それはそれを管理している大公や次期大公の責任だろう？」

「それは……そう、かも？」

「一応お前も含ふくまれるのかな？　どうかな、シオン＝ファム＝ファタール殿下。貴方あなたの国の兵士は無能で根性無しか？」

「そんなはずはない！」

　きっぱりと、顔に怒りの表情を浮かべて言い放つシオン。

　わずかに驚きを覚える蓮弥の耳は、小さく何かの破けるような音を捉えていた。

「我が国の兵士は、国を愛し、大公陛下に忠誠を誓い、日々鍛たん錬れんを繰くり返してきた者ばかりだ！　それを無闇に貶おとしめようとするのであれば、レンヤと言えどもただではおかんぞ！」

「……このレベルで弾かれた。……この直情バカめ」

　ぼそっと呟いた蓮弥。

　その忌々しげな表情に、あれ？　となったシオンの怒りが先細りになる。

「別に貶める気はない。シオン殿下がそうおっしゃるのであれば、明日からの訓練も百名全員が来てくれるのだろう？　ならば俺はメイリア殿下からの依い頼らいを果たすだけだ」

「当然だ！」

　ぐっと胸を張って断言したシオンは、そのまま倒れている兵士達の間を駆かけ出していく。

　何をするつもりなんだろうと見送る蓮弥の視線の先で、シオンは倒れて呻く兵士達に声をかけはじめた。

「気をしっかり持て！　私ですら平気なんだぞ！　君らならばこの威圧、弾き返せるはずだ！」

「……意外と、将軍職とかならそこそこイケる口なのかもしれないね」

　軍師をつけて、ちゃんと手綱を握にぎらせておけば、士気の鼓舞やら演説やらはそこそここなせる子になるんじゃなかろうかと言う感想を抱きつつ、蓮弥はシオンを見守ることにした。

　もしかすると、兵士の中の何人かは本日中に、今くらいのレベルの威圧であれば耐えられるくらいの結果が出るんじゃないかと言う思いも合わせつつ。

「レンヤー！」

　少し離れた所からシオンが蓮弥を呼ぶ。

　そこへ届くように蓮弥も声を張った。

「どうしたね？　シオン」

「さっきの殿下と言うの、家に帰ったらまたやってくれないかな？」

　前言撤回、これは本当にダメかもしれないと蓮弥は頭を抱かかえるのであった。







　朝、キースは自分に割り当てられている兵士用の宿舎で目を覚ました。

　いつもならば、目覚めの気分と言うものはそう悪いものではなかったのだが、今日に限ってはキースの気分は最悪であった。

　昨日、練兵場にてこれより一ヶ月の訓練を受けるよう命じられたキース以下百名の国軍の兵士達は、その練兵場にてレンヤと名乗る男の冒険者と出会った。

　通常、上から命じられることに関して、兵士であるキース達が不満を述べることはまずないが、そこに居た男は軍の関係者ではなく、ただの一いつ般ぱん市民。

　通常、軍の施設に一般市民が立ち入ることは許されない。

　だというのにその男は、至し極ごく当然のような顔をしてそこに立っていた。

　それだけでも国軍の兵士としての自分に誇りを抱いている兵士達からしてみれば、部外者ごときがと思ってしまうのに、あろうことかその男について一ヶ月訓練を受けろと言うのだ。

　これには常日頃、不満をほとんど口にしない兵士達も、キースに対して不満をぶちまけた。

　これをキースはもしかしたら、それなりに高ランクの冒険者を連れてきたのかもしれないからとなだめてから尋たずねてみたのだが、返って来た言葉は冒険者の中でも最低ランクだと言うものだった。

　冒険者の最低ランクなど、登録さえすればだれにでもなれるものだ。

　これは一発かまして、このレンヤとか言うバカに己の立場と言うやつを覚えさせなければ、今度はキースが部下からの突き上げを食ってしまう。

　そう考えて蓮弥と対峙したキースであったが、そのことをすぐに後悔する羽目になった。

　あろうことか蓮弥は、兵士達全員と物理的に語り合うことを提案してきたのだ。

　いくら腕うでに自信があったとしても、ゴブリンやコボルトが群れているのとはワケが違う。

　国軍の兵士として認められるほどに訓練された兵士百人と一人で戦うと言うのだ。

　普ふ通つうに考えれば自殺行こう為いである。

　それはもう程よくボコられて捨てられるのがオチだと分かりきっている提案を、蓮弥は事も無げにキース達に対して行ったのだ。

　しかも、武器も魔術も使用しないと言い放ったその態度に、兵士達の怒りは沸点を超えた。

　身み支じ度たくを終えて、いつも朝食を摂る食堂へ向かいながら、キースは溜ため息いきをつく。

　あれは酷い間ま違ちがいであった、と。

　彼かれらの兵士としてのプライドのようなものは、その選せん択たくで微み塵じんに打ち砕かれた。

　たった一人の冒険者相手に、しかも武器不使用、魔術不使用と言うハンデまでもらった状態で、完膚なきまでに敗北させられたのだから。

　ただ、打ち倒されたわけではない。

　大きな怪我人が出ないようにと、程よく手加減までされた上での完敗だった。

「俺おれ達たちはもう、ダメかもしれん……」

　思わず弱気な言葉が口をつく。

　きっと、それだけ無様な負け方をしたと言う情報は、瞬またたく間に他の兵士達の間に流れることだろう。

　そしてキース達は他の兵士達からこう言われるのだ。

　公国軍のツラ汚し、と。

　無手の相手に、碌ろくな反抗もできずに叩たたき伏せられた無能な兵士だと。

　自分のこともさることながら、部下達のことを思うとキースはいたたまれない気持ちになる。

　しかし、それらは事実だ。

　もっとあの蓮弥と言う冒険者の情報を集めて、もっと下手に出て教えを乞う形にしていれば、少なくとも無能者の烙らく印いんを押されることはなかったのだろうが、今となっては全てが遅い。

　それでも訓練を休む、もしくは逃にげ出すと言う選せん択たく肢しを選ぶことはできなかった。

　自分達を選んだのは、誰だれあろうあの次期大公となるメイリア殿下なのだ。

　逃走は、その殿下の顔に泥を塗る行為になる。

　自分達が無能なのは、もう仕方のないことだとしても、その上にメイリア殿下の顔に泥を塗るような真ま似ねだけはできない。

　後は、歯を食いしばって耐え続けるしかないのだ、と自分に言い聞かせながら、キースは食堂のドアを開け、その先にあった光景に一いつ瞬しゆん、来る所を間違えたかと思った。

　大人数が食事を摂る食堂は、かなりの広さを有する部屋だった。

　そこには細長いテーブルが所狭しと並べられ、いつもならばそこに食事を摂る兵士達の姿がずらりと並んでいるはずだったのだが、今そこには部屋の中央に縦長のテーブルがいくつか置かれているだけだ。

　その、上座に当たる場所には、昨日練兵場で見たあの黒尽くめの男。

　蓮弥が、椅子に座って足と腕を組み、軽く背もたれに背中を預けている。

　何があった、とキースは食堂を見回す。

　本来ならば三百人ほどが一いつ斉せいに食事を摂れるだけの規模の食堂だったのだが、今目の前にあるのは両側に十人ずつ座れるテーブル五つのみ。

　そして入り口付近には、キースより先に来ていたらしいキースの部下達が青い顔で立ち尽くしている。

　視線を食堂の壁かべ際ぎわに向ければ、粉々にされたテーブルの残骸が多数。

　それに交ざるようにして、人の身体が無数に山を作っていた。

　人間とテーブルを巨きよ大だいな渦うずでかきまわして、できたもので山を作ったらこんな光景になるかもしれないとキースはどこか空うつろな気分になった頭の片かた隅すみで思う。

　その姿を認めた蓮弥が、椅子に座ったままキースへ声をかけてきた。

「やぁおはよう。ちゃんと眠れたか？　今日は昨日よりきついぞ？　さっさと飯を食って練兵場へ行け」

「はあ……」

「どうしたキース兵士長サマ？　まだ眠いのか？　目を覚ましてやろうか？」

「いや、よしてください……サマつけるのも目を覚ますのも」

　あれだけ無残な敗北を喫したのだ。

　いまさらサマ付けで呼ばれるのは、嫌みを通り越こして精神的な拷ごう問もんに近いとキースは思う。

「そうか？　サマとか要いらないか？　ならいいが、ほらさっさと朝食をもらって食ってしまえ」

「いや……えぇ、まぁ……」

　促されるままに、食堂と調理場を隔てているカウンターへと向かうキース。

　その途中で、人とテーブルの残骸の山の脇わきを通り過ぎるが、一体何がどうなればこんな状じよう況きようになるのだろうと首を捻ってしまうくらい、徹てつ底てい的てきにその山は破は壊かいし尽くされていた。

　どう見ても、曲がってはいけない方向に曲がっている腕や足。

　もしかして、テーブルに恨みでもあるのではないかと思ってしまうほど粉々にされた破片の隙間からのぞく彼らの肌はだは、執拗な打撲の跡が見て取れ、痛々しい青あお痣あざが広がっている。

　気にしてはいけない、気にしてはいけないと口の中で唱えつつ、キースはカウンターにたどり着く。

　その向こうには、見知った顔の調理人達がいたが、全員涙目だ。

　本当に一体ここで、俺おれが来る前に何があったと言うんだ。

　そんな絶ぜつ叫きようを心の中でしつつ、キースはお盆に朝食を載せると蓮弥の待つテーブルへと戻もどる。

　その戻り道で、キースは入り口の辺りに固まって動こうとしない自分の部下達に、目線でさっさと朝食を取って来いと命ずる。

　慌てて部下達がカウンターへと走り出すのを見ながら、キースは無事に残っているテーブルの、蓮弥からやや離れた場所にある席に座った。

　黒パンに肉と芋のサラダ。

　それに豆のスープがついた食事を見て、蓮弥がぼそっと言った。

「量が足りないし、あまり美う味まそうじゃないな、それ」

　なんと答えたらいいやら分からずに、キースはパンにかぶりつく。

　冒険者が良く購こう入にゆうする硬いパンに比べれば、まだマシな程度の軟らかさではあるが、それでもやはり硬いことは硬いパンで、アゴの力と手の力の両方を駆使して引きちぎり、スープで流し込みながら食べる。

「食事の改善もした方がいいかもしれないな。それだけ激しい訓練をするのだし、メイリアに相談してみよう。場所も考えないとダメだ、ここじゃ落ち着いて食べられやしない」

「原因はあんたじゃないんですかい？」

　何を言い出すんだこいつは、と思わず口を挟はさんだキース。

　しまった、と思って口を押さえるが蓮弥はあまり気にした様子も無く、逆にキースに問い返した。

「それはこうなる理由？　それともこうなった理由？」

「どう違ちがうんですかい、そりゃ？」

「現状、今こうなる理由はお前らが俺一人に無様に負けたせいだよ。つまりお前らが原因」

　蓮弥が瓦が礫れきと人の山を指差しながら言う。

　キースは渋い顔をするが反論はしない。

「つまり、こうなった理由は……」

「それは俺のせいだな。食堂でワケも分からず、お前らの負けっぷりを笑いの種にしている奴らがいたもんで、そんなに可お笑かしいのであれば、是ぜ非ひ一度体験してみてはどうかと勧すすめてやった。結果がそれだ」

「あぁ、運の悪い奴らもいたもんで……」

　キースは転がったままにされている兵士達の冥福を心の中で祈いのった。

　まだ死んではいないだろうとは思っていたが。

「トライデン公国は軍事国家なんだろう？　それにしては兵の質が低くないか？」

　また言いにくいことをずけずけと言いやがってとキースは思うが、反論のしようがない。

　自分達は昨日、あっさりと敗北しているし、他の兵士達も今現在、壊こわれたテーブルと仲良くゴミ扱あつかいされている。

　この状況下で、俺達とてそれなりの精兵なのだぞと主張するのは、笑いの種以外の何物でもない。

「あんたが規格外すぎるんでしょうよ」

　なんとか無難な答えを頭の中から引きずり出して答えたキースは、次の蓮弥の言葉に目を剥むく羽目になった。

「その規格外が訓練を担当するのだから、お前らとてそれなりに規格を外れてもらうつもりだぞ？」

「は!?」

「少なくともこれと同じくらいのことはできるようになってもらうつもりだ」

　目線でゴミの山を指し示す蓮弥に、思わず立ち上がってしまうキース。

　蓮弥は椅子に座ったまま、立ち上がったキースを見上げる。

「無む茶ちやを言うな！　こんなの俺達にできるわけがないだろう!?」

「何な故ぜだ？　同じ人族だろうに？」

「俺達とアンタは違う！」

「一々受け答えがツマラン奴だなぁ」

　そんなことできてたまるかと大声を上げるキースを、下から見上げていると言うのに、蓮弥の視線は間違いなくキースを見下したものだった。

　言葉に詰つまってしまうキースを、椅子に座るように促してから蓮弥は言った。

「俺おれに教えを請わないとお前らが言った以上、教えてやる義理はないんだが……」

「そろそろ勘かん弁べんしてくれませんかね？　無知であったことを恥じてますし、この通り謝りますんで……」

　根に持つタイプだな、とこっそり思いつつキースは頭を下げる。

　蓮弥はしばらくその姿を見つめた後、しゃべりだした。

「……まぁいいが。何故できないと決め付ける？　やってみたことがあるのか？　少なくともお前らは俺の訓練を受けたことが無いはずだし、何故その結果を勝手にお前らの方で決めてしまうんだ？」

「そりゃあ……」

「俺のようになれる、とは言わない。俺にも事情が色々とあるからな。けれども別に俺のようになれなくとも、これくらいのことはできるようになるぞ？」

　組んでいた腕を解き、テーブルの上に肘ひじをついて蓮弥は身を乗り出し、じっとキースを見る。

　その視線に搦からめ捕られたかのように、キースは自分を見ている蓮弥の顔から視線を外すことができない。

「なれる、ならしてやると言っているのに、お前らはできない、無理だと言う。俺一人に無様に負ける程度の実力と知識しかないお前達が、何故俺の言うことを頭から否定できるんだ？」

「……所々、毒入れて来ますね、あんた……」

「力をくれてやる、と言っているのに欲ほしくないのか？　一騎当千とまではいかないまでも、百人の部隊が一万の兵に匹敵するような力を、欲しいとは思わないのか？」

「それは……」

　キースとて、戦いを生なり業わいとする人間だ。

　力が欲しいか欲しくないかと問われれば、迷い無く欲しいと答える。

　しかもキース達は国を護まもる兵士である。

　力を得ると言うことは、そのまま護りたいものを護りきる可能性が増えることを意味していた。

　それが理解できてしまうが為ために、蓮弥の誘いはキースや、キースの周囲で二人の話を聞いている兵士達にとってはとても甘あまく香かおるような誘いの言葉に思えたのだ。

「要らないならそれでいい。だが欲しくないか？　他の兵士等などとは比べ物にならない戦力が。勇者等と言うものに頼らなくても国を護れるだけの力が。お前達から何かを奪おうとする存在を切り伏せるだけの力が、欲しくはないのか？」

「……ほ……欲しいに決まってるじゃねぇか！」

「ならば俺に従え」

　一気に冷たくなった蓮弥の声。

　誘われている最中は熱に浮かされるようだった兵士達の意識が、一言で冷める。

　そして、彼らは悟さとらされた。

　目の前にいるこいつは、本気なのだ、と。

「俺の言う通りに訓練し、疑いを持つな。言われたことを言われるがままにこなせ。そしてその間に俺から盗めるものを盗め。何を盗めばいいのか分からないならば……先ほどの謝罪を受け入れた上で教えてやろう。だが教えられた技術は盗んだ技術に及およばないと知れ。わかったな？」

「わかりました、教官殿」

　短くキースが答えれば、彼の部下も頷うなずく。

　それを満足そうな表情で見た蓮弥は、椅い子すを引いて立ち上がった。

「ならば良し。ここにいない連中には兵士長が言い含めてくれるな？」

「はい、教官殿」

「先に練兵場で待つ。食事を摂ったら装備着装後、全員まとめて来るように」

「はい、教官殿」

「では、食事を続けろ」

　そういい残して蓮弥は食堂を出て行く。

　その背中を見送ったキースとその部下達は、その背中が食堂の出入り口を潜って見えなくなるまで見送り、見えなくなってから深々と息を吐はき出した。

　どこまで真実かは彼らには分からない。

　だが、あれだけの実力者があれだけ本気で言うのだから、従って損はしないだろう、と彼らは思う。

「ここにいない連中には俺から話す」

　キースが言えば、部下の一人が尋ねてきた。

「キース兵士長。……あの山、どうするんですか？」

「ほっとけ……俺らにゃどうすることもできんよ」

　片付けに回る気もないキースは、放置を決め込むことにした。

　きっとゴミ山を形成している兵士と同じ部隊の奴やつらが見つければ、救助回収から掃除まで請うけ負ってくれることだろう。

　心配なのは、トチ狂った彼らがお礼参りを蓮弥に向けて行わないかどうかと言う一点だけだった。

　もし行えば、同じような山が量産される未来しか待ち受けていない。

　何故だかほとんど味の分からなくなってしまった朝食を、無理やり胃の中におさめつつ、それだけはやってくれるなよと祈るキースであった。







第六章　訓練であるらしい







　地獄というものは、一応神の教えの中にある。

　教会が唯ゆい一いつ認めている、天使が人に神の教えを伝えるべく書き記したと言われている「聖典」の中にそれは結構な分量の文章でもって、事細かに説明されていた。

　曰いわく、生前罪を犯したものが、死後天使の裁きにより落とされる場所で、犯した罪を償うべく様々な責め苦を亡者に与あたえると言う場所だ。

　長きに渡る責め苦により、人の魂たましいから罪の穢けがれが浄化され、やがて人はその罪を赦ゆるされて再び輪りん廻ねの輪に加わることができるのだと言う。

　絶対嘘うそだと、キースは思った。

　地獄は死後にあるものではなく、今まさにここにあるじゃないかと。

　意識が朦もう朧ろうとし、身体からだが水と空気を欲してのどから喘ぎ声が漏れる。

　既すでに両足は限界を訴うつたえてから相当な時間が経過しているが、足を止めることは許されていない。

　足を止めてしまえば奴が来る。

　アレは絶対に人間じゃない、とキースは思う。

　きっと人の形をした何か。

　地獄に居ると言う鬼は、きっとああ言うものなんだろうと。

　取り留めの無いことを考えている自覚はキースにもあった。

　しかし、何か考えていないと身体がすぐに意識を手放しそうになるのだ。

　いつもならば意識しない程度に着こなしていた装備がやたらと重さを主張してくる。

　背中に背負わされた背負い袋の肩かた紐ひもの、ぎしぎしときしむ音が止やまない。

　その音に紛まぎれるようにして、ばたりと音が聞こえた。

　きっと誰かが倒たおれたのだろうとキースは思う。

　同じ部隊の仲間が倒れたのだから、助け起こすのが本当だが、誰も手を差し伸べようとはしない。

　そんな余力があるのならば、今は一歩でも足を前に進めてアレから逃げなくてはいけないからだ。

　倒れた男が助けを求めるように手を伸ばす。

　助けてやりたい、とキースは思う。

　助けを求めているのは自分の部下である。

　その口からはおそらく、助けを求める言葉が出ているのだろうが、今聞こえるのは掠かすれた隙すき間ま風のような音だけだった。

　助けに行けば、自分も倒れる可能性が高い。

　それでも兵士長と言う立場から、キースは倒れた兵士を見捨てることができなかった。

　よろよろと、助けを求めている兵士に歩み寄ろうとしたキースは、背後から尻にケリを食らってよろめく。

　普段ならば、何をしやがると食ってかかる所なのだが、キースは尻に受けた一いち撃げきの痛みよりも、蹴られた事実に青褪める。

　アレが来たのだと。

　それは余計な真似をしようとしたキースを蹴り飛ばすと、倒れている兵士へと歩み寄る。

　その目は疲つかれから倒れた兵士を労わるようなものではない。

　完全に、この豚どう料理してくれようか、と言う狩人の目だ。

　その視線に射すくめられた兵士は、ただ黙だまって目を閉じた。

　観念したのだろう、とキースは目に涙を浮うかべる。

　それは倒れている兵士の襟首を掴つかむと、無造作に持ち上げた。

　装備に加えて背負い袋の中に重しを入れた状態の、それなりに鍛えている兵士の身体を片手でだ。

　もちろん、身長差がそれほどあるわけではないので、足が宙に浮くようなことはなかったが、それでも四し肢しに力の入っていない兵士の身体は非常に重いはずだ。

「なぁ？　俺そんなに難しいことをしろと言ったか？」

　片手で持ち上げた兵士に淡たん々たんと尋ねるのは蓮れん弥やだ。

　その口調は怒るでもなく、あざけるでもなく、本当に淡々と事実だけを確かく認にんしているような口調だった。

「ただ、フル装備で背負い袋に錘おもりを50㎏ほど突っ込んだ状態で、練兵場の周囲を走れ、と言っただけだぞ？　難しいか？　１時間以内に何十周もしろと言ったわけじゃない。俺がよしと言うまで走れと言っただけじゃないか？」

　そんなに入っているのか、と蓮弥の声が聞こえた兵士達は一様にそう思った。

　彼らの装備は歩兵だったので、騎き士しのように全身板金鎧よろいだったりはしない。

　主に革を用いて作られているが、所々は金属で補強されていたり、鎖が巻かれたりしているのでそれ相応の重量がある。

　腰こしに吊つっている長ちよう剣けんも、訓練用ではあるが実戦で使うものと重さは変わりない。

　これらだけでもそれなりの重さになるはずなのだが、そこに追加で50㎏の錘と言うのは正気の沙汰とは到底思えない。

「こ……こんな重し付けられて……走り続けろなんて、無理です。教官殿……」

　苦しい息の下から、どうにかこうにか搾り出した兵士の言葉だったが、蓮弥はそれをばっさりと切り捨てる。

「女性を一人抱えているようなものじゃないか。国軍の兵士ならば、戦せん闘とう中に動けなくなった市民がいたら担いで助けるのが義務だろう？　仲間が倒れたら担いで逃げるのが義務だろう？　それとも貴様はそれらを見捨てるつもりか？　泣き言を言うな！」

「そんな……」

「第一、見ろ。あの無む駄だに元気そうなシオンを」

　軽く毒を含んだ声でいきなり話を振ふられたシオンが、練兵場の真ん中付近でびくっと身体を震わせる。

　その姿はキース達と同じ国軍歩兵用の鎧を着込み、背中に背負い袋を背負った状態で、練習用の長剣をぶんぶん振り回していた。

「同じ条件で走らせてみりゃ、シオンの走りについていけず、いきなり初っ端ぱなから引き離されたと思ったら１時間程度で数周近く周回遅れになりやがって……」

　そこはキースも信じられない現実だった。

　兵士達と同じ格好で練兵場に現れたシオンは、蓮弥に命じられるがままに走り出し、どたばたとではあったが圧あつ倒とう的てきな速力で兵士達を引き離はなすとそのままあっと言う間に周回遅れにした挙句、わずか１時間の間に数度抜ぬき去さると言う暴挙を達成してみせたのだ。

　相手は紛れも無く大公陛下のご息女だ。

　それが、兵士として訓練を受け続けていた彼らよりも体力に優れていると言うのは一体どう言った詐欺行為なのだろうか。

　汗を流し、顔を赤くして、最後の方は足下がふらついたりもしていたが、それでも１時間走り続けたシオンへ、蓮弥はすぐに別行動を取るように命じた。

　体力的には十分すぎるだろうと思ったのが半分。

　もう半分はそれ以上兵士達と行動を共にさせていると、兵士側の心が折れるだろうと思ったからだ。

「なぁ？　今どんな気持ちだ？　兵士として訓練を受けてきました、なんて言いながら体力だけではあるが、シオンに遠く及ばないと理解させられた今の気持ちはどんなだ？　護るべきお姫ひめ様さまよりも劣っていると分からされた気持ちはどんなだ？　なぁ、何か言ってみろ」
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　襟を掴んでいる手を揺ゆらしながら、蓮弥が問いかけると、掴まれている兵士は声を上げることはなかったものの、ぎりぎりと歯を食いしばりじっと耐たえている。

　そんな兵士の様子を、つまらなそうに見ていた蓮弥はやがてその襟を掴んでいた手を放す。

　糸の切れた操り人形のように、地面に力なく座すわり込んでしまう兵士を見下ろす蓮弥は、わずかに身をかがめて兵士に顔を近づけると、そっと囁ささやくように言った。

「ここで寝ねててもいいぞ？　どうする？　根性無く諦あきらめるか？　お前は一体何だ？　ガキか？　兵士か？　お前を兵士だと思って雇った奴は相当なバカなのか？　この国はお前のような根性無しに高い給金支払ってるのか？」

「違うっ……１分で……１分でいいから、くれっ！」

　身体を支えるために地面についていた手を握り締めて、兵士が叫ぶ。

「必ず……必ず追いかけるからっ！」

「……そうか、諦めないのだな？」

　尋ねる蓮弥に兵士が頷くと、蓮弥は再びその兵士の襟を掴むと今度は軽々と背中に背負う。

　驚おどろく兵士に構わず、蓮弥はそのまま先を行く兵士達の背中を追いかけて走り出した。

「教官殿!?」

「１分程ほどそこで休んでろ。それと休んでいる間に俺の走り方を観察しろ。どうにもお前らはバタバタと無駄に音を立てるし、疲れ始めると今度はずるずる足を引きずって無駄に体力を消費する」

　なんの為に人間には頭とか関節とかがあると思っているんだとぶつぶつ説教を始める蓮弥。

　その身体は、背中に居る兵士には分かったがほとんど上下にも左右にも揺れない。

　足音もほとんどさせずに疾走する蓮弥は、軽々と前を行く兵士達を一度抜き去ってから、一周練兵場を回ってまた兵士達の背後へつく。

　成人男性一人と装備と重しが背中にあると言うことを考えれば、信じられない速度に背中の兵士も一度抜かれて周回遅れになった兵士も、ただただ呆ぼう然ぜんとするだけで声が出ない。

　自分に向けられている驚きの感情や視線を、きっぱりと黙もく殺さつした蓮弥は、走る兵士達の最後尾に追いつくと、背中に背負っていた兵士を地面へと下ろす。

「１分くらいは休んだな？　そら、走れ」

「はい、教官殿！」

　動けなくなるくらいに疲ひ弊へいした人間が、１分ちょっとくらい休んだだけで動けるようになるわけがない。

　それでも兵士は蓮弥の言葉に大きく返事をすると、歯を食いしばり必死の形相で仲間達の後をついて走っていく。

　それを見送った蓮弥は次の訓練の為の道具をインベントリから引き出して、練兵場の中央へ山と積み始める。

　結局、その持久走は午前中一杯続けられた。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態で動けない兵士達に、サイドテールにチューブトップブラ、ホットパンツと言った中々に扇情的な格好をした少女が昼食を配って回る。

　食堂は、面めん倒どうを嫌きらった蓮弥が使うのを嫌いやがったのと、兵士達のうちだれ一人としてそこまで歩く気力が無かった為使われず、そのまま練兵場での昼食となったのだ。

　配られた食事は軟らかな白いパン、それと対照的な真っ黒なスープに干した果物がいくつか。

　スープは最初その異様さから、兵士達は口をつけることを躊躇ためらったが、シオン一人だけがさっさとそれらを口に運び始めたのを見ておそるおそる全員が口をつけた。

　見た目の異常さから味に期待はしていなかった彼らだが、口をつけてみればなんと言うこともない、魚介類をふんだんにぶちこんだ海鮮スープだった。

　スープ自体にわずかな苦味があったが、それも気にならないほど濃厚な魚介類の出だ汁しに、概おおむね好評をもって受け入れられたスープは、少女が背せ丈たけほどもあるような寸胴鍋で持って来たにも拘かかわらず、食事が終わる頃にはすっかり飲み干されていた。

　軟らかな白いパンも、人数分以上用意されてはいたが、こちらも綺き麗れいに食い尽くされた。

「レンヤ……あれ、エミルだよな？」

　兵士達の間を愛あい想そを振りまき、手を振りながら歩く少女を指差してシオンが問う。

「そうだな」

「レンヤが食べられない物を提供するとは考えてないんだが……大だい丈じよう夫ぶなのかこれ？」

「問題ない。毒は入っていない」

「そう……念のために材料を聞きたいんだけど？」

「市場で仕入れた新鮮な魚介類に、フラウ特製の家庭菜園の野菜」

「あ、なんかそれだけでもう駄だ目めな気がする」

「あと、お隣となりから仕入れた新鮮な食材から取った出汁」

「お隣……？」

　お隣と蓮弥が言うからにはおそらく、アズとリアリスが住んでいる家だろう、とシオンは思う。

　しかし、二人とも仕事のある身であり、スープの出汁が取れるような食材を自宅で作っているとは聞いた覚えがない。

　不思議がるシオンの耳元に、蓮弥はそっと口を寄せて囁いた。

「ほら、あの大きな……あれから二、三枚程ぶちっと引きちぎったのを焼いて磨り潰つぶしたのを混ぜ込んであるんだよ」

「そ、それってド……」

　驚き慌てるシオンの唇くちびるに、蓮弥は人差し指を当てて黙らせる。

　その会話は周囲の兵士達の耳にも届いていたが、彼らはシオンが途と中ちゆうまで言いかけた食材に関して興味を抱だくことは無かった。

　そんな余よ裕ゆうは無かった、とも言える。

　食べられて美お味いしければ、細かいことはどうでもいい気分になっていたとも言えた。

　その結果、死んでしまうようなことがあるならば問題であるが、同じものを蓮弥もシオンも口にしている。

　問題があるわけがなかった。

「教官殿。午後からの訓練の予定は？」

　ある程度休み、食事を口にして幾いく分ぶん体力が回復したのか、キースが蓮弥に歩み寄りながら尋たずねてきた。

　蓮弥は練兵場の中央に積み重ねてある物を指差して答える。

「あれを使う」

「あれ、ですか」

　そこに積まれているのは、無数の鍬くわだ。

　農作業等に使う、実に一いつ般ぱん的てきな道具である。

「色々金属を混ぜて重くしてある。鍬の歯から柄に至るまで全て金属製だから、乱暴に扱ってもそうそう壊れることはない」

「はぁ……それで何をやらせようと言うので？」

「そりゃ……穴を掘るに決まってるじゃないか」

　何を言ってんだお前はと言いたげな蓮弥。

　キースは頬ほおの辺りをかきつつ、質問を続ける。

「一体どこにどれだけの穴を掘ればいいので？」

「全部」

「はい？」

　短い蓮弥の返答に、思わず聞き返すキース。

　物分かりの悪い生徒に、授業を行う先生のような気持ちで蓮弥は練兵場全体を指差した。

「ここ全部を、お前らの背せ丈たけ程ほどの深さに掘るの」

　言われたキースは練兵場を見み渡わたす。

　そこはいくつかの部隊が同時に使ったり、部隊同士での模擬戦を行ったりする場所なので当然のごとく広い。

　しかもしょっちゅう兵士達たちがその上を踏ふみ固めているので地面は相当固い。

　そして穴を掘るのに使う鍬は蓮弥が言うにはわざわざ総金属製で重くしてあると言う。

　そこから導き出される結論は、考えたくないくらいの重労働が待っていると言う現実だった。

「本気ですか？」

「本気に決まっているだろう。夕食の時間までには終わらせるんだぞ？　終わらない限りは本日の訓練は終しゆう了りようしないのでそのつもりで」

　にこやかな表情で蓮弥にそう告げられたキースは覚かく悟ごを決めざるをえなかった。

「お前ら！　いつまでチンタラと食ってるつもりだ！　死にたくなければさっさと作業に移るぞ！　鎧を脱いで錘を置いて、あそこに積んである鍬を取れ！」

「あ、こら、誰が鎧を脱いでいいと……」

「レンヤ、なんだったらここで私が土下座するから、鎧を脱ぬぐことは認めてやってくれ」

　キースを呼び止めようとした蓮弥を、シオンが背後から羽交い絞めにする。

　さすがにシオンも、これから行われようとしている訓練を、フル装備で行うのは無茶だと思ったらしい。

　シオンが蓮弥を食い止めている間に、兵士達は急いで鎧を脱ぎ、ダッシュで道具を取ると猛然と地面を掘り始める。

　止める間もなく作業が始まってしまったので、蓮弥は装備をつけたままやらせることを今回は諦めた。

「次回は無いぞ？」

「レンヤ……君は一体、彼かれらをどうするつもりなんだ……」

「一人前の兵士にするに決まっているじゃないか？」

　当たり前だろうと言わんばかりの蓮弥。

　きっと蓮弥の元いた世界では、化け物か何かのことを兵士と言うのだろうと思いつつ、シオンは自分も鍬を手に取ると兵士達に交ざって地面を掘り返し始めるのだった。

「お前ら、姫様が鎧着たままやってるのに、自分らだけ除装して楽をするとは良いご身分だな？　この国じゃ公女殿下より国軍の兵士の方が身分が高いのか？」

「あ……」

　しまった、とシオンは思ったがもう遅い。

　責めるわけではないが、どうして貴方あなたと言う人はと視線で訴えかけてくる兵士達を見ながら、シオンは顔を赤らめつつ鎧を外し始めるのだった。







　今日も練兵場には、妙みような行動をする一団が朝早くから延々と作業を続けている。

　それは傍はたから見れば、一体なにをしているのかさっぱり分からない。

　国軍の一部に何か悪い病気でも流行ったのではないかと噂うわさされるくらいだ。

　まず、全員が国軍の鎧を身につけている。

　これは問題ない。

　むしろ国軍の装備を身につけていない連中がそこで作業をしていたら、そちらの方がおかしい。

　ただ、国軍の兵士だからこそ、その行動がおかしすぎると言うのも事実なのだが。

　次に全員が黒尽くめの若い男が監かん視しする中、何故か鍬をふるっている。

　もちろん、そこは農場ではない。

　農場ではないのだが、彼らは何かに取り付かれたかのように一心不乱に鍬をふるっているのだ。

　そしてものすごい勢いで穴を掘ほっていく。

　地面に恨みつらみでもあるのかと思わせるような迫力で鍬を地面へ叩たたきつけ、大量の土をかきだして、さらにまた鍬を地面へ叩きつけると言う作業を黙々と言葉一つ発することなく行っていく。

　午前中一杯、そんな作業を続けた彼らは、お昼になると小休止を挟む。

　食堂まで戻る時間も惜しいのか、その場に座り込んだ彼らは、どこからともなく現れたサイドテールの少女が運ぶ料理を、黙々と平らげてしばし横になったり、鎧を脱いだりして寛くつろぐ。

　それが終わるとまた鍬を手に取り、淡々と作業を開始する。

　練兵場はとても広い。

　だが百人から成る彼らが、ひたすら鍬を振り続けると信じられない速度で穴は掘られていき、やがて彼らの背丈程の巨きよ大だいな穴が完成する。

　一体こんな巨大な穴を何に使うのだろうと、見る者が首を傾かしげていると、穴から続々と這はいだしてきた者達が、今度はシャベルを手に取り、いましがた掘り終えたばかりの穴を何故か埋うめ戻もどし始めたのだ。

　誰だれが見た所で、その作業に意味など見み出いだすことができない。

　だが当の本人達は、まるでそれが自分達に課せられた至上の命令でもあるかのように、不平一つもらすことなく穴を埋め続ける。

　やがて日が落ち、辺りが暗くなる頃ころ、穴は完全に埋め戻されてしまい、それを行った者達は何故か満足げな表情を浮かべて宿舎へと戻っていく。

　翌日、朝からまた鎧姿で現れた彼らは、今度は背中に大きな背負い袋を背負い練兵場に入っていく。

　その目の前には昨日、自分達の手で穴を掘り、また埋め戻した場所。

　彼らはその穴のあった場所へ、号令と共に飛び込んでいくのだ。

　大人の背丈程の穴を掘り、埋め戻したばかりの地面は非常に軟らかい。

　そこへ重い装備を身に纏まとい、どうやらさらに錘が入っているらしい背負い袋を背負った彼らが足を踏み入れれば、たちまちその足は地面にめりこんでいく。

　そこへ現れたサイドテールの少女が何事か唱えると、空にいくつもの水の玉が出現する。

　それを彼ら目め掛がけて打ち出し始める少女。

　兵士達は必死に足場を固めながらその水の玉を避よけ続けるが、やがてその動きが鈍り始め、中にはまともに水の玉に当たる者が出始める。

　おそらく水系の初歩の魔術である〈水弾〉であろうその一いち撃げきは、重いはずの彼らの身体を易やす々やすと吹ふき飛ばし、地面に打ち倒す。

　倒れた者へは、さらに少女が容赦なく水弾を打ち込む。

　その水弾を別の者が身体を張って受け止める。

　かなりの勢いがついているはずの水の玉を、気合の声を上げながら受け止めている間に、他の者が倒れた者を引き起こして回かい避ひ運動を再開させる。

　地面に着弾した水の玉は、まだ幾分軟らかい土を泥へと変える。

　その泥に足を取られて直撃をもらう者が増えるが、彼らは諦めずに避け続ける。

　動きを止めてしまえば、泥に足が沈み込む。

　もしそうなってしまったら、回避はおろか動くことすらままならなくなる。

　それが分かっているからこそ、彼らは動きを止めない。

　ひたすら動き続け、運悪く動けなくなった者を助ける。

　やがて昼食時が近づくと、少女は名残惜しそうに水弾を打ち出すのを止め、それを合図にそれまでひたすら走り回っていた彼らも、泥沼と化した地面から離れ、装備を外して泥で汚よごれてしまった装備の掃除を始める。

　彼らが装備を掃除している間に、サイドテールの少女がまた昼食の準備を始め、新たに呼ばれた金きん髪ぱつの女性僧そう侶りよが、少女の水弾の当たり所が悪かった者の怪け我がの治ち療りようを始めた。

　それが終わるとまた、黙々と昼食。

　食事が終わり、一休みの時間が終わると今度は監視を続けていた黒尽くめの男の号令の下、まだ泥沼となったままの地面に彼らが戻る。

　そこへ、今度は黒尽くめの男が〈小火弾〉の魔術を打ち込み始める。

　水の魔術と違って、初級とは言え火の魔術は当たればまずヤケドを負うことは間ま違ちがいない。

　午前中よりも必死で逃げる彼らを、黒尽くめの男はサイドテールの少女が放ったものよりも濃い弾幕で追い立てる。

　地面に着弾した火の塊かたまりは、泥が大量に含ふくんでいる水分を蒸発させ、辺りにはもうもうと水蒸気がたちこめた。

　ただでさえ動き続けることで汗あせをかいていると言うのに、そこへ立ち上る水蒸気。

　気温はぐんぐんと上じよう昇しようし、息苦しいほどの湿気が彼らを襲うが、彼らは動きを止めない。

　下手に動きを止めれば、一発もらってしまい動けなくなる。

　動けなくなれば、死なない程度に加減された魔術の集中攻こう撃げきを喰くらうのだ。

　彼らも必死である。

　やがて立ち上る水蒸気の濃さは、視界を悪くし始める。

　どこから飛んでくるのか分からない火の魔術。

　彼らは自分の持てる感覚を総動員して必死に避よける。

　それでも中にはやはり、まともに魔術の直撃をもらう者もいる。

　そうして動けなくなったそいつは、まるで見えない手に引きずられるように泥の中から引きずり上げられて、待機している女性僧侶の所へ連れて行かれる。

　そこでその女性僧侶から癒しの法術を施術され、さらにサイドテールの少女が取り出した真紅や紫や黄緑色の妖しげなポーションを、湯水のように頭からかけられるのだ。

　とても身体に悪そうな色なのだが、それらをかけられた者は、すぐに立ち上がるとまた泥の中へと飛び込んでいく。

　ほんの数分前に、身体のあちこちにヤケドを負った事がまるで嘘であったかのように。

　やがて太陽が傾き空が赤く染まり始めた頃、彼らはようやく一方的な攻撃から回避しつづけると言う行動から解放される。

　その足下は火の魔術で炙あぶられ続け、彼らの足でひたすら踏み固められてがちがちに固くなった地面がある。

　その地面を踏みしめながら彼らは思う。

　明日はもっと早く掘りきってやるぞと。

「正気の訓練とは思えません」

　二日で一セットになっているサイクルを、七回程ほど繰くり返したタイミングで蓮弥はメイリアに呼ばれて軍施設内にある彼かの女じよの部屋に赴おもむいていた。

　15歳さいの少女の部屋と言うからには、それなりにそれっぽいものでもあるのだろうかと思っていた蓮弥であったが、そこは完全に事務方の仕事場と言った様相を呈しており、潤いのある場所とは到底思えない味気のない部屋だった。

　壁かべ際ぎわにその存在を遺憾なく主張している大きな机。

　その上で書類の処理を行っていたメイリアは、蓮弥が通されて部屋に入るなり、開口一番そう言った。

「いくつかある練兵場の一つを完全に占せん拠きよしていることに関しては目を瞑つぶりますが……それにしても行動の意味が分かりませんし、危険すぎます」

「普ふ通つうの訓練を一ヶ月行うことで彼らが一人前になれるとでも？」

　逆に問い返した蓮弥に、メイリアは渋い表情を向ける。

　言外にではあるが、蓮弥の言葉は国軍の兵士が一人前ではないと言っているのと同じことであり、またその行われている訓練が温ぬるすぎると言っている。

「あんな苦行についてこれる者が沢山いるわけがないじゃないですか」

「今の所、脱落者はゼロだが？」

　その事実はメイリアにとっては信じ難がたいことだった。

　絶対に何人か、もしくは大半が音を上げて逃にげ出すものと覚悟していたのだが、蓮弥が言う通りに彼の訓練を受けている百名の兵士の内、逃げ出したものや怪我等で脱落したものは現状一人も出ていない。

「怪我人は多数出てるみたいですけどね」

「腕うでのいい僧侶と、医者がいるからな」

「ローナさんの腕がいいのは知っていますが……何者なんですあのサイドテールの少女は？　見たことも聞いたことも無い薬で瞬またたく間に怪我を治してしまいますし、死なない限りは即時復帰させると豪語してるそうじゃないですか」

　今度は蓮弥がわずかにだが顔を顰しかめた。

　本当は蓮弥も、あまりエミルを関わらせたくなかったのだ。

　しかし、絶対に兵士達に魔改造を施すようなことはしないし、ちょっと珍めずらしい材料で作った薬で疲労や怪我を治すだけだから参加させてくれと言うエミルを断りきれない事情もあった。

　いくらローナが腕の良い僧侶であり、さらにその法術のサポートに魔石を使いたい放題だとしても、やはりローナ一人だけでは次から次へと生産される怪我人を捌さばき切ることができなかったからである。

　さらに、法術では怪我は治せても怪我人の体力をごっそりと奪い取ってしまい、さらに法術では疲労を回復させることができない。

　それでは怪我をした兵士は、かなりの時間をロスすることになってしまう。

　蓮弥にしてみれば珍しく、かなり長い時間悩んだ後、何度もエミルに念押しをした上で蓮弥はエミルの参加を認めた。

「ちょっとワケありの技術者でね。詳しよう細さいは話せない。あの子に関することは俺おれが全て責任を負う」

「お任せします。そこまでおっしゃるのであれば悪いことにはならないでしょうし。それでですね……本日お呼びしたのには理由がありまして……」

　処理していた書類を脇わきにどけて、メイリアは蓮弥を見る。

「まず一つ目は……姉のことなのですが……」

「国軍の兵士達をおいてきぼりにする勢いで元気だぞ？」

「最初から国軍の兵士達をおいてきぼりにしてたと言うのは本当ですか？」

　その声音に少しだけ、恐れるような感情を感じた蓮弥はすぐには答えずにメイリアの表情を窺うかがう。

　できるだけ隠かくしたつもりだったらしいそれを、あっさりと感づかれたことにメイリアは苦く笑しようした。

「あまり良くない情報なんです、それ」

「事実だ。特に体力面に関してはぶっちぎってたと言える」

　蓮弥に告げられた事実に、メイリアが溜ため息いきをつく。

「何か問題が？」

「いえ……大問題ではないんですが……レンヤさんもご存じの通り、ファタール家はトライデン公国の大公を務めていますが、このトライデン公国自体、十代前のファタール家当主が一代で築き上げた国なんですよ」

　今トライデン公国のある場所と言うのは、元々人族の大陸において瘴しよう気きの森、ひいては魔族の領土に一番近い場所であり、誰も好んでそんな所に国を創ろうとは思わず、中央で犯罪を犯したりした者達が徒党を組み中央方面への略奪を繰くり返しながら生活していた場所なのだと言う。

　そこを独力で征服し、国を創ったのがファタール家なのだ。

　独力で創ったのならば、王様を名乗ればよかったじゃないかと思う蓮弥に、王政にしなかったのはなんだか王様って響きが嫌だ、と言うその時の当主の一言が原因なんですとメイリアは言う。

　王様って言葉の響きよりも大公の方がかっこいいと言うわけの分からない理由で、当時のファタール家当主は創り上げた国の中から、功ある者を貴族に取り立てて公国と言う形で国を建てたのだそうだ。

「それが？」

「自慢に取られると困るのですが、たまにファタール家と言うのはそう言うちょっと足りないのに、物もの凄すごい力を持った、所いわ謂ゆる英えい雄ゆうと呼ばれる人材を輩出することがあるんです」

「シオンがそれだと？」

　足りない、と言う部分は否定してくれないんだ、と思いつつメイリアは首を左右に振る。

「分かりません。その兆きざしは今まで全く無かったですからね。でももしかしたら、と言うくらいで考えてます」

「仮にシオンがその英えい雄ゆうと呼ばれる才能を持った人間だった場合、何か問題が起きるのか？」

「姉様が、この国を乗っ取ろうとするなら大問題ですが」

　それなら別にそれでもいいですけどね、とメイリアは肩をすくめる。

　彼女からしてみれば、姉であるシオンが大公を継ぎたい、もしくは王様になりたいと言ったならば、自分が座っている場所を明け渡わたすことにはなんの抵てい抗こうも無いようだった。

「私や母を殺してから、とか言われてしまうと困りますが」

「それは無いな。冗じよう談だんでもそんなことを口にする子じゃない」

「分かってます。タチの悪い冗談です」

　間を置かずに言い切る蓮弥に、メイリアは笑って見せた。

「二つ目は……実は軍内部から貴方の訓練に関する疑問が持ち上がっておりまして」

「ほぉ？」

　蓮弥の口の端はしがわずかに持ち上がる。

　それはまるで、何か面おも白しろいことが起きるのを期待しているような表情だ。

　姉のことよりも、目の前の男のことの方が問題ですよね、と内心思いつつメイリアは続けた。

「結果を出せ、と言い出す一派が出てきたんです。あんなわけの分からない訓練をする男に国は金を払っているのかと。……実情を見てたらそんな台詞せりふが口から出てくるわけが無いと思うんですけどね」

「言いたいのなら言わせておけばいい、と俺は思うけどな」

「ええ、ですがトライデン公国は貴族が国を治める公国なんです。王国なら言わせておけばいいと言い捨てられるんですが、いかに大公陛下と言えども、ある程度の数の貴族からの突き上げを無視し続けるのは難しく……」

「結局、何をさせたいんだ？」

　結論を急ぐような蓮弥の問いかけに、話が早くていいとばかりにメイリアはあっさりと言った。

「うちの貴族が持っている兵と、模擬戦を行って下さい」

　国軍とは別に、貴族達はそれぞれが、それぞれの指揮下にある兵士を持っている。

　この兵は、大公と言えども命令権が無く、全てそれを管理している貴族の指揮下にあり、独自の軍事組織を作っているのだ。

「訓練期間は一ヶ月、と言ったよな？」

　確認するような蓮弥の言葉に、メイリアは頷うなずいてみせる。

「ええ、お約束ですので一ヶ月は黙らせて見せます」

「ならばお受けしよう」

　すんなりと承諾した蓮弥に、肩かたの荷が下りたような気分でほっと息をつくメイリアだったが、すぐに次の蓮弥の言葉を聞いて顔が凍りついた。

「では、その為ために俺が訓練している兵士達の、瘴気の森における訓練を許可して欲ほしい」

「……正気の提案とは思えません!?」

　悲鳴にも似たメイリアの叫さけび。

　彼女に仕えている者達は、今まで聞いたことも無いようなメイリアの大声に一体何事が起きたのかと互いの顔を見合わせるのであった。







　百名からの兵士の移動、と一言で言えばそれだけで済む話であるが、実際それを行うとなるとそれなりに面倒な準備やら手続きやらが必要となってくる。

　手続き関係は全てメイリアに一任、と言うよりは丸投げした形で片付けてしまった蓮弥であるが、今度は実際にその百名の兵士を瘴気の森まで行かせる方法を考えなくてはならない。

　ククリカの街から瘴気の森の入り口までは馬車で二日はかかる距きよ離りだ。

　到底、徒歩で行っていたのでは無駄な時間が増すばかりである。

「馬車でも仕立てるのか？」

　どうしたものかと自宅の応接室で頭を捻ひねる蓮弥。

　そんな蓮弥の様子を見て、尋ねるシオンに、まさかと首を横に振る。

　馬車で運ぶには百名と言う数は多すぎる。

　複数の馬車を仕立てて走ればできないこともないが、かかる費用がバカにならない。

　どうせ費用は国が持ってくれるのだから、蓮弥としては別段それでもいいような気もしたのだが、費用とは別に往復で四日の空白は訓練を主目的としている以上は損失が大きすぎる。

「今の俺なら一日で走りきれそうな気もするんだが……」

「それ、人間の走力ではないからな？」

　試しにやらせてみようか等と、蓮弥がとんでもないことを提案する前にシオンは釘くぎを刺しておく。

　シオンから見て、蓮弥の能力は色々な部分が既すでに人族の範はん疇ちゆうから大きく逸脱している。

　その真ま似ねをしろと言われても、無理なのは明白な事実だった。

　実の所は兵士達から見たシオンも、似たような感想を持たれていたのだが、シオンは気づいていない。

「メイにお願いして魔導船出してもらおうか？」

　あれならば百人の兵士を運ぶだけの運搬能力があるだろうとシオンは思う。

　しかも速度もそれなりに速い。

　良い提案だとシオンは思ったのだが、蓮弥はそれをすぐに拒きよ否ひした。

「やめとけ。貴族連中が煩うるさそうだ」

　難癖をつけてくる連中と言うものは、どんなささいなことでも見つけ次第そこに噛かみ付いてくるものだと蓮弥は思っている。

　シオンがメイリアにそんなお願いをすれば、どんな文句をメイリアの所に持っていくのか分かったものではない。

「それではどうするのだ？　手詰まりじゃないか」

　両手を挙げて万歳をするシオンであったが、蓮弥はそれに追従せずに言う。

「そうでもない。手段を選ばなくていいなら、方法はある」

「そうか、ではそれでいこう」

　蓮弥の言う方法の内容も聞かずに即断するシオン。

「お前な。中身も聞かずにいいのか？」

「良いも悪いも、私には代案が無いからな。蓮弥の案に乗る以外ないじゃないか」

　少し呆あきれたような蓮弥の言葉に、シオンは堂々と胸をはって答えた。

　態度は立派であるが、威張れた内容ではない。

「考えが無いんだか、思い切りがいいんだか……評価に困る言葉だなそれは」

「とにかく、それで行こう。時間が惜しいのだろう？」

　本当にいいのかな、と思う蓮弥であるが、後継者を退いたとは言えこの国の第一公女殿下がお墨付きをくれるのだから、別にいいんだろうなと結論を出す。

「わかった、それで行こう。シオンはフラウと一いつ緒しよに物資の準備をしてもらえるか？　必要なものはフラウにもう言ってあるから。メイリアの方に請求書を回す形で購こう入にゆうすることになっているから、手伝ってやってくれ」

「分かった。任せてくれ」

　力強く頷いて、シオンはフラウを捜しに行ってしまう。

　その背中を見送ってから、蓮弥はその場に残ったまま、誰もいない部屋の中で独り言のように言った。

「本当に来ないんだな？」

「うんまぁ……瘴気の森だとちょっと地元が近いからねぇ」

　答えながら壁かべから染み出すように姿を現したのはエミルだ。

　どういう理屈であるのか蓮弥には分からなかったが、たまにエミルは何も無い空間からひょっこり姿を現したりする。

　蓮弥以外の目の前で、エミルがそれを行うことは無かった。

　だがどうやらその見えない状態のままで、家のあちこちで聞き耳を立てていたり、じっと観察したりしているようだと言うことには、蓮弥とフラウが気がついている。

　今の所、プライバシーが侵害されている以外の実害は無い様なので、自分達の所に来ない以上は放置している蓮弥とフラウだった。

「行き先が森だと言うから、クロワールは同行するつもりらしいんだがな」

「フラウちゃんとローナちゃんは居残りらしいねぇ」

「フラウは……家か俺から離れられないからな。しかもあの容姿だから……兵士達に和まれても困る」

　フラウはシルキーとして、護まもっている家かその主人である蓮弥かのどちらかの近くにいなくてはならないと言う制約を負っている。

　普段ならばともかく、今色々と殺伐とし始めている兵士達が小さく可愛かわいいメイド姿のフラウを見た場合に、その精神にどのような変調をきたすか、蓮弥には予想できない。

　予想できない以上は、今接触させるわけにはいかなかった。

「ローナちゃんはメイリアちゃんと一緒に、一部貴族の牽けん制せいに回るってさ」

「苦労が絶えないな。ハゲないといいんだが」

「ローナちゃんの目の前で言うなよ？　泣かれるからねぇ」

　冗談めかして笑うエミルであるが、蓮弥から見てもローナは色々と働きすぎなのではないかと思ってしまう。

　ただでさえ心配しだしたらキリがないシオンのお守りを仰せつかっていると言うのに、その他の国関連の仕事もちらほらと、手をかけているようだったからだ。

　そこに加えて今度はメイリアの補佐で貴族達と、言葉の上だけのことではあるがやりあうともなれば、疲労心労の度合いが酷ひどくなっていても何も不思議ではない。

　彼女が男性であったのならば、確かに髪かみの毛の絶滅を心配する必要があったかもしれないな、と冗じよう談だん抜ぬきで蓮弥は思った。

　思っただけで、代わってやれることでもなかったのだが。

「それでレンヤ。移動手段は何を使うのかねぇ？」

「ん？　あぁちょっとお隣にお願いに行って来る。その間にエミルに用意して欲しいものがある」

　ちょいちょいとエミルを手招く蓮弥。

　招かれるままにエミルは蓮弥へと近づき、その口元に耳を近づけた。

「え？　うん？　あー……あ、はい。分かったけど……大おお騒さわぎにならないかねぇ？」

「今いま更さらだろう？」

　魔族のくせして、心配性な奴やつめと言いつつ、蓮弥自身はお願いの為にお隣であるアズの家を訪問するべく部屋を出るのだった。

　翌日、ククリカの街はエミルが心配した通りに大騒ぎとなった。

　朝一番から本日も練兵場で訓練をせねばと意気込んでいたキース以下兵士達は、いつもの装備を身につけようとして、今回は実剣を装備し、背負い袋は置いていけと言う唐とう突とつに現れた蓮弥の言葉にほぼ全員がこれから一体なにをさせられるのだろうと心配そうな面おも持もちになる。

　それでも教官の命令は彼らにとっては絶対だった。

　実際、日数にして二週間ちょっと蓮弥の訓練につき合わされてきた彼らだったが、最初こそこの狂った訓練に参加させられている自分の身を嘆き、そんな訓練を強要する蓮弥を呪のろったりもしたのだが、力をくれてやると言う蓮弥の一言を信じてどうにかこうにか訓練をこなしていた。

　しかし、ある時を境として、それまで辛つらいばかりであった訓練が、何い時つの間にやらそれでもぎりぎりではあったが、前日よりは楽にこなせるようになり、さらに次の日は前の日よりも楽にこなせるようになったことに気がついた。

　蓮弥が訓練の量を減らしたわけではない。

　そうすると兵士達の身体が蓮弥の訓練量に慣れた、或あるいは訓練が必要としている能力に兵士達の能力が近づきつつあるのではないか、と考えられる。

　それに気がついてしまえば、後はもうずるずるとその事実に兵士達はハマってしまったのだ。

　昨日一発もらって倒たおれていた攻撃に、本日は三発もらっても耐たえ切れた、とか。

　背負い袋の中に追加の錘おもりを入れたのに、昨日同様動けたとか。

　強くなることを望む兵士達が、その実感を体験してしまえばもうそこから抜ぬけ出すことができない。

　蓮弥が課した訓練をこなせばこなすだけ力がつくのが分かるのだ。

　兵士達は、自分達を自分達の知らないレベルに引き上げた蓮弥に感謝の念を抱き、そこから先はもう蓮弥の知らない所で訓練内容がエスカレートしていく。

　背負い袋の中の錘の量が増えていたり、鍬の柄にいつの間にか追加で鉛が巻かれていたりするのは序の口で、エミルや蓮弥の魔術の攻撃を、一体誰が一番多く防ぎきるかで賭け事が始まる始末だ。

　もちろん、蓮弥はそんな賭けが行われていることは知らない。

　ただ、なんだか被弾率が上がって来た気がするなぁとは思っていたのだが。

　余談ではあるが、いくらなんでも人族と言うものはそんなにメキメキと音を立てるように成長するものではない。

　だが人の身体と言うものは、一旦破は壊かいされるとそれが治った時には破壊された時の条件を克服しようとして身体を強化する能力がある。

　本来ならば長い時間をかけて行われるはずのそれを、食事にこっそりと混ぜ込まれている、通常手に入らないような貴重な材料と、一応ただの回復剤、実はそんな強力な回復剤その辺では手に入りませんと言うレベルのエミルの薬が、短いサイクルでしかも異常な速度で行わせていたのだ。

　人体改造ではなく、元々本人達が持っている能力をブーストしているだけなんだからいいじゃないか、とはエミルの言葉である。

　それはさておいても、兵士達は蓮弥に命じられるがままに装備を身につけ、訓練では使わない刃はの入った剣を腰こしに吊つるすと、駆け足で蓮弥に指定された街の外の平原へと出る。

　時間帯はまだ朝早い時間で、さらに街かい道どうからは少し離はなれた平原を指定されていたので、人目はほとんどない。

　その場所ではエミルが既に準備を始めており、彼女の周囲には大の大人が数人まとめて入ってもまだ余よ裕ゆうがありそうな大きさの籠が二十個ほど並べられており、さらになんらかの物資を積み込んだ籠が別に二つほど用意されていた。

　籠はその四隅にロープを渡され、何かにぶら下げることができるような作りになっていたが、それだけ巨大な籠を何にぶら下げるつもりなのか兵士達には想像がつかなかった。

「よく来た。兵士諸君」

　全員揃そろうのを待って、蓮弥が声を張り上げる。

　兵士達の前に立ち、大きな声でしゃべる蓮弥の隣となりには、草色のエルフの衣装に身を包つつんだクロワールが神妙な面持ちで立っている。

　兵士達は教官の言葉を聞き逃すまいと、とりあえず疑問等は棚上げしておくことにして、蓮弥の言葉に耳を傾けた。

　その真しん剣けんさは滅めつ多たに見られないエルフの、しかもその中でもかなりの美少女が目の前にいると言うのに、そちらに視線を奪われない程ほどだ。

「先日、メイリア公女殿下より、一つの依い頼らいを受けた。無論それは諸君の訓練とは別件である」

　一旦言葉を区切り、蓮弥は兵士達を見み渡わたす。

　蓮弥が言葉を切っても、そこに口を挟むものはいない。

「公女殿下の依頼とは、今回諸君らの訓練を担当するに当たり、期間として区切られた一ヶ月の後に、公国貴族達の目に、その一ヶ月の訓練の成果を見せよ、とのことだ」

　ほんの一いつ瞬しゆんだが、兵士達の間にざわめきが走る。

　蓮弥は視線だけでそのざわめきを抑おさえて、さらに続けた。

「その成果とは貴族様が仰おつしやるには、彼らが擁する兵士達と模擬戦をしろ、とのことだ」

　先ほどのざわめきよりも、少し大きなざわめきが起きる。

　トライデン公国の兵士と言うのは、貴族関連の人間が義務として参加しているのと、市民等らが自主的に志願して参加しているのとが交じって一つの組織を作っている。

　それ故ゆえに組織としてはそれなりにまとまっているのだが、個々の兵士の質には結構なバラつきがある。

　それに対して貴族が持っている私兵と言うのは、貴族の面子メンツにも関わるのかそれなりに金をつぎ込んで腕の立つ者を集めているので、組織としてのまとまりは不明であるが、質は高い者が多い。

　キース兵士長以下百人の、蓮弥が訓練を受け持った兵士達は市民からの志願兵だった。

　だからこそなのか、貴族と言う存在に気後れを覚えてしまうのと、噂に聞く私兵の強さに果たして自分達で太た刀ち打うちできるのだろうかと言う不安を抱だいてしまう。

　それが少し大きなざわめきとして表れたらしい。

「騒ぐな。俺は公女殿下の依頼を受けた。勝てない戦いくさ等など、俺はしない」

　自信たっぷりに言い切る蓮弥に、兵士達のざわめきが納まっていく。

　もしかして教官殿には何か策があるのでは、と思った兵士達であったが、そんな思いを蓮弥は即座に打ち砕いた。

「言っておくが、策など無いぞ。正面からまともにぶち当たる」

「教官殿……それでは我らには勝ち目が……」

　たまりかねたのかキースがおそるおそると言った様子で蓮弥に言う。

　そんなキースを蓮弥はちらっと見て、鼻で笑った。

「今のお前達ならば、さして苦労せず勝てると思うんだが、どうにもその考え方がまだ戦に向いていない。勝てそうにないといきなり思ってしまうのがその証拠だ」

　確かにその通りかもしれない、と思う兵士達から反論は出ない。

　どうしても貴族と平民と言う身分差や、かたや志願兵でかたや金にあかせて集められた精鋭、と考えてしまう。
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「そんなお前達の精神を構築しなおし、尚なお且かつ戦せん闘とう訓練を行う為に、これより遠征を行う」

　蓮弥がそう宣言すると同時に、彼かれらから離れた位置にあるククリカの街の気配が慌あわただしくなった。

　それに気がついた兵士達が何事かと街の方を見れば、物見の兵士や門番の兵士達が慌あわててどこかへ走り去っていくのが見え、朝早くから街に入ろうと順番待ちをしている旅人達が、審査もそこそこにまるで逃げるかのように街の中へと誘ゆう導どうされていくのが見える。

「一体……」

　何がと言いかけたキースは、背中にぞくぞくと駆け上がるように感じる悪お寒かんに身を震わせた。

　それは訓練中に蓮弥が前置き無しにいきなり発動する威圧に良く似ていたが、それよりは幾いく分ぶん弱く感じるものだった。

　それでも、蓮弥の威圧に慣らされていなければ、自分達もこの場から逃げるくらいの恐慌に陥おちいっていたかもしれないと思うキース。

　その視線の先、空の彼方かなたにキースはいくつもの黒い点を見つけた。

「あれはまさか……」

　それは前にも一度、見たことの有るものだった。

　その時に見た点は一つだけで、その後ククリカの街に失われて久しい本物の竜騎兵が戻ってきた。

　その時に見たものと全く同じものが、キースの視線の先にいくつも見えたのだ。

「バカな！　ドラゴン!?　しかも複数だと!?」

「うろたえるな兵士長、騒さわがしい。あれくらいいないと百人も運べないだろう」

「……今、なんと？」

　何か蓮弥が信じられないような言葉を口走った気がして、キースは思わず聞き返した。

「だから、百人の兵士を籠に乗せて運ぶのに、運び手のドラゴンがあれくらいいないと、一度に運べないだろう？」

「ドラゴンで？　運ぶ？　……俺おれ達たちをですか？」

「他に誰を運ぶんだよ……わざわざ竜騎兵のリアリスを通して、ドラゴンにお願いしたのだから感謝しとけよ、お前達」

　限りなく脅迫に近いお願いだったりするのだが、その辺の事情は蓮弥も説明する気がない。

　ただ、頼たのまれたドラ君は半泣き状態だったので、少し無理を言いすぎたかな、とは思っている。

「良いか、諸君。今回の遠征の目的地は瘴気の森だ。そこで戦闘訓練を行い、模擬戦に備える。無論場所が場所だけに、安全とは言えない。むしろ危険だ。だから、参加を拒否する者は残っていい」

　徐々に近づいてくるドラゴンの姿。

　それに魅入られたかのように、キース達は微び動どうだにしない。

　蓮弥は聞こえているんだろうかと言う不安を感じてしまう。

　目的地はそれなりに衝撃的な場所のはずだったのだが、そちらに関する反応がまるでない。

　兵士達からしてみれば、ドラゴンが自分達を運んで飛ぶと言う現実の前には、もう何が聞こえてきてもさしたる衝撃を受けない気分だった。

　瘴気の森は確かに危険地帯ではあるが、ドラゴンに比べればそれほど絶望的な場所でもない。

「ただ、参加した者に関しては、貴族の私兵ごとき、苦にもならない程の力が身につくことは保証してやろう。さて、どうするね？」

　尋たずねる蓮弥に、キースが背後の部下達を振ふり返って叫んだ。

「いくぞお前ら！　ドラゴンが俺達を運んでくれる経験なんざ、この先何十年生きたって二度と無いぞ！」

「え？　そっちなの？　そっちに食いつくのお前ら……？」

　喚声を上げて籠へと突進していく兵士達。

　なんだか取り残されたような感じの蓮弥。

　その傍かたわらで事の成り行きを見守っていたクロワールが小さく溜息をついた。

「ノリが、非常に……うざ……もとい、暑苦しい、ですね」

　少し流りゆう暢ちように共通語をしゃべれるようになったクロワール。

　よく頑張ったよねとその頭を撫なでてやりながら、蓮弥は話の持って行き方を間違ったかなぁと一人反省する。

「あれ？　シオンは？」

「真っ先に、籠に、突進して、行きました」

　答えたクロワールに、良く見てるなぁと蓮弥は感心するのだった。







エピローグ　その頃の彼ららしい







　もっと遊びたかったのに。

　勇ゆう輝きは自分用にあてがわれた部屋のベッドにうつ伏せになって歯噛みしつつそう思った。

　邪じや魔まするものなどいないと思っていた。

　勇者たる自分が言えば、手に入らないものなど何も無かった。

　ちょっと街を歩いた時に気になった娘むすめや、貴族の娘、他国の王族の娘でも簡単に手に入った。

　さらに頼んでもいないのに、勇者の力の保護を受けたいと人族の国々が次々に姫ひめを献けん上じようしてくれていたのだ。

　全く勇輝としては、笑いの止まらない状態だ。

　庶民等では想像もできないような料理の数々とて、彼が望めばいつでも用意された。

　むかつく相手はどんな目にあわせることもできた。

　自分がやらずとも誰だれかが代わりにやってくれたし、もちろん自分で行うこともまるで問題がなかった。

　あの日までは。

　その日、勇輝に献上された女性は、とある国の大公の娘とか言う売り込み文句で、勇輝としては、貴族の娘にありがちな、すまし顔で上品ぶった女性は食い飽きた気持ちだったのだが、実物を見て少しだけ感想が変わった。

　どこか凛りんとした雰ふん囲い気きを漂わせる容貌に、この世界においてはやや珍しい部類に入る黒い瞳ひとみと黒い髪。

　茶色だの赤色だの金色だのと、元いた世界では勇輝の身近には染めた以外では見ることの少なかった髪の色の女性ばかりを相手にしてきた彼からすれば、その色はどこか元いた世界を思い起こさせる色であり、久しぶりに食指が動く。

　どうせ簡単な挨拶を交かわして、その後の夜会でちょっとばかり姿を見せてやれば、あとは自室に引き込んで楽しめるだけ楽しめるのだろうと思い込んでいた勇輝であったが、その甘あまい幻想はすぐに打ち砕かれることになる。

　その姫ひめが、聖せい王国の王との謁えつ見けん中に、勇者である勇輝を紹介され、勇輝が彼かの女じよへ近づいた時にそれは起きた。

　名乗りを上げて姫に近づき、跪ひざまずいて姫の右手を取り、その手の甲の白くきめこまかい肌はだへくちづけをする。

　勇輝が元の世界でたまに読んでいた、小説の中に出てくる勇者や騎き士しが姫君に行うあいさつだ。

　この世界においては、あまり見られない類の行動だったのだが、勇輝はそれがなんとなく勇者の行動っぽくて気に入っており、会う女性全てにそれを行っては悦に入っていたので、シオン＝ファム＝ファタールと紹介されたその姫にも同じ事を行ったのである。

　勇輝が握にぎった彼女の手は、しなやかでやや冷たく、その甲に口づけした時には彼女が身につけている香こう水すいの匂においなのか、とても甘い香かおりが勇輝の鼻腔をくすぐった。

　一見、姫ひめ騎き士しのような凛り々りしさから香水等使ってはいないだろうと勇輝は勝手に思っていたのだ、どうやらこのお姫様は女性としての身だしなみにも気を遣っているらしいと勇輝は笑う。

　これは今夜がとても楽しみだと、思う気持ちを自分では勇者らしいと思っている笑え顔がおに隠して、勇輝は立ち上がりシオンと視線を合わせると、シオンも笑顔を見せていた。

　ただ、勇輝とは違ちがう、とてもとても邪じや悪あくな雰囲気を漂わせた笑えみで。

　思わずその手を離し、数歩あとずさってしまう勇輝。

　何事が起きたのかと王が玉座から僅かに腰を浮かし、周囲にいた貴族達がざわめき始める中、ただ一人シオンが唇くちびるを三日月の形に吊り上げ、声も立てずに笑みだけを浮かべている。

「お、お前は……何がおかしい！」

　僅かにでもあとずさってしまった自分を恥じ、それを隠すかのように勇輝は大声で問いかける。

　シオンは答えずに、今しがた勇者が口づけをした自分の右手の手首を左手で握ると、鈍く湿しめった音を立てさせながらそれを握りつぶし、引きちぎった。

　誰かの悲鳴が響き渡る中、自分で作った無残な傷口から紫色の液体を垂れ流しつつ、シオンは引きちぎった右の手首を勇者に向けて放り投げた。

　あまりの出来事に反応のできない勇輝は、放物線を描いて自分の所に飛んできた姫の手首をかわすことすらできずに、自分の胸の辺りで受けてしまう。

　聖王国が彼専用にとあつらえた、白い礼服の胸むな元もとが、吹き出す紫色の液体に汚よごれて染まる。

　手首にはめられていた銀のブレスレットが、床ゆかに当たって硬い音を立てた。

「何を……一体なにをしている!?　お前は一体……？」

「汚らわしい」

　びちゃびちゃと、傷口から液体が流れ出ることを全く気にもとめずに、シオンが言う。

「我が慢まんしきれるかと思っていたのだが、思ったより気持ちの悪いものだ。創られた身の上とは言え、主あるじを恨まずにはいられないな」

「答えろ！　お前は何者だっ!?」

　勇輝の掌に光が集まる。

　その光の中から引き抜かれたのは聖せい剣けんティルヴィング。

　この世界において勇者だけが使え、勇者が呼べばどこにでも現れる現在は勇輝専用の剣。

　勇者の力を受けて切れ味を鋭くし、軽く振ふっただけでも鋼を切り裂さくそれを、シオンはつまらないものを見るかのような目で見て、鼻で笑った。

「ケダモノに答える言葉の持ち合わせはない」

「言ったな！　化け物が！」

　相手が姫だと言うことも忘れ、バカにされたと思った勇輝は警告無しに袈け裟さ懸けに聖剣で切りつける。

　シオンの形をしたものは、その一いち撃げきを避よけようともせずにまともにその身体からだで受け止めた。

　黒のドレスが切り裂かれ、露あらわになった白い肌の下から真っ赤な血が吹き出す、かと思いきやばっくりと開いた傷口からは何も吹ふき出さず、ただ肌と同じ白いものが肌の下に詰つまっているのが見て取れた。

　右みぎ肩かたから左のわき腹へとばっさり切られたと言うのに、それは顔に笑みを貼り付けた状態で表情を動かすことはなかった。

　同時に勇輝は気づく。

　鋼すら切り裂くはずの聖剣の一撃を、よけることなくまともに、しかも女性の身体が受けたと言うのにその身体は完全には切り裂かれていない。

　深くばっくりと傷口が開いてはいるのだが、その深さが身体の厚さに達していないのだ。

　これは、聖剣の威い力りよくを考えると有り得ない話だった。

　鎧よろいか何かを着込んでいたと言うのであれば、まだ理解のできる現象だったが、それは身につけている黒のドレス以外に防具のようなものも、また防ぼう御ぎよの魔術が組み込まれている道具のようなものも持っていない。

　ただ、自分の身体の防御力だけで聖剣の一撃を身体が断ち切れない程度に受けきったのだ。

「人間か、お前……」

「まさか、いまさら人間なわけがないだろうに？」

　笑顔のままでそう言った、それの傷口から紫色の液体が、その細い体のどこに入っていたのかと思うようなくらいに吹き出した。

「くそっ……なんで僕ぼくがこんな目に……」

　その後のことは、蓮れん弥や達が魔導船から見たのと同じ流れだった。

　吹き出す液体が巨きよ大だいなゴーレムを形作り、城を破壊し暴れだした所を勇輝が勇者の力と剣でこれを攻こう撃げき。

　出現の唐突さとその巨きよ体たいにかなり驚おどろかされはしたものの、ゴーレム自体の強さはさほどでもなく、その代わりになのか非常に防御力の高いゴーレムをひたすら斬りつけて撃破。

　騒動はひとまず鎮静化したものの、その先は勇輝にとっては酷いものだった。

　なにせ、女性に関わる一切の行こう為いが全てできなくなってしまったのだ。

　肌に触ふれるだけでめまいがするほどの動悸と息切れに襲おそわれ、頭痛と腹痛に苛さいなまれつつ、内臓がひっくり返るのではないかと思うほどに猛もう烈れつに吐はく。

　我慢することができるのではないかと試してみたのだが、勇輝の身体はほんの数秒すら我慢することができずに嘔おう吐とを繰くり返した。

　さらに、女性の体液、つまりは血液やら唾液等と言ったものに触れてしまうとその部分の皮膚がずる剥むけるほどに爛ただれてしまった。

　これは高価な回復薬を使うことでどうにか治ち癒ゆできる程の爛れであり、何度か試してみた勇輝はやがて皮膚だけではなく肉まで爛れ始めるような酷い症しよう状じようを負うことになる。

　これによって、勇輝は女性と全く関わり合いをもてない身体になってしまった。

　異世界に来ればハーレムが作れてばら色の人生が送れるとばかり思っていた勇輝からしてみれば、異世界に来た目的の大半を失ってしまったことになる。

「僕をこんな目に遭わせた、あいつを許さない……」

　結局、聖王国の調査ではトライデン公国のシオン姫の偽物を聖王国へと送り込んだ下手人の調べはつかなかった。

　もちろん一番怪しいのはトライデン公国の関係者だったのだが、国に属しているものが動いた形跡はまるで無く、勇輝が事前に掴つかんでいたシオンの周辺にいる迷い人と言うのも聖王国に入国した形跡が無い。

　無断で国境を越えた可能性についても調べ上げたが、トライデン公国側にも情報が無く、確実だと言えるものが何も無い上に、トライデン公国所属の魔導船が聖王国に駐留している最中に、その船内に魔族が侵しん入にゆうしたと言う兵士達からの報告もあり、今回の件については勇者を脅威とみなした魔族による犯行と言う線でほぼ固まってしまっている。

　聖王国の王族も貴族も、それで一応は納なつ得とくしてしまっている。

　納得できないとしても、それ以上のことができないからだ。

　それでも勇輝は納得ができなかった。

　自分をこんな身体にしたのはきっと魔族ではない、と言う思いが彼にはある。

　小説の中でも、こんな陰湿なことをするような魔族がいるようなものは読んだことが無い。

　こんな真似ができるなら、何も魔族にとっては勇者を生かしておく必要がまるでないのだから、殺傷能力の有る方法をしかけてくるはずだ。

　ならばこんな陰険ないたずらめいたことをするのはきっと人間に違いない、と。

「あの姫を……酷い目に遭わせればきっと今回の黒幕がまた出てくるはずだ……」

　勇輝にとっては幸いなのは、勇者としての力に関しては今回の件でなんの損害も受けていないと言うことだった。

　桁外れの腕わん力りよくや魔力、勇者専用装備の使用権限についても変わりは無い。

　その為ために聖王国は、勇輝を飼い殺しにしているのだが、今回勇輝はその力を思う存分発揮して、トライデン公国に事を仕し掛かけるつもりでいる。

「貴族なんて、腕うでの一つも落としてやれば喜んで僕に協力するさ」

　瞳に暗い光を灯して、ベッドにうつ伏せになったまま呟つぶやく勇輝のその顔は、勇者とは到底言えないような暗いものであった。










「主様？　なんかおかしくないですか？　おかしいですよね？　だっておかしいですもん」

「なんかどっかで聞いた言い回しだね、それ」

　どこぞの世界で大人気の、携帯型端たん末まつに良く似たボードを操作していたギリエルがあげた声に、半分眠ねむりかけていた幼女は呆れた声で答える。

　神は眠る必要などない。

　だが、神はたまに惰眠をむさぼったりすることはあるのだ。

　サボればサボった分だけ、後で行う仕事が増えるだけのことなのだが、神にとて現実逃避がしたい時間があるのだと幼女は主張させてほしかった。

「何がおかしいっていうんだ？　くだらないことだったりしたら、酷い目にあわせるからね」

「……じゃあいいです」

　数秒だけ考えた後に、ギリエルはあっさりと最初の問いかけに関する答えを得ることを諦あきらめた。

　その素早さに、くだらないことだったのかと苦々しく思いつつ、幼女は尋ねる。

「気持ち悪いな……くだらなくても酷い目にあわせないし、怒らないから話してみ？」

「約束ですよ？」

「いいけど……私針千本飲んだ所でどこにも応えないんだけどね」

　指切りでもする？　と幼女が小指を立てて見れば、ギリエルはあっさりとそれを拒きよ否ひした。

　その手のペナルティは、やられて辛いからこその意味があり、幼女に山のように針を飲ませてみた所でどこにも効かないのはギリエルにも分かりきっていた。

「蓮弥さんの周囲の件なのですが、なんだか先祖がえりがいたり、周囲の兵士が妙みように短期間で強くなったりとしているのですが、これっておかしくないです？」

「おかしくないよ？」

「そうなんですか？　あそこの世界の人族は比ひ較かく的てき頑がん丈じようで強くなる部類の存在ですけど……」

「蓮弥さんに背負っていってもらったリソースがあるでしょ？」

　幼女が言うには、リソースとはそのまま資源を意味する。

　資源が豊富なのであれば、世界には余裕が生まれ、例えとしてはあまり良くないのだが魔ま王おうが発生する余地や、勇者が召しよう喚かんされる余地が出てくる。

　逆にこの資源が切迫していると、そんな存在はもちろん出てこないし、さらには世界に余裕がなくなり世界自体の維い持じが難しくなる。

　また、世界に存在する魂たましい達はこれを取り込むことでその質を高める。

　元々、蓮弥が世界を渡ることになった原因が、このリソースを取り込んで質の高まった魂が元の世界で輪りん廻ねせずに別の世界へ逃げたり、輪廻自体を諦めてしまったことでリソースが消滅してしまった所から始まっている。

　ここで大事なのは、世界がどれだけのリソースを内包しているのか、と言うことだけで、どの存在がどれだけ持っているのかと言うことは関係が全く無い。

「本来は消費されるものではないから、欠乏すること自体おかしいんだけどね……」

「はぁ……それが私の疑問とどんな関係が？」

「察しの悪い頭だな……蓮弥さんに背負っていってもらったリソースは、散布用だから蓮弥さんがあの世界で生きている限りは、周囲に散布され続けるの」

「なんだかトイレの芳ほう香こう剤ざいみたいですねー」

　へらりと笑いながら言うギリエルだが、幼女は真剣な面持ちで。

「本人目の前にしてそれ言えるなら、どこかの世界の管理人にしてあげる」

「お断りですよっ！」

「ちっ……まぁそんなわけだから、蓮弥さんの周囲にいる人達と言うのはこれの恩おん恵けいを多かれ少なかれ受けるってこと。わかった？」

「なんとなく……でもリソースって、誰がどれだけ持っていても関係ないんですよね？」

　新たに浮かんだ疑問を口にするギリエルに、幼女は頷うなずく。

「だったら、蓮弥さんにあの世界を維持できるだけのリソースを持たせて、散布しなければいいんじゃ？」

「それで、蓮弥さんにあの世界で延々輪廻してもらうの？　拒否されたらどうするの？　そもそも、完全にあの世界を維持しきれるだけのリソースを、蓮弥さんが背負えるとか思ってる？」

「……色々あるんですねぇ」

　しみじみと呟いて見せたギリエルに、本当にこいつは事と次第をきちんと理解しているのだろうかと、自分で設定した大天使ながら心配になる幼女であった。







幕間　そんなに変わらないらしい







　話はククリカのとある場所から始まる。

　日中、言うことを聞かない兵士達を一蹴し、さて翌日からどんな訓練をあの兵士達にくれてやろうかと考えていた蓮れん弥やは、何な故ぜだかエミルとフラウに捕まって、どことも知れない建物の一室に引きずられてきていたのだ。

　なんとも酷ひどい招待の仕方ではあったが、エミルもフラウも蓮弥からすればよく知った相手であり、今いま更さら蓮弥の身を害するようなことをするわけもないので、大人しく引きずられてきた蓮弥は、その部屋にある椅い子すへ強制的に腰掛けさせられた。

　窓がなく壁かべは石造りで、獣脂から作られているらしい匂いのきつい蝋ろう燭そくだけがゆらゆらと灯あかりを提供している様子は、どことなく牢屋かなにかを想像させる。

「……なんの真ま似ねだ？」

　蓮弥は、少しばかり声の質が硬くなるのを止めることはできなかった。

　元々蓮弥は、自分以外の誰かから行動を強制されるようなことが好みではない。

　状じよう況きよう的にそうせざるを得ない所に追い込まれるのは仕方がないことと諦めもするが、物理的な方法でもって自分に何かをさせようとするならば、物理的な抵てい抗こうでもってそれに抗あらがうのが蓮弥である。

　そこから考えれば、返答によってはいかにエミルやフラウといえども、その例外ではないと思い知らせてやろうと思う蓮弥の目の前で、フラウが真正面から蓮弥をにらみつけた。

「マスター。面白そうなことをしようとしてるの！」

　唐とう突とつすぎるフラウの宣言は、蓮弥をきょとんとさせてしまう。

　状況に理解が追いつかない蓮弥に、被かぶせるようにしてエミルが不満げに漏らした。

「是ぜ非ひ、私達のアイデアも、活用してほしいんだねぇレンヤ」

　さも素晴らしいことを提案したかのようなエミルではあるが、言われた蓮弥は二人が一体何についてそう言っているのかがさっぱりわからない。

　その理解できていないことを、二人に知らせるかのように眉まゆ根ねを寄せる蓮弥。

　表情からなんとなく、自分達が言わんとしていることが理解されていないことを悟ったのか、蓮弥の真正面で、フラウがぺしぺしと座る蓮弥の膝ひざを叩たたきながら、さらに言葉を続けた。

「兵士さん達の、訓練なの！」

「蓮弥一人でメニューを決めるつもりじゃないよねぇ？」

　是非一枚噛かませてくれというエミルに、蓮弥はようやく二人が何を求めて自分をこんな所に連れ出したのかということを理解した。

　二人は、昼間に蓮弥が一蹴した兵士達に対して、これから行うであろう訓練内容を決めるという作業に、自分達も関わりたいと言い出していたのだ。

　これでようやく彼女らが言いたいことは分かった蓮弥ではある。

　しかしそれは、同時に自分の返答が、トライデン公国の兵士達の未来に、やたらと濃い暗雲を落としかねないという現実を、蓮弥に突きつけていた。

　なにせそれを口にしているのは、蓮弥の仲間の中でも非常識の塊かたまりであるといっていいフラウとエミルの二人である。

　その非常識の塊が好奇心と遊び心の赴おもむくがままに提案してくる訓練内容など、ろくな内容であるはずがなく、やらされるのは他人であるのだから知ったことかと見過ごせるかといえば、流石さすがに蓮弥もそこまで心を鬼にはできない。

「やっぱり薬剤投与は基本だよねぇ？」

「まずは、躊躇ためらいなく殺せる兵士の育成のために、精神面の柔らかい所から削り落としていくの」

「ちょっとまて……頼むからちょっとまて」

　最初からいきなり物ぶつ騒そうなことを相談し始めたエミルとフラウに、蓮弥は頭痛を覚えつつその会話を遮る。

　話の腰を折られた形になった二人は、非常に不満そうな表情で、目を伏せ額に手をやる蓮弥の顔を見やった。

「まず、エミル。薬剤投与って一体何をするつもりだ？」

「それは愚問だねぇレンヤ」

　くいっと胸を張り、ドヤ顔まで決めて見せてエミルは蓮弥の問いかけに答える。

　目の前で張られた胸を見ながら、蓮弥がぼんやりと考えたのは、あれを以前に思うがままに揉もみしだいたんだっけなという、どうでもいい場ば違ちがいな考えであった。

　そんな蓮弥の心の内などおかまいなしに、エミルは得意げな顔で滔とう々とうと語りだす。

「まず、筋肉増強剤。これは基本だねぇ。ただ筋肉の量を増やしても力は上がるが速度が鈍るので、質を高めるタイプのものを投与する。さらに命令に忠実に動くように思考を鈍にぶらせるために、ちょっと頭の働きが鈍くなる薬も併せて使用。それに痛覚を鈍くする薬も必要かねぇ？　痛みに怯ひるむような兵士ではお話にならないからねぇ。ついでに素の防御力を上げておく為に、皮膚や爪の強度を上げて……」

　少なくとも、人族の兵士の訓練内容に関する説明ではない、と蓮弥は考えるが、そちらの突っ込みは後回しにして、気になったことを尋ねてみる。

「痛覚遮断じゃないのか？」

　蓮弥の問いかけに、エミルは人差し指を振りながら首を振る。

　いかにも分かってない素しろ人うと相手に駄だ目め出しをする玄くろ人うと気取りな仕草に見えて、蓮弥は軽くいらつきを覚えた。

「駄目だねぇレンヤ。そっち方面は素人だから仕方ないのかもだけど、痛覚は体の不調を報しらせる重要な警告なんだよ？　それを遮断してしまっては、兵士本人が自分の体にどのくらいのダメージがあるのかを理解できず、自滅しやすい兵士になってしまう。使い勝手は上がるんだけどねぇ」

「……フラウの方はどうなんだ？」

　色々なものを後回しにすることとして、蓮弥は続いてエミルの隣となりにいるフラウへと話を向ける。

　話を向けられたフラウは、ぎゅっと胸元に両手で拳を握り締め、妙に輝いた瞳で高らかに言い放った。

「穴を掘ほらせるの！」

「……それは悪くないかもしれない」

　土木作業というものは、体を鍛えるという観点からすると、結構優れた訓練方法であったりする。

　少なくとも、技術というものを抜ぬきにすれば、穴を掘るためにつるはしやシャベルを振るう行動はそのまま剣けんを振ったり、槍を突き出したりするために使う体のあちこちをそれなりに鍛えてくれるはずだった。

　フラウにしては至し極ごくまともな意見だなと思う蓮弥に、フラウは続けて言い放つ。

「穴を掘り終わったら、それを埋うめるの！」

「まぁ、穴だけ残されても邪魔だしな？」

「きちんと埋め終わったら、また掘りなおすの！」

「うん？」

「掘りきったらまた埋めるの！」

　話の雲行きが怪しくなってきた気がして、胡う乱ろんげな目でフラウを見だした蓮弥に、フラウは顔を輝かせたままうっとりと呟くように言う。

「掘っては埋め、埋めてはまた掘りなの。これを繰り返すことで兵士さん達の精神の柔らかい所が削れ落ちて、命令に疑問を抱いたりしない、忍耐強い、理想的な精神が手に入り、さらには体まで鍛え上げられて一石二鳥なの」

「俺おれの知る限りでは、それは死刑囚に対する拷ごう問もんだと思ったんだが……」

　人という生き物は、ひたすら無意味な作業を繰り返しやらされると、いずれ死に至るというお話ではなかったかと、自分の知識をひっくり返しながら思い出そうとする蓮弥に、フラウは力強く宣言した。

「拷問と訓練は紙一重なの！　どちらも体を苛いじめ抜く行為なの！」

「それは……賛同できるような、そうでもないような」

　苦しくなければ訓練ではない、というのはどうにも古臭い考え方のように感じる蓮弥だが、実際きちんとものになる訓練というものは、される側からしてみれば苦しいものであるので、拷問に近いと言われればそうかもしれないと思わなくもない蓮弥だ。

　大きな違いがあるとすれば、訓練は体や精神を鍛えるために行う行為であるが、拷問は体や精神を破は壊かいするために行うという点くらいだろうか。

「ついでにトライデン公国各地から、囚人の身み柄がらを請うけ負って、穴を掘るときに埋めるの」

「……はい？」

「兵士の本分は敵を殺すことなの！　この訓練により、兵士さん達は自らの手で他者の命を奪うという行為に躊躇いがなくなっていくの！　そしてゆくゆくは殺さつ戮りくを淡たん々たんとこなす、完かん璧ぺきな兵士として……」

「フラウ、ストップだ。それ以上はいけない」

　しゃべるがままに放っておいたら、どこまでエスカレートするか分からないフラウの意見を、蓮弥は少し慌あわてて途と中ちゆうで止めさせた。

　蓮弥からしてみれば、ちゃんと戦える兵士として鍛える訓練を行いたいのであって、喜き々きとして他者の命を奪い続けるような、殺戮機械を作りたいわけではない。

「とりあえず、二人の言い分は理解した」

　蓮弥は、半ば無理やり自分達しかいない部屋に連れてこられたことを、この時点でなんだかよく分からない存在に感謝していた。

　間ま違ちがっても神に感謝することはない。

　この世界の神である管理者に捧げる感謝はひとかけらも持ち合わせていなかったし、そこを通り越こしてあの幼よう女じよ神しん様さまに捧げる感謝の持ち合わせもいまのところほとんどないからだ。

　だから、なんだかよく分からない、おそらくは運命だとかそれっぽいものに感謝を捧げる。

　この場にローナやらシオンやらが居合わせていたのであれば、きっと収集のつかない大変なことになっていただろうことが容易に想像できてしまうからである。

　そうならなかったのは、なんとなく運命の導きとかそういう類のものであり、蓮弥はそれに対してならば感謝をしてもいいだろうと思う。

「二人ともちょっとこっちへ」

　ちょいちょいと蓮弥が手招きをすれば、自分達のアイデアを採用してもらえるのだろうかとか、素晴らしいアイデアにお褒めの言葉でももらえるのだろうかと、期待しながらフラウとエミルが蓮弥に近づく。

　その彼我の距きよ離りが、二人が逃にげをうっても十分捕まえられるだろうと蓮弥が判断した距離まで近づいた瞬しゆん間かんに、蓮弥の両手がそれぞれフラウとエミルの頭を捕まえた。

　ぎょっとしてその手を振り払って逃げようとする二人であるが、蓮弥の握力と腕力の前には一度捕まってしまった以上は、逃げる手立てなど存在しない。

「あのな、二人とも良く聞け」

　顔は無理やりの笑顔。

　口調はまるで子供に言い聞かせるような感じの蓮弥に、フラウとエミルは揃そろって顔色を青くした。

　どう考えてみても、蓮弥のその行動と口調は、確実に機き嫌げんを害しているというよりも、シンプルに怒おこっていることが見て取れたからだ。

　怒っている蓮弥に、掴み取られた頭とくれば、次に何が起こるのかはフラウもエミルも十分に分かっていることであり、だからこそ二人は青ざめたのである。

「ちょっと、マスター!?」

「あ、今の提案撤回させてもらえないかねぇ？」

　慌てて弁解を試みる二人に、蓮弥はにっこりと笑いかけると次の瞬間にはその両りよう腕うでの筋肉がきゅっと絞られる。

　同時に二人のこめかみを襲った猛烈な圧力と痛みに、フラウとエミルは蓮弥の手をなんとか自分の頭から引き剥がそうと無む駄だな努力を試みながら、その激痛にもがき始めた。

「お前ら俺が人体実験やら、人形のような兵士の育成提案に同意すると思うか？」

「か、考えが浅かったのーっ！　ごめんなさいなの、マスターっ！」

「私の立ち位置からは妥当な提案だと……って、私としては珍めずらしく本気で謝るので、頭が割れる前に許してもらえないかなぁっ!?」

　フラウとエミルが必死にもがこうが、頭を掴んでいる蓮弥の手の手首を掴んで引き剥がそうとしようが、蓮弥の両腕はぴくりとも動くことはない。

　むしろ、抵抗するということは反省の度合いが足りないと蓮弥に判断され、さらなる圧力が頭にかけられることとなり、蝋燭の灯りだけが照らし出している薄うす暗ぐらい室内に、フラウとエミルの悲鳴が響き渡ることになったのだが、流石に邪じや魔まが入らないようにと二人が選んだ部屋だけあって、助けが来るようなことはなかったのである。

　そんな二人の悲鳴を聞きながら、蓮弥はそっとため息をつく。

　二人とも見た目は良いのだから、黙だまって立っていれば日々の生活の潤いともなれるはずであるのに、どうしてこうも殺伐と、乾ききった行動ばかりとってこちらの頭を痛くさせるのだろうか。

　そんな思いに捉われながら、蓮弥は二人の頭を緩急つけつつ存分に、アイアンクローにて責め苛んだのであった。




　ちなみに、この後蓮弥が決めた兵士達の訓練内容を見た二人は、自分達の意見がそのまま採用されていたとしてもあんまり差はなかったのではないかと思ったのであるが、それを口にして再び蓮弥の握力に苛まれるような真似はしばらく御免だったので、二人とも揃って無言を貫つらぬいたのだった。







あとがき







　初めましての方は初めまして。

　私、まいんと申しましてＷｅｂ上の「小説家になろう」にて本作品を連載しております、物書きという言葉の概念の端っこにぷらぷらとぶら下がっている程度の者でございます。

　今、貴方様が手に取られているこの本は五作目に当たる代物ですので、一作目から始まりまして四作目まで手にとって頂き、レジに持ち込んで頂ければ幸いでございます。

　初めましてではない方はお久しぶりでございます。

　皆様の愛に育まれ（？）今回「二度目の人生を異世界で」第五巻刊行の運びとなりました。

　まずは前巻までを読んで頂き、支持支援してくださいました読者の皆様に贈れる限りの感謝を贈らせて頂きたいと思います。




　愛も贈っておこうかな、とも思いましたが止めておきます。

　真面目に不幸の手紙やら、呪いの手紙が編集部に届いたら夜寝れなくなりそうですし。

　欲しいという奇特な方はファンレター等にください、と書いて頂ければ、夜な夜なその方がお住まいの方角に向けて毒電波ならぬ愛を送り続けたいと思いますが、返品は受け付けておりませんので、その辺り十二分に熟考の上、ご依頼頂ければと思います。




　早いもので、第一巻を発刊しましてから、この第五巻にこぎつけるまでわずか八ヶ月。

　いいのかな？　本当にいいのかな？　と思いながらとんとん拍子でいつの間にやらという感じが非常に強いのですが、気がついてみたら自宅の本棚に自分の書いた本が五冊も並ぶという自分でも想像していなかった事態に。

　これも、本の出版に携わる皆様と、本書を手にとって頂いた皆様のおかげではあるのですが、ちょっとだけ自分を褒めてあげてもバチは当たらないのかな、と思ってみたりしています。

　自分で自分を褒めてあげないと、他に褒めてくれる人がいない現実が……




　それはさておき。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナーさん。

　前作に続き、素晴らしいイラストを描いて頂きましたかぼちゃさんに、毎度お世話になっております、担当Ｋさん。

　本当にありがとうございました。




　また、「小説家になろう」にて本作品を読んでくださった方々、並びにいつも感想を書いてくださる方々や誤字脱字の指摘をしてくださる方々。

　校正作業中や執筆中に妙なテンションで毎度おしかけてしまっている某生放送の放送主さまとそのリスナーの皆様方。

　それから、ツイッター等でお付き合いさせて頂いてます皆様方。

　そして本作品を手にとって読んでくださった読者の皆様全てに、心よりの感謝を申し上げて結びとしたいと思います。
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